









































俺たちは異世界に行ったらまず真っ先に物理法則を確認する2
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「これ、結構速度出てるよな？」

「速いよね。どれくらいだろう……体感はアテにならないからなんとも言えないんだよなあ。めっちゃ久しぶりにバイクに乗ると異様にスピード感じたりして」

　異世界の街道、そこをひた走る幌ほろ馬ば車しやのような乗り物の中。

　雨あまケが谷や幹みき人ひとは、向かいに座る兄貴分の先輩・中なか久く喜き照てる治じとの会話に花を咲かせていた。

「単位時間あたりに車輪が何回転してるかわかればいいわけだろ？　カウンター作って勝手に車輪の部分に付けたら怒られるかな？」

「さすがに怒られると思う」

　幹人が諫いさめると、照治は「怒られるかあ……じゃあどうバレないように付けるかの勝負だな……」などと小さく零こぼしている。

　幹人たちは高こう等とう専門学校に通う学生、高こう専せん生せいだ。

　機械や電気、情報に化学、土木、建築などそれぞれの専門分野についての知識と技術を磨きながら生きている人種である。

　幹人たち高専生十一人、そこに普通の中学生である幹人の妹を加えた計十二人がある日突然、謎なぞの異世界に転移して、もう六十日を数える。

　一つ目の熊や凶暴な兎うさぎやどでかい蜥蜴とかげと戦ってきたが、なんとか全員生きている。

「うーん、しかし、馬よりはるかにパワフルだなあ」

　木製の車体の中には、全部で六人の人間がいる。

　御者を背に乗せた一頭の大きな魔物がそれを引いてくれているのだが、魔物の足取りは幹人たちの知る馬とは比べ物にならないくらいに力強く、それでいて速い。

　リズミカルに動く足は六本。毛はふさふさで顔は鶏にわとりに似ており、体長は三から四メートルほどはあるだろうか。短い尻尾しつぽが時折揺れるのが可か愛わいらしい。

「なんだっけ、こいつの名前」

「ポッロです。だからこの乗り物はポッロ車」

　幹人の問いに答えてくれたのは、右隣に座る桜色の髪を持つ女の子。彼女は、ザザ・ビラレッリという名の異世界の住人である。

「色んな土地の依頼を受けるので、私はこれを結構よく使うんです。ブレイディアからはこうして周囲の街へ行く定期便が毎日出ているんですよ」

「ビラレッリ子し爵しやくはうちのお得意様だよ。何度お乗せしてるか、もうわからんね」

　話を聞いていたのか、ポッロの上に乗る御者の中年男性が会話に入ってきた。

「兄ちゃんたちは初めて乗せるなあ。……なあ、噂うわさのオオヤマコウセンってなあ、兄ちゃんたちの事かい？」

「はい、そうです。でも、噂の？」

「ああ、やっぱりそうか。ビラレッリ子爵と懇こん意いで、妙ちくりんな格好してるって話だったからそうだと思った」

　御者の男性はそこでこちらを振り返り、にっと笑った。

「フォスキアを狩ってくれたんだろう？　助かったよ！　俺らみたいな商売してるとな、いつ襲われるかわかんねえもんだから」

「ええと……それは、はい、お役に立てたなら」

「いやあ、本当に助かったんだぜ。俺は幸運にも出くわした事はないが、フォスキアは特に動きが速い魔物なんだろ？　だったら最悪だ。逃げ切れねえもんなあ。兄ちゃんたちに感謝してるポッロ車乗りは多いよ、大したもんだ、助かった」

　しみじみと、御者の男性はそう言った。

「照てる兄にい、俺たち人の役に立ったらしいよ。徳とくを積めたね」

「やったぜ、という事はいくらか悪行を働いてもプラマイゼロだな！　よおし……」

「よおし、じゃない」

　相変わらず考え方の独特な兄貴分である。

「ところで、兄ちゃんたちはウルテラに何か用があるのかい？」

「用といいますか……ザザにくっついて、ちょっと見学に行こうかなと思いまして」

「ほお、見学」

　幹人たちが厄やつ介かいになっているザザの屋敷は、ブレイディアという街にある。そこから北西方面に向かった先が目的地の街、ウルテラだ。

「……あの、ミキヒトさん。出発前にも言いましたが、私は依頼を果たしに行かなければいけませんから、ゆっくり案内もできなくて」

　申し訳なさそうにそう言うザザへ、幹人は手を横に振って返す。

「いやいや、こっちが勝手に付いて来たんだから気にしないでよ」

　話の始まりはつい昨日の事だ。

　ザザのもとへ冒ぼう険けん者しや協会から依頼が届いた。ザザのような実力者は「この仕事を受けてくれないか」と名指しで頼まれる事がままあるらしい。

　依頼内容はウルテラの街の警備に加わる事。街の周辺に現れた魔物のうち、強力な何体かの討伐を手伝って欲しいという話だ。

「見聞を広めて情報を集めたいってだけだし、自分たちで適当に見て歩くから大丈夫」

　幹人たちの最大・最優先目標はもちろん、元の世界への帰還。

　そのためには、なるべく色々な場所に行って様々な情報を集めた方が良いだろうという話になり、依頼に出かけるザザにくっついていく事にしたのだ。

　ギルド・オオヤマコウセンの全メンバーで向かうのは一台のポッロ車の定員をオーバーしてしまうので、限界の人数である五人を選抜して今回は向かう事にしている。

　五人居ればそこそこ宿代も嵩かさむため、慌ただしいが日帰りだ。

「ていうかザザこそさ、これももう確認した事だけど、大丈夫なの？　ザザからしたら危ない依頼じゃないってのは本当なんだよね？」

「……はい」

　一見すると冷たくも見える彼女の美び貌ぼうに、ふっと柔らかく花が綻ほころんだ。

　出会った頃よりも明確に、ザザの表情は豊かになった。手て前まえ味み噌そだが、それに貢こう献けん出来た事を幹人は誇りに思っている。

「大丈夫です。私にとっては、大して強くもない魔物ですから」

「特級冒険者の腕前を疑うわけじゃ、もちろんないんだけどさ」

　ましてや、彼女がまだ『死にたがり』のままなんじゃないのかなんて、考えているわけでもない。

　それでも、やはり心配なものは心配なのだ。

「ミキヒトさんは心配性ですね」

「そうなんだよ。だから無茶して欲しくない」

「しませんよ。少なくとも、ミキヒトさんたち以上の無茶は」

　それを言われてしまうとなかなか返す言葉は見つからない。

　五等とそれ未満の冒険者だけで一等級の魔物・フォスキアを相手取ったのは、つい数日前の事である。

「……では、安心できる情報を一つ公開しましょう。ミキヒトさん、私はですね、すごい事知ってるんです。魔物退治の大事なコツ。これさえ知っていれば、実は結構なんとかなっちゃうってヤツです。なんか、あんまり皆みんな知らないみたいなんですけど」

「え、なになに、魔物に対するめっちゃ有効な戦法があるって事？」

「はい」

「マジか……！」

　極めて興味深い話題に前のめりになった幹人へ、自信あり気にザザは続ける。

「実は、魔物はですね……」

「うんうん……！」

「殴り続ければ大抵死ぬんです」

「うんうん、…………うん」

「しぶといな～って思っても、とりあえず何回も何回も叩たたいておけば、その内動かなくなります。倒せない、っていうのは大抵、殴り足りないだけなんです」

　巨大な得え物ものを振り回しているとは思えない、ほっそりとした白しら魚うおのような手をグッと握って言い放つ彼女に、幹人は「なるほどね」と相あい槌づちを打って笑顔を作る以外、何もできなかった。

「ビラレッリ子爵は相変わらずですなあ。ウルテラのヤツらも子爵が来て下さるなら助かるでしょう。この時期、あいつらは忙しいから」

「忙しい？　何かあるんでしたっけ？」

　問い返したザザに、御者の男性はそのバリトンの声で言う。

「子爵、今は大だい精せい霊れい祭さいの時期ですよ」

「……ああ、そうでしたね。なるほど、だから魔物退治の方に手が回らなくて私を呼んだんですか」

「でしょうな。実力のある精霊使いは皆、祭へ出場しますから。そちらに集中したいのでしょう」

　御者の男性の言葉に、納得がいったという様子でザザは何度か頷うなずいて、

「せ、精霊!!　おっほおおお!!　う、……うぷ、……アメちゃん！　なかなか、興味、深い、ワードが、……う、……おええ……と、飛び交い、始めた、な！」

「イヌちゃんのえずきっぷりの方が今は気になっちゃうかなあ……」

　そこで話に入ってきたのは、幹人の斜め前に座る同学年同学科の気の合う友人、犬いぬ塚づかである。車酔いで真まっ青さおな顔をした彼は今にも吐きそうだ。

「サ、サスペンションの、問題、だと思うんだよね、この、ポッロ車の、さ。う、おえ、う……あの、ほら、乗る前、確認したら、う、うぷ、しゃ、車しや軸じく懸けん架か、のさ、リ、リーフ、スプリング、だったけど、や、やっぱ、揺れ方きつい、よね。でも、サ、サスがあるだけ、マシかな？」

「マシかもしんないけど、イヌちゃんのこの様子を見せられたらそうも言ってらんないぜ……！　マジで大丈夫？　一旦止めてもらおうか……？」

　幹人の言葉に犬塚は、渋い表情で押しとどめるように右の手のひらをピッと向けてきた。

「い、いや、ここで止められたら、心が折れる……」

「なら、ちょっと黙って安静にしてろ」

　犬塚の隣に座る照治が、見かねて彼の背中をさすってやり始める。

「ああ、部長ありがとう……、っ背中を、さする、サスと掛けてる？　うぷ、んふっ、なるほど、さすが、面白い！　おっえ、……あ、さすがって、サスがね、サスだけにね、俺も上う手まいこと、ふふ、うぷ、おえ……言っちゃいました、んふふっ、おえっ」

「犬塚、お前のその根性を俺は高く評価しているよ」

　照治の声音に籠こもるのは、呆あきれと賞賛がおそらく半々だろう。

「ところでザザ、さっき出てきた精霊とかいうときめきワードについて詳しく聞きたい」

　眼鏡めがねをキラリと輝かせ、照治がザザに問う。

「精霊ですか？　精せい霊れい魔ま法ほうってお見せした事なかったんでしたっけ」

「ないない、魔法の一種なの？」

「はい。……あ、先に言っておきますけど、ミキヒトさんたちが聞きたいような原理？　とか、仕組み？　みたいな事は知らないので話せませんよ」

　幹人に頷いてから、ザザはそんな前置きを放った。

「もちろん話せるようにでいいよ。ぜひ教えてくれ」

「わかりました。精霊魔法はですね、精霊という……お手伝いさん、みたいな存在を喚よび出す魔法です。一緒に戦ってくれたり、代わりに魔法を使ってくれたり。細かく指示を与える事も出来ますし、曖あい昧まいなお願いで勝手に動いてもらう事も出来ます」

「めっちゃ便利そうじゃん！　それって一般的なものなの？」

「いえ、あまり一般的ではないですね……私も使える事は使えますけど、実際、ほとんど使いません」

「なんで？」

「一つ、才能がないと戦いで役に立つレベルの精霊が喚べないから。私には才能はないようでした。二つ、精霊魔法の使用中は他の魔法が唱えづらいから、です。訓練すれば出来るようになってくるみたいですけど」

　なるほど、それならば他の得意な魔法で戦った方が手っ取り早いという事だろう。

「でも、才能ある精霊使いの精霊は強いですよ。高ランクの魔物たちに全く引けを取りません」

「ほほー、……精霊、うーん、ロマンがある！　面白そうだね、照兄」

「いやあ、いいな……！　喚び出すというのがどういう事なのかどういう情報通信を指すのか、データの処理はどこがやってるのか、曖昧なお願いで勝手に動いてくれるならその自動実行アルゴリズムはどんな内容なのか、確認したい事は山ほどあるぞ……！」

　照治の声は生き生きとして、とても楽しそうである。

「この世界の魔法はまだまだわかんない事だらけだし、知りたい事だらけだ。うーん、いずれさ、解説書っていうか、『魔法技術工学概がい論ろん』とか『魔道具回かい路ろ基き礎そ』とか『わかりやすい魔ま力りよく波は通信』みたいなの書けたらすごくいいんじゃない？　……みぃちゃん先輩的にはやっぱ、書くとしたらこっちのプログラミング言語について？」

「あ、え、えと、そ、そうだね……！　はい！」

　突然話を振ってしまったせいか、いつもつっかえ気味なその人の、口の滑りを余計鈍くしてしまったようだ。

　三みつ峯みね魅み依い、大おお山やま高専の誇る天才プログラマーである。

　幹人が技術者として尊敬して止やまない彼女は、あまり喋しやべるのは得意ではない。だからか、特に複数人で話す時は聞き役に徹している事が多い。

　幹人は魅依と話したいのでこうしていつもついつい水を向けてしまうのだが、迷惑に思われていなければいいなとたまに考えてしまう。

「ああ、でも……精霊魔法を発動させる魔道具ってあるのかな。それがないと、プログラムの書き方ってわからないよね？」

「あ、そう、だね……サンプルの魔道具が、ないと、コードの、具体的な、記述方法が、わからなくて……だとすると、杖つえでの発動は……」

「そうだよね、うーん」

　魅依がいかに凄すさまじい実装力でコードを書いてプログラムを作り上げてくれるとは言っても、そもそもの書き方自体について何の手がかりもなければ、どうしようもない。

「精霊魔法を発動させる魔道具というのは、私も聞いた事がないですね。ただ、精霊魔法自体は、これからウルテラの街でたくさん見られますよ。大精霊祭がありますから」

「そういえば、それについてまだ聞いてなかった。どういうお祭りなの？」

　問うと、ザザはその通りの良い美しい声で答えてくれる。

「ウルテラの街は精霊魔法を使う術者が集まったギルドがたくさんあるんです。そこで年に一回、一番優れた精霊魔法使いのギルドを決める大会が開かれていまして、それが大精霊祭です」

「へえ、そりゃ面白そうだわ。めっちゃ見たい」

　男の子だからか、一番を決める大会というワードに心をくすぐられてしまう。

「ウルテラに行くなら、もちろん大精霊祭がやってるこの時期が一番オススメだよ。……おっと、そんな事を言ってる内に、見えてきたぞ」

　御者の男性のそんな言葉に、進行方向へ視線を向ける。

　ブレイディアの街のものと同じく高く長い壁が、地平線の向こうにせり出てきていた。

「ミキヒトさん、そろそろサキを起こしてあげましょう」

「そうだね、そうするか」

　いつも自分たちに突っ込みを入れてくれている妹は現在、左隣でこちらにべったり寄りかかる形で爆睡中だ。

　どんな所でも寝る事ができるのは、雨ケ谷咲さきの特技の一つ。

　ともあれこうして幹人に照治、ザザに犬塚、魅依に咲の六人で、精霊魔法が盛んだという街、ウルテラに到着である。





[image: ]







「はー、賑にぎやかだねえ」

　御者の男性にお礼を言ってから街へ入ってみると、そこは随ずい分ぶん活気に溢あふれているようだった。幹みき人ひとは思わず感かん嘆たんの声を漏らす。

　煉れん瓦がを主としたその建物の造りや人々の服装に、ブレイディアと明確な違いがあるわけではないが、とにかく行き交う人間の数が多い。

　ちなみに、ポッロ車の乗車代はなんとタダにしてもらえた。感謝の気持ち、との事だ。

「いつもこんなに人がたくさんなわけじゃないんですけどね。祭の時期だから、観光客がいっぱい来ているんです」

「お店からしたらかき入れ時だ」

　飲食店や雑貨店など様々な店舗が、入り口からの道を挟むようにごちゃごちゃと軒のきを連ねており、見て回るのが楽しそうである。

「……お兄ちゃん、どうして素す敵てきな異世界馬車……ポッロ車？　だっけ？　の旅を私は楽しもうとしていたのに、もう目的の街に着いているんですか？」

「それはうちの妹ちゃんが出発するなり夢の世界の方へ旅立ったからだね」

「なんて事でしょう……あ、お腹なかすいた。寝てただけなのにお腹は減るってなんか損した気分……」

　項垂うなだれつつ、お腹を押さえて咲さきはそんな事を言い出した。出発前に朝食を食べ、それからポッロ車の旅路は三時間足らず。

　そろそろお昼時と言えばお昼時である。

「では、私がオススメのお店に案内しましょう。サキ、デザートも美お味いしいところだから楽しみにしてて」

「え、本当ですか!?　やったー！」

　嬉うれしそうに咲はぴょいんと跳ねる。サイドテールも彼女の機嫌を反映するように一緒に躍った。

　助かるよザザ。幹人がそう言おうとした時だった。

「……あああああ！　ザザさん来たあああ！　待ってたんですよおおおおおおお！」

「なんだなんだ？」

　突然道の先から上がった大声に、照てる治じが訝いぶかしげな声を漏らす。幹人も目を見張りつつそちらを窺うかがう。

「ザザ？　ザザってあのザザ・ビラレッリ？」「数字外れナンバーレスの？　え、うわ、本当だ……！　本物……！」「【血染め桜】……やっぱ迫力あるぜ……」

　周囲の人々がザザに気づき、慄おののいたような顔で離れていく。そうして人混みに出来た隙すき間まから小柄な少女が現れた。

「ライジリア。何も、そんな勢いで来なくても」

「こんな勢いで来ますとも！　ご到着を今か今かとお待ちしてたんですから！」

　肩で息をする彼女は、細身で立て襟えりの服装をまとっている。

　冒ぼう険けん者しや協会の制服だ。という事は、この街の冒険者協会の受付嬢だろうか。

「もーほんっとこの時期は街のギルドがぜええんぜん仕事しないんですよ！　祭の事しか頭にないの！　街には外からお客さんがたくさん観光に来て下さるもんだから、安全確保のためにより念入りに魔物対策しないといけないのに！　これじゃ本ほん末まつ転てん倒とうですよ。精せい霊れい使いの本来の在あり方を忘れちゃったんでしょうか皆さんって、こんな話をしている時間ももったいない！」

　まくし立ててから、少女は地に着けんばかりの勢いで頭をがばっと下げて言う。

「お願いします！　さっそく協会に来て迅じん速そくに依頼に向かってくださあああい！　もういっぱい！　仕事がいっぱい！　いっぱいあるんですううううう！」

「……ちょっと待って、本当に今さっきここに着いたばかりで、この人たちにお昼ご飯のお店も紹介してないの」

「え？　この人たち？　……あれ？　え？　ザザさんお連れ様がいらしたんですか!?　ええ!?　ザザさんに!?」

　その反応は普通に失礼なような気もするが、憎めない愛あい嬌きようがあるのが不思議だ。

「えー!?　あらー、なんか見慣れない服着てる方々ですね…………はっ、わかったわかった！　噂うわさのオオヤマコウセンですか!?　無制限依頼こなして黄ランク結成の！」

　どうやらこの街でも話が流れているらしい、ビシッとこちらを指さして少女はそう言った。

「ええ、この人たちがオオヤマコウセンです」

「は～、なんかあんまり強そうではないですけど…………あ、ザザさん、もしかして、この人たちのギルドに入ったとか……？」

「そういうわけじゃ………………ん、でも、そうしたらいいのか。そうした方がいいのかな……うん、ああ、そうだね、そっか、そうした方がいいのか。なんで気が付かなかったんだろ。テルジさん、私、オオヤマコウセン入りたいんですけどいいですか？」

「すげえタイミングで聞いてくるな、また」

　いきなり飛んできた質問に、さすがの照治も多少たじろいでいる。他のメンバーも、もちろん幹人もだ。

「知ってると思うが、黄ランクの弱小ギルドだ。特級冒険者に見合うとは言えんぞ」

「駄目ですか？」

「んー……」

　眼鏡に手をやってその位置を直しつつ、ツラツラと照治は返す。

「ザザは十七だったな？　留年してなけりゃ二年生か三年生相当、本来、その学年で高専に編入学っつーのは、ほぼあり得ない話ではあるんだが」

「照てる兄にい」

「わかってる、冗談だ」

　ザザが不安そうな顔になってきたので割って入った幹人に、照治は手を振った。

「ザザ、俺たちが俺たちの最大目標を叶かなえるまでで良かったら、喜んで受け入れさせてもらいたい」

「…………最大目標を叶えるまで」

「ああ。君は信じていなかったが、初めて会った日に俺たちがどこから来たのか説明したろう」

　受付嬢の少女他、往おう来らいの人間がいるからだろう、照治の言葉は濁にごし気味だったが言わんとする事は伝わったと思う。

　最大目標とはもちろん、元の世界への帰還である。

「……後で改めて聞かせてもらってもいいですか？」

「もちろん」

「でも私、それでも入りたいって言うと思います」

「その時は歓迎しよう」

　頑かたくなな瞳のザザに、照治は頷うなずいてそう答える。

「さしずめ学力推薦入学ならぬ、武力推薦入学といったところかな。ああ、それでも後々、代だい数すう・幾き何か・解かい析せきの数学三大分野それぞれの初歩くらいはせっかくだから理解してもらいたいが」

「照兄」

「はっはっは」

　恐るべきことに今度は冗談だと言わない照治。

　一体、誰が教えるというのだろう。もしかしなくても自分にお鉢はちが回ってくるんじゃないだろうか。

「よくわからないですけど、しっかりお勉強します」

　当のザザはやる気である。その心意気を折りたくはないので、出来るだけ頑張りたい。

「ちょっと待って下さいなんか本当に親しげな感じじゃないですか！　えええええザザさんにこんな！　これはびっくり！　お姉ちゃんは知ってるのかな……」

「……お姉ちゃん？」

　首を傾かしげる受付嬢の少女の言葉が気になって、幹人は彼女の顔を改めてまじまじと見やる。愛らしいその顔立ちに、思い浮かんでくる人物がいた。

「もしかして、リュッセリアさんの妹さん？」

「そうです！　名乗るのが遅れまして！　冒険者協会ウルテラ支部受付嬢のライジリア・バンキエーリです！」

「はっはー、なるほど。お姉さんにはお世話になっております」

　ブレイディアの冒険者協会支部、そこで受付嬢をしているリュッセリアは、異世界の街に来たての自分たちに親切にしてくれた人物だ。今も色々と気にかけてくれている。

　異世界における恩人の一人だろう。

「そうなんですか！　……姉を通じて少なからずご縁があるというのなら！　お願いします！　何なに卒とぞ、何卒ザザさんを……！　本当にやってもらいたい依頼がギュウギュウなんです……」

　姉よりもちゃっかりしているのか、それともそれくらい業務が切せつ羽ぱ詰つまっているのか、ライジリアはこちらを拝みながらそんな風に言ってくる。

「この時期、この時間にお店に入ってご飯を食べようとしたら、よっぽど早く出てくるところでない限りどこも混んでるからすっごく待ちます！　時間が……！　時間がもったいない！　ごめんなさい、ザザさんの分だけなんですけれども、冒険者協会の方に美味しくて栄養満点で移動しながら食べられるお食事を用意してますから！」

「ライジリア、でもですね……」
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　ザザはどうやら、それでもご飯くらいは自分たちと一緒に食べようとしてくれているらしい。

　それはそれで、もちろんとても嬉しいのだが。

（リュッセリアさんには本当、お世話になってるしな……）

　なんでも、自分たちがフォスキア討伐に向かっている時などは、あの口の悪い女冒険者に「無責任によくも唆そそのかしたな！」とすごい剣けん幕まくで食って掛かってくれていたらしい。

　その恩義には報むくいるべきだし、できる事なら報いたい。

「いやあ、なんかさ、やっぱりザザはすごいんだね」

「……すごい？　何がですか？」

　突然の賛辞に首を傾げるザザへ、幹人は続ける。

「だってこんな風にめちゃくちゃ頼られてるわけでしょ？　ザザの力をすごく頼もしく思っている人たちがいて、きっとザザはそれに今まで応え続けてたわけだし、そういうのってかっこいいなと思って」

「……かっこいい」

「うん、かっこいい。憧れるし、なんか勝手にさ、誇らしいよ」

「…………憧れる、誇らしい」

　こちらの言葉を小さく繰り返すザザ。

　その声音と表情を見て、幹人はいけそうだなと判断した。

「俺たち、こんな生き方してるじゃん？　だからやっぱりさ、自分の特技とかでこれでもかってくらい活躍してる人はどうしても尊敬しちゃうし、痺しびれちゃうわけよ」

「………………尊敬しちゃう、痺れちゃう」

　幹人の言葉を受け、ザザはやがて少しだけ長く目をつむる。

　そして可か愛わいらしいお澄まし顔を作って、ライジリアの方へ改めて身体からだを向けた。

「わかりました。すぐにこのかっこいいザザ・ビラレッリが依頼を果たしに行きましょう」

「本当ですか!?　ぃやったー！」

　右手で大きくガッツポーズのライジリアである。異世界の人間も嬉しい時はあの仕草をするらしい。

　ともあれ、これで話は決まりだ。

「……あ、でもザザ、絶対無理だけはしないでね！　ザザが無事に帰ってきてくれるのが一番だから」

「このかっこいいザザ・ビラレッリ、無傷で帰る事をお約束します」

　間かん髪はつを容いれず返ってきた宣言は、大変心強かった。

「……この時間からだと、街にはこれからあと六回、大きな鐘が鳴ります。五回目の鐘の頃にポッロ車の最終便が出ますので、それで一緒に帰りましょう。出発の時間までには必ず乗り場に行きますから」

「うん、わかった。ほんと、気をつけてね」

「ミキヒトさんたちも。何かあれば空に星せい命めい魔ま法ほうを撃ち上げて下さい、すぐ行きます」

「おっけー、ありがとう。そうする」

　幹人たちは一応全員、護身のために杖を持ってきている。幹人か、特に咲なんかが撃てば派手な弾を飛ばせるので信号弾代わりになってくれるだろう。

「いやあすみません、お心遣い大変感謝……！　このお礼はいずれ必ずー！」

　すいませんあざっすあざっす助かりますと、ライジリアはこちらに頭を下げる。姉とは随分キャラクターが違うが、愛嬌のある少女だ。

「ではザザさん行きましょう！」

「ええ」

　ライジリアがせかせかと歩き始め、長い足を動かしてザザもそれに続き。

「ザザ、行ってらっしゃい」

「…………」

　幹人が何気なく発した言葉に、ザザは立ち止まってこちらを振り返る。

「……ザザ？」

「……行ってらっしゃい、行ってらっしゃい…………行ってらっしゃい」

　何度か彼女は、そのありふれた見送りの言葉を繰り返し、そして。

「──はい、行ってきます」

　なんだかひどく嬉しそうに、ふわりと笑ってそう言った。

　それから、颯さつ爽そうとした身のこなしで人混みの中を突き進んで、あっという間に彼女の姿は見えなくなった。

「…………なんかさあ」

　ひと呼吸置いて、しみじみと零こぼすのは犬いぬ塚づかだった。

「俺たち、マジで結構無茶したじゃん？　平和な日本育ちの癖してめっちゃ強い魔物とやり合うってさ。実際、すげー危なかったし。馬鹿だなあとは思うんだよ、ほんと」

「……うん」

「でもさ、でも、なあアメちゃん。……やって良かったよ。俺たち、馬鹿だけど、間違ってなかった」

「うん」

　あんな顔を見られたのなら、きっとそうだ。友人に頷きながら、幹人は思う。

　行ってらっしゃいをかみしめて、行ってきますとはにかんだ、一つ歳下の女の子の顔を、忘れる事はきっとこの先ないだろう。

「……ずっと一緒に居てやれないのが、悔やまれるところではあるよ」

　小さくため息を落とし、照治が低い声で言う。

「俺たちとあの子では、帰属する世界が違う。いつかは別れなきゃならん」

「照兄、ザザにそれを改めて説明するの、俺がやってもいい？」

「……一番懐かれてるのは確かにお前だ。だが、それはそういう役回りまでお前が背負わなきゃならんなんて事じゃない」

「うん。でも、そうしたい」

「…………泣かれたら呼べ。泣き止ませ方は知らんが、ひたすら泣かれるだけでよけりゃ俺にもできる」

　泣いてる女はシステムとして非線形過ぎて手に負えん、なんて時折愚ぐ痴ちる事のあるこの兄貴分は、結局のところ面倒見がよくて。

　わかりづらいけれど、優しい人なのだ。

「さ、それじゃ飯食って、色々見て回ろう！　せっかくこうして異世界の新たな街に来たんだから！」

「アメちゃんアメちゃん！　俺、大だい精せい霊れい祭さい見たい！」

　空気を入れ替えるように言った幹人に、ノリ良く犬塚が続いてくれる。

「お兄ちゃん！　妹はあれが食べたいです！」

　咲がぐいっとこちらの袖そでを引いて、美味しそうな匂いを漂わせている露ろ店てんを指差した。

　見てみると、白い生地に少しの野菜と大量の肉が詰め込まれたケバブのような食べ物が売られている。

　買い込んだ冒険者たちは、たまらないような顔でパクリパクリと食いついていた。

「店に入って食うと時間が掛かる、なんてさっきの受付嬢が言ってたな。ここはああいうのを立ち食いするのが良かろう」

　照治がそう言って、一行は露店前に作られた列へ並ぶ事に。列の消化は速く、そう待たずに買い込む事が出来た。

　さっそく頰ほお張ばってみると、柔らかい肉に絡められた甘辛い味の濃いタレが舌に響く。これはなかなか絶品である。

「うま！　なんじゃこりゃうま！　これはヤバイもん入ってるぜ！　さては麻薬だな!?　おっほー！　キマってきた！」

　車酔いであれだけ苦しんでいた犬塚だが、そんな危うい台詞せりふを零こぼしながら普通にガツガツ食べている。回復力の高い友人である。

「麻薬かどうかは置いといて、でも美味しいね」

「うん。タレが、すごい、濃厚な……甘いような、辛いような」

　男子陣よりも少し小さめのサイズを注文した魅み依いも、美味しそうに食べている。

　ちなみに男子陣と同じ大きさのものを食べている妹は、幸せそうな顔でハムスターよろしく口に詰め込んでいる。食しよく欲よく旺おう盛せいで結構な事だ。

「お、何やら歓声が聞こえる。照兄」

「行ってみるか。例の祭だろうかな。一番を決める大会とか言ってたし、試合でもやっているのかもしれん」

　遠くから響いてくる歓声に吸い寄せられるように足を向ける。照治を先頭に、間に魅依と咲を挟むようにして幹人と犬塚が殿しんがりだ。

　ウルテラの街の賑やかな雑踏を歩いて、やがてたどり着いたのは広場のような場所。

　中央に何やらステージのようなものが組まれており、それを囲むように人だかりができていた。

「ん、えっと……駄目だ、読めない」

　何か書かれた看板が立っているのだが、こちらの文章はまだまだまともに読解できない。尋常じゃなく不便である。

「書いてある文字を読み取って、その文章を開発機の音声読み上げ機能に流し込むシステムを作るか。そうすりゃ想そう話わが発動して日本語の文として認識できるからな」

　自動のシステムを作ってハックしようという、ある意味でエンジニアの見本のような事を言い出す照治である。

「ええと、『第二予選会場』、『三勝以上のギルドはこの会場です』、かな……」

「……え、みぃちゃん先輩、読めるの？」

「あ、えと、その、まだ全然、単語の網もう羅ら率は、低いんだけど……い、一応は。文法を、なんとか、大体覚えたので」

「わーお、マジか」

　同じように生活をしていたはずなのに、いつの間に。どういう脳のう味み噌そをしているのだろうか。

「さすが、ＴＯＥＩＣで九百点を叩き出すハイスペックぶりは異世界でも健在だぜ」

「あ、で、でも、英検三級は落ちてるから……」

「二次試験の面接で固まっちゃったんだっけ？」

「は、はい……名前すら、言えなくて。我ながら、情けのない、話です」

「えー、そう？」

　大変個性的で良いと思うが、魅依は浮かない顔である。

「大丈夫大丈夫、さっきのザザに言った事じゃないけどさ、俺たちロボ研なんかみぃちゃん先輩のべらぼうにかっこいいとこ何度も見てるぜ」

「……え、そ、……そうかな」

「そうだよ。みぃちゃん先輩の輝いている姿を見るたび、ロボ研に入ってよかったと思うもんだよ。三みつ峯みね魅依は俺たちの誇りさ」

「…………い、いや、そんな…………えと、その、ありがとう…………あ、あの」

　俯うつむきがちの先輩は、そこで少し顔を上げてこちらの目を見た。普段、あまり目線は合わないものだから、急にそうされるといつも、幹人の心臓は小さく跳ねる。

「ザ、……ザザさんと……」

　桜色の髪をした女の子の名前が出てきて、だから、じっとその先を待った。

「……う、……ううん、ごめんなさい、なんでもない」

　しかし魅依は結局、首を小さく振って口を閉じる。

　幹人も、続きを聞き出す事はしない。

「……ん？」

　出来上がった沈黙の間に、人だかりから上がった新たな歓声が被かぶさった。

　改めてそちら、広場の中央に視線を向けてみる。

　扁へん平ぺいな石を積んで組まれた大きなステージが、まずは目につく。面積はバスケットコート二面分くらいあるだろうか。

「ステージに人が上がってきたな……試合が始まるのか？　タイミングが良い」

　照治が言ったように、人影が左右の端からそれぞれ一つずつ、ステージへ上がった。

　その手には紋様の描かれたプレートのようなものが抱えられ、腰には揃そろって美しい装飾に彩られた瓶びんがぶら下げられている。

　彼らは慣れた仕草で腰の留め具から瓶を取り外し、その蓋ふたを開け、中身を手に持つプレートへと浴びせ始めた。

「お？　お、……おお、おおおおおおお！　いいじゃんいいじゃん何が起こってんのか全然わかんねえけどいいじゃん！　ファンタジイイイック!!」

　犬塚がテンション高く叫ぶ。

　瓶からプレートへ浴びせられているのは、光り輝く青い液体。そしてそれは、プレートに当たった後、地に落ちる事なく空中に漂う。

　輝く液体が宙に舞う様はひどく美しく、なかなか幻想的な光景だ。

「キラキラしてる～！　わあきれ～い！」

　咲が楽しそうな歓声を上げている。

　輝く液体はやがてプレートを飲み込んで、一つの浮遊する水の球となった。

「照兄、……あの謎の液体、膨張してない？　今浮いてる球、液体が入ってた瓶よりでかいよね？」

「でかい。……質量が増加しているのか、あるいは体積だけが膨らんでいるのかわからんが。他の魔法で既すでに質量が増えたりなんだりは観測してるが、これはどうだろうな」

　口元に手を当てながら、照治は眼鏡の奥の瞳を興味深そうに細めた。

　作り上げた水の球から離れ、ステージを降りる二人。

「ん、降りるんだ。……試合、始まるんじゃないのかな。まだ？」




「ううん、もう始まるわ。ステージ上に術者……精霊を召喚するから召喚役サモナーっていうんだけど、とにかく、人が居たら精霊の戦いの邪魔になっちゃうでしょ？　だから別の場所に移動するの」




　幹人の疑問には、聞き覚えのない声で隣からすらすら答えが返ってきた。驚いてそちらを向けば、そこに居たのはやはり見知らぬ女の子だった。

　ハキハキした口調の彼女は、自分たちと大差のない年頃に見える。肩より少し短い髪が真っ赤な色味を宿していて、陽ひの光の下、ひどく鮮やかだ。

　彼女の活動的なパンツルックの腰元には、ステージに上がっていた人物たちと同じように瓶が吊つられている。

「見て、あれに召喚役サモナーは乗るのよ。あそこから精霊に指示を出すの」

　女の子がすっと指をさした先には、四本脚の台座のようなものがある。その高さは人の頭よりも上だ。

　見れば、ステージを挟む形で左右に二つずつ、計四つ設置されている。

「ごめんね、いきなり話しかけちゃって」

「いや、そんな」

（なんだろう、……大精霊祭の関係者、とかかな？）

　素性も狙いもわからないが、こちらに目の前の状況について説明をしてくれるつもりなのだという事は、理解出来る。

　だったら、せっかくなのでひとまずそれに甘える事にしよう。

「聞いていいかな？　あの台座、計四つあるよね？　つまり、各陣営に二つずつ。片方には精霊の召喚者……召喚役サモナーが乗るとして、もう片方は？」

「補助役サポーターが乗るの。大精霊祭の試合は、召喚役サモナーが召喚した精霊同士がステージで戦うんだけど、その精霊をステージの外から援護する事も認められている。それを務めるのが補助役サポーター」

「なるほど……」

　実際に戦う精霊と、その精霊を召喚して操る召喚役サモナー。それから精霊を援護する補助役サポーター。各陣営、代表の人間二人＋精霊一体の構成か。

　そんな事を話している内に、補助役サポーターの台座にも人が乗っていた。これで人間の出場者は揃った事になる。

「双方、準備はいいな！」

　ステージの脇、独特な刺し繡しゆうが施されている大きな一枚布を身にまとった老年の男性が、声を上げた。

「あの人は審判、運営側の人間よ」

　こちらが聞く前に、赤毛の女の子はそう教えてくれた。

「それでは……始め！」

「精霊召喚サモン！」「精霊召喚サモン！」

　召喚役サモナーの二人が叫ぶと、ステージ上に浮く水の球に変化が表れた。

「おおおおおおおまだ膨らむんかい光るんかい!!」

　犬塚が叫んだ通り、水の球はさらに膨張、その嵩かさを増やしていく。放つ輝きも勢いを増す。

　否いやが応おうでも期待感を煽あおる光景だ。

　膨らむ水の球は徐々にその形と色を変えていく。

　十秒程度が経たった後、そこには鋭い顔つきの狼おおかみを思わせるフォルムをした四足歩行の姿、角ばったブロックで身体を構成したゴーレムのような二足歩行の姿が、それぞれ現れた。

　狼は赤、ゴーレムは灰色が基調だ。

「わわわわわわあれが精霊！　精霊ですか!?」

「そう、見るのは初めてかな？」

「はい！　んふー！　かっこいい！」

　赤毛の少女に頷いて、目を輝かせる咲はステージ上の光景に夢中だ。

　先に動いたのは狼。四肢を躍動させ地を蹴って、ステージ上を所狭しと駆け回る。相手のゴーレムを撹かく乱らんする狙いだろう。

　上手くゴーレムの後ろに回り込んだ狼は、そこで攻撃をしかけた。輝く爪を高速で振るい、ゴーレムの背中を斬り付ける。

　ガギィンと、鳴り響く硬質な音。ゴーレムの身体が少しぐらついた。

　しかし次の瞬間、ゴーレムは負けじと勢い良く振り返り、そのエネルギーを自身の太い腕に籠こめ、豪快なカウンターブローを繰り出した。

　慌てて距離を取る狼の、まさにスレスレのところを拳こぶしが通過する。重たい風切り音が恐ろしい。

「っは、くりょくあるぅ……！」

　そう言う犬塚の瞳は、咲に負けず劣らず輝いている。

「……ファースト、アタックは、狼の方、だけど……ゴーレムの、一発が当たれば、簡単に、ひっくり返る。実質、互角、か……狼の、方が、厳しい……？」

　魅依も、小さくも熱の籠もった声をこぼしていた。

　狼とゴーレム、距離を取った両者に今度はそれぞれ、炎と氷の塊かたまりがステージの外から飛来し、襲いかかった。

「喰くらえや！」「おらおらおら！」

　放ったのは各陣営の補助役サポーターだ。狼は素早く身を翻ひるがえして炎を躱かわし、ゴーレムは両腕を身体の前で交差させ、氷を受け止める。

　狼はそのまま、やはりステージを駆け回り、隙を突くようにしてヒットアンドアウェイの攻撃を繰り出す。

　対してゴーレムはその太い腕で堅実に守りを固めつつ、タイミングを計ってカウンターの一撃を叩き込もうと狙っているようだ。

　行け行けー！　と観客たちからは熱い歓声が飛んで、広場はいよいよ盛り上がりを見せ始めた。

「これが大精霊祭かあ……！　この勝負、相手の精霊を倒したら勝ち？」

　親切に解説をしてくれるものだから、ついつい赤髪の女の子に自然と聞いてしまう。

「ううん、そうじゃないの。それだと試合が長引き過ぎるし、そもそもこの大精霊祭って昔にやってた儀式が元になっていて……あれ、印しるしがあるのわかる？」

「ん……、あ、確かになんかマークがある」

　ステージ中央に、円や矩く形けい、線分を組み合わせて作られた魔法陣のような印が描かれている。

　なんだろうか、少女の解説を待っている内に試合の状況が動いた。

　補助役サポーターの放った炎が動き回る狼の足を止め、そこへ今までひと所から動こうとしなかったゴーレムが、不意を突くように自分から距離を詰めて襲いかかる。

　その太い腕をブオンと一振り、狼の脇腹に痛烈な打撃を加えた。

　重いフックの一撃にステージの端まで吹き飛んでいく狼。その隙にゴーレムはステージ中央、印の上へと移動する。

「おお、色が変わり始めた……！」

　ゴーレムに上へ乗られた印は、真っ白だったそのカラーリングに青の色味を差し始めた。中央から始まった青の侵食は印全体へと広がる。

「くっそ！」

　狼側の補助役サポーターが悪態を吐ついて、魔法で作った氷をゴーレムに向かって連打する。しかしそれらの多くは、ゴーレム側の補助役サポーターが放った炎に迎撃されていく。

「……あの印の上に一定時間陣取って、染め切った方が勝ち？」

「そう、そういう事」

　補助役サポーターが魔法を撃ち合う中、打撃に吹き飛ばされていた狼が何とか体勢を立て直し、慌てたようにゴーレムに飛びかかる。

　印の上から引ひき剝はがそうとしているのだろう。だが、先ほどのダメージが尾を引いているのか、なかなか形勢逆転の攻撃は与えられず。

　印はやがて、その端に至るまで全体を青に染めた。同時、キインと澄んだ鐘のような音が鳴り響く。

　どうやらそれが、終わりの合図だったのだろう。

「そこまで！　勝者、バンボロット！」

　ゴーレム側の二人が台座の上で、大きく右手を天に突き上げる。彼らの後方に控えていたギルドの仲間だろう集団も、ワッと勝かち鬨どきの声を上げた。

「……なんだよなんだよなんだよおおおお！　いいじゃんいいじゃんこれえええ！」

　鼻息荒く高らかに叫ぶのは犬塚だ。

「こんな肉弾戦はさすがにないけどさあああ！　だけどだけど！　だけどさあああ！　子機親機っつう感じで役割が分かれてて、そんで勝利条件も単なる力勝負ねえし、なんかなんか、──なんかロボコペみたいじゃねえ!?　超楽しそおおおおおお!!」

「犬塚、お前は今、とても正しい事を言っているぞ……！」

　眼鏡の奥をキラキラとさせた照治が、何度も頷きながら同意する。

「…………あー、あー…………やっべ……うわ、あー、くっそ……」

　もちろん、幹人も彼らと同じ心境である。

「……超、出たああああああああい！」

　思わず両手で頭を抱えてそんな風に言ってしまう。ロボコペには結局出られなかったので余計である。

「照兄照兄！　俺これ出たい！　皆で出たい！」

「……んんんん！　んんんんんんんんん！」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、腕を組んで照治はうんうんと唸うなってから、やがて言葉を絞り出す。

「……いや、だが、……ほら、俺たちには何より果たすべき大きな目標があるだろう？　あまり、こう、なんだ、寄り道とかしてる場合ではないのではなかろうか」

「そんな真っ当な人間みたいな事言い出す照兄見たくないよ！　どうしたんだよ！　大おお山やま市のクレイジー・テルジはどこ行っちゃったんだよ！」

「いや、なんかお前のテンションが思いのほか上がってるのを見て、俺の方で冷静になっとかなきゃならんかなあとか思って……」

　兄貴分のそんな台詞に、幹人はブンブンと首を振る。

「いらないいらないそんなバランス感覚いらない！　照兄照兄！　出たい出たい！」

「部長部長！　出たい出たい！」

　出たい出たい出たい出たい！　と、犬塚と二人して彼の服を引ひっ摑つかんでしばらく喚わめく。

　すると。

「……うるっせええええ俺の方が出たいわボケえええええええええ！」

　バコンッと幹人と犬塚の頭を両手で同時に叩いた照治は、そんな慟どう哭こくを上げて地面に膝から崩れ落ち、四よつん這ばいに突っ伏した。

「うわああああちきしょおおおおおおお！　出たああああああああい！　こういうの大好きいいいいい！」

「なんだなんだ？」「何騒いんでんだ、この兄ちゃんたちは」「あれか、祭の熱気でちょっと頭が……」「関わらん方がいいな、これは」

　周囲の人々がそんな事を言いながら、微妙にこちらと距離を取り始めている事に気づいてしまった。

「照兄、どうしよ、周りに引かれてる」

「んなもんいつもの事だろうが！」

「そうだった。じゃあいいや」

　よくはないかもしれないが、どうでもいいと言えばどうでもいい。

「出たい、出たい、出たいがなあ！　……精せい霊れい魔ま法ほう、杖で発動する目め処どが立たんだろ！　……いや諦めるのは早いか!?　修行してなんとかなるのか!?　……精霊魔法の詳細が知りたい！　この大精霊祭とやらの詳細も知りたい！　そしてあわよくば、あわよくば、出たああああい！」

　出たいよう！　と兄貴分は地面をドンと引ひっ叩たたいた。

「ぶ、部長、その、何と言いますか、えと」

　子どものようなその背中に、魅依が頑張って声を掛けようとしている。しかし、どうやら言葉が見つからないらしい。

　代わりに、そっと寄り添ったのは咲だ。

「照兄、悲しいとき、やりきれないときはこの妹みたいな存在の胸の中で泣いたっていいんですよ。母性溢れる私のボディに縋すがっていいのです」

「そんな空くう力りき特とく性せいの計算が簡単そうなボディのどこに母性が格納されてるんだ……？」

「なぁんて事言うんですか！　よくわかんないけど！」

「いってえ！」

　失礼な事を言う兄貴分に、咲は怒りの頭突きを見舞った。

　今のは照治が悪いと幹人も思う。たとえ正しかったとしても、言ってはいけない事というのがこの世にはあるのだ。

「……あの、今年は無理だと思うけど、来年再来年、ぜひ頑張ってみて。大精霊祭は新しい挑戦者を待ってるから」

　苦笑いでそう言うのは、赤髪の少女だった。

　そういえば、彼女の事を置いてけぼりにしてしまっていた。

「そうだ、ごめんね、色々教えてくれてありがとう。すごく助かるよ。……それでええと、君は……この街の人かな？　お祭りの関係者とか？」

「自己紹介が遅くなっちゃったね。私、モニカ・マニャーニって言います。この街に住んでいて、お祭りの関係者っていうか……こういうのを書いてるの」

　ごそごそと、彼女は肩にかけている大きめの革製鞄かばんから一枚の紙を取り出した。

「特集、今回の、注目ギルドについて……。やはり、優勝候補は、三連覇中、ついに伝説の、四連覇を、狙う『ルンゴラーゴ』か」

　書かれている文を読んでくれたのはもちろん魅依。なんとも頼りになる先輩だ。

「これは大精霊祭の記事？　じゃあモニカさんは」

「新聞記者なの。ウィルエスオン新聞ウルテラ支部所属です」

　ウィルエスオン、というのはこのウルテラやザザの屋敷があるブレイディアなどが所属する国の名だ。

「君たちはこの辺りの人じゃないんでしょ？　ウィルエスオン出身でもない？」

　言葉こそ問いかけだが、彼女の表情は自信あり気である。無理に濁した方があらぬ疑いを招きそうだ。

「うん、実は遠くから」

「やっぱり。君たちの着てる服、全然見覚えがなかったから。これでも記者だから色んな人を捕まえてお話をするんだけど、初めて見る」

　幹人たちの着込んだツナギは、異世界の多様な服装の中においてもなお、かなり目立つようだった。

「ね、精霊の事も、大精霊祭の事も、良かったら私が説明するわ」

「それは願ったり叶ったりだけど……」

「うん、で、その代わりね」

　都合の良すぎる話に困惑するこちらへ赤髪の彼女──モニカはそこで、服の胸元に挿さしていた羽根ペンを手に取ってニコリと笑う。

「大精霊祭を見てどう思ったか、良ければ聞かせてもらいたいな。実は、次の号で『初めて大精霊祭を見たという方にご感想を聞いてみました！』っていう記事を作りたくって、そういう人を探していたの」

「あー、なるほどなるほど……」

「そうしたら、ほら、そっちの彼の声が聞こえて。すごく楽しそうだったから」

　モニカが声を向けたのは犬塚だ。

　確かに、彼はいかにも初めての観戦ですという感じで、テンション高く叫んでいた。

「え、あ、俺!?　そうね、はい、楽しくなっちゃいまして、はい、騒いでました！」

　知らない女の子、しかも結構な美少女という事でか、犬塚の反応はやや挙動不審だ。

《アメちゃんアメちゃん！　こういう女の子とどうやって話しゃいいの!?》
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　困ったような彼からはすぐに想話が飛んできた。

《普段、みぃちゃん先輩とか塚つか崎ざきさんとか横よこ倉くら先輩とかとも喋ってるのに》

《だってあの人たちは女の子だけど高こう専せん生せいだからさ！　広い意味では同類じゃん！　でもこの子は違うじゃん！》

　典型的な工学系の男の子らしい主張である。そういえば、ザザとも実は最近になってようやく一対一で普通に喋れるようになってきたと言っていた。

　ちなみに、咲は『マスコットみたいな感じだから大丈夫！』との事だ。

「こういうの好きなの？　色々と話、聞かせてもらってもいいかな？」

「ええと、その、はい、そうっすね！　そういう感じのアレで、はい！」

　目でも助けを求められて、幹人は間に入る。

「そうそう、俺たちこういう催もよおしが大好きでさ。是ぜ非ひ、こっちも色々聞いてみたいな」

「うん、もちろん」

「ほお、ならまずは教えてほしいんだが！」

　ずっと地面に突っ伏していた照治が、すっくと立ち上がって話に入ってきた。

「この新聞というのはどうやって印刷しているんだ？　活版印刷……では、なさそう、か……？　そもそも何らかの方法で印刷しているんだよな？　まさか一つ一つ手書きではないだろう？」

　照治は幹人の手にある新聞の表面を撫なでながら問う。

　話の流れをまるで無視した質問を平気で飛ばす、さすが自分たちのリーダーである。

「え？　……ええとね、この紙はね、魔力を当てると色が変わる性質を持っているの。それで、それを利用して、」

「ほほー！　魔力を当てると色が変わる！　感熱紙みたいなもんだな！　色が変わる原理はなんなんだ!?」

「そ、それは、ごめん、わかんないけど……ていうか、そんな事聞かれるなんて思わなかった……」

　血圧を上げる照治を前に、困ったようにモニカは笑う。笑ってくれるだけ彼女は優しい人なのだろう。

「おおっと、すまんすまん。じゃあやはり、ここは精霊について聞きたい……の前に、あれか、インタビュー答えちまった方がいいか？　試合の内容をより鮮明に覚えてる内に聞いてもらった方が、こっちとしても答えやすい」

「あ、それは助かるかも。いい？」

「おう」

「じゃあね…………そうだ、まずはちょっと移動しようか」

　確かに、大人数で広場に突っ立って長話もなんだろう。

「なら、甘いものが食べられるところ……。甘いもの、甘いもの、甘いもの……！」

　小さく、だがしっかりと主張された咲の意見が通り、ひとまず揃って甘味の食べられる店へ向かう事となった。







「えっとそれじゃあまず、この街に来た理由から──」

　モニカに案内されたのは、広場からすぐ近くにあったカフェだ。賑やかな街中の雰囲気を感じられる屋外席である。

　適当に飲み物や、咲ご所望の甘味などを注文。

　そして、鞄からメモ用紙を取り出したモニカは手慣れた様子でインタビューを始めた。

　街に来た理由。精霊による戦いを初めて観みた印象。試合前にはどちらが勝つと思ったか。試合の内容はどうだったか。また観たいと思うか。

「──そうですね、より理解を深めた上で是非また観戦したいと思います。相手の精霊を潰つぶしに行く攻撃的要素、自分の精霊が印の上へ陣取った後の守備的要素、この二つのバランスをどう取ったかで明暗が大きく分かれるはず。また、まったくそれらの戦略とは別方向に相手の裏を掻かいて勝負をかけるチームもいるでしょう。きっと一試合ごとにたくさんの驚きや発見、興奮がありそうです」

「……いや、部長ってすげえよな。双方向なコミュニケーションはアレだけど、一方的に喋らせたら無敵っていうか」

　犬塚の言う通り、照治は自分の考えをとにかく喋るという演説方面にはべらぼうに強い。

「淀よどみなくすらすらと出てくるよね。語り口にパワーもあるし」

　改めて感心していると、どうやらインタビューも無事に終わったようである。モニカの顔は満足気だ。

「うーん、これはいい記事書けそう！　君、なんかすごいね！」

「役に立てたなら。じゃ、精霊の事聞いていいか？　あのプレートは何だ？　瓶に入っていた液体は何だ？　瓶の容積は決められてるのか？　つまりこれはもちろん、液体の総質量が規定されているかどうかを聞いている。質量が多いと精霊の召喚に時間が掛かったり……最速、どれくらいで精霊は出てくる？　ああ、試合時間に上限は？　あるならそれは精霊の持続時間とかが関係してるのか？　それから、」

「わあああ待って待って待って！　待って！」

「感心した途端にこれだよ」

　犬塚がパンと自らの額を叩きながら言った。

　幹人的には、付き合いの長さからこうなる事が半ば見えていたので驚きはない。

　ただ、悲鳴を上げたモニカに対してはもちろん、申し訳なく思う。

「モニカさんが出来る範囲でいいから、説明しながら精霊の召喚、実際にここで見せてもらえたりしないかな？　それがいいかなと思うんだけど、ね、照兄」

「ん？　おう、そうか、そうするか」

　このままでは迷惑を掛けるばかりなので話に入ると、照治は頷いてくれた。

「な、なんかごめんね……。えと、じゃあ、まずは」

　彼女はそう言って腰元に着けていた瓶を取り外し、テーブルの上へ置いた。そして、すぐに蓋を開ける。

　瓶の中には青く輝く液体が揺れている。

「これ、精霊聖せい水すいっていうの。精霊はここに降りてくる」

「降りてくる？　どこから？」

　すぐさま問うたのは照治だ。

「神しん殿でんから」

「神殿？　なんだそれは？　どこにあるんだ？」

「なんだ、っていうか、……うーん、神殿としか言いようがないんだけど……。精霊たちが眠っている場所なの。……ちょっと待ってね、えっと」

　モニカは一瞬だけおとがいを上げつつ目をつむったかと思うと、向かって右方向を指さした。

「あっちにあるよ。見える距離じゃないけど。ずっとずっと遠くにあるの。そこに向かって『精霊に助けて欲しいです』って祈りを捧ささげると、それが届いて精霊が精霊聖水に宿ってくれる」

「……はー、んんー……あれか、神殿ってサーバみたいなもんか？　術者であるユーザーが祈りという形でリクエストを送るとデータを返してくる？　そんで精霊は精霊聖水にインストールされるアプリケーション？」

「ちょ、ちょっと何を言ってるのかわかんない……」

　照治にやはり、モニカは苦笑いである。それはそうだろう。

「ええと……話を進めても大丈夫？」

「どうぞどうぞ、お願いします」

　幹人が促すと、モニカは今度は鞄から一枚のプレートを取り出した。近くで見ると、どうやら木製のようだ。ふわりと少し、甘い香りがする。

「あ、そいつも気になってたんだ！」

「精霊樹じゆ印いんって呼ばれてるの。精霊が好むとされてる樹で出来てる。表面に紋様が浮いているでしょ？　これが大切」

　声を上げた幹人へ、モニカはプレートの面を向けつつそう言った。見てみると確かに、幾き何か学がく的な紋様が赤色で描かれている。

「この樹は精霊が好むってだけじゃなく、新聞の紙と同じような性質も持っていて、魔力を当てた箇所の色が変わるの。それを利用して、精霊使いは自分でここに紋様を描く」

「紋様！　すっごく魔法陣っぽい！　魔法陣！　わあ～！　……でも、空中とかにフワワワ～って浮かぶものじゃないんですか、魔法陣って」

　感動の声を上げながらも、自分の持つファンタジー観との違いに首をひねった咲へ、苦笑してモニカが答えてくれる。

「あはは、それは確かに格好良いけど、この精霊樹印は目印なの。精霊は自分のために描かれた紋様を覚えていて、それ目掛けて神殿からやってくる。だから、空中とかに描かれるんじゃなくて、しっかり存在するモノとして精霊聖水と合わせなきゃならない」

「へー、そこはきっちり現実的だ」

　ファンタジーらしい世界だとは言え、ここは紛まぎれもない現実だ。システムとして機能しなければ意味がないというのは、当たり前の話だろう。

「精霊樹印は目印……つまり識別マーカーか。って事は他の人の樹印と紋様が被ったら駄目なんだね。なるべく複雑な方がいいって事かな……」

「わあ、言おうと思ったんだ、それ。話が早いね」

　感心してもらえた。もしかしたらちょっと呆れられているのかもしれないが、良い方にとっておきたい。

「無秩序に、複雑化、しても、大丈夫なん、ですか？　こう、グチャグチャ、と……。その紋様は、あまり、そういう感じには、見えません、が」

　魅依の言うとおり、樹のプレートに描かれた紋様は円と五角形と六角形を幾いくつか重ねて作られた、秩序の見える幾何学的なものである。

「うん、グチャグチャってすればいいってものでもないの。単純な紋様だと他と間違えるかもしれないからって精霊は来てくれない。でも、だからといってめちゃくちゃにグチャグチャした紋様でも、そういうのを嫌うみたいで精霊はやっぱり来てくれないの」

　魅依の問いに対するその返答に、照治は興味深げに口元に手を当てて呟つぶやく。

「独自性を担保するために複雑にしなければならない。しかし、それでいてグチャグチャにすればいいわけでもない、というのは精霊や神殿側の認識ないし記憶方式の都合だろうか。紋様は規則性が存在するものでなければならない、とか」

「例えば、紋様、そのものを記憶している、わけではなくて、紋様の持つ、規則性だけを、データとして抜き出して、保持している……のかもしれません、ね。通信量や、記憶容量の、問題、などで」

「お兄ちゃん、お兄ちゃん。お兄ちゃんたちは本当に精霊さんの話をしているんだよね？　妹にはもう何が何だか全然わかんない話が飛び交っておりまする……」

　照治と魅依の会話に、妹が渋い顔でそんな事を言う。とても真っ当な感想だろう。

「兄ちゃんたちは徹頭徹尾、ロマンティックな精霊さんの話しかしてないぞ」

「むーん……」

　そんな会話をしていると、モニカが瓶を手に持った。

「さて、じゃあ実際に精霊喚よんでみる？」

「お願い！　見たい見たい！」

　幹人の返答に、よしと頷いて彼女は樹印に聖水を浴びせ始めた。

「…………──」

　この時点で既に魔力を使い始めているのだろうか、無言の目つきには力がある。

　樹印に当たってから聖水はふわりと空中に浮いて、やがて球になり樹印を包んでいく。

　モニカがすうっと息を吸う音が聞こえた。

「精霊召喚サモン」

　やがて、厳おごそかな声音を纏まとった言葉が彼女の唇くちびるから溢れ、聖水の球が膨張を始めた。みるみるうちに形を成していく。

　現れたのは大きな翼を持つ、体長五十センチほどの鳥。形状としては鷺さぎに似ている。

　鋭いくちばしが勇ましいその一羽は、鮮やかに羽ばたいて空中を踊り、モニカの肩に足を下ろした。

「この子はガルゼッタ。私の相あい棒ぼうよ」

「うわああああかっこいい！　わ～！　ひゃ～！」

　真っ先に咲が喝采し、幹人ももちろん続く。

「おおおお！　すげええ！　身体表面の質感が大変滑らかに見える！」

　最前の試合でも見たとは言え、こうして目の前で披露されると格別だ。思わず歓声を上げながら、まじまじと現れた精霊を見てしまう。

「おおおお！　ほんとだすっげえ滑らかだ……！　こう、ポリゴンっぽいギザギザ感とかがもうちょっとあるかと思ってた！」

「精霊聖水が持つ形状変化の最小幅が人間の目視による認識範囲を逸脱するレベルで小さいんだろうかな……ほお、へえ、ほほー！」

「データが、粗あらいと、ジャギーが出たり、するんでしょう、か……！　いえ……データが、粗くとも、聖水の、物体としての性質で、補間されれば、滑らかになる、かな」

　犬塚、照治、魅依もそれぞれ口々に感激の想いを各々の見解に乗せて呟いている。

「よ、よくわかんないけど、感激してもらえたみたいなら……」

　面食らった顔をしながらもそう言ってくれるモニカ・マニャーニというこの女の子はやはり、大変心優しい人だ。

「この子もあの試合の精霊さんたちみたいに戦うんですか!?」

　そんな咲の問いに、彼女は眉まゆを八の字にして少し困ったように笑った。

「ううん、試合には出ないの。この子、全然強くはないから」

「えー！　そーなんですか？」

「うん。私、精霊使いとしては才能がなくってね。そんな私のところに来てくれるこの子にはすごく感謝してるけれど、大会に出ているような精霊たちと比べたら、ガルゼッタに戦う力は全然ないの」

　確かに、試合をしていた頭の高さが二メートルはあった二体の精霊と比べ、ガルゼッタの身体は圧倒的に小さい。

　言葉を理解したのか、声音から察したのか。モニカの顔に鳥型の精霊は自身の頭を何度か擦こすり付ける。

　無機質な物体が変化しただけとは思えない、それは親愛の情が透けて見える仕草だ。

「ふふ、くすぐったいって。……でもいいの、戦う力がなくたって、ガルゼッタは私の大切な相棒だもの。新聞配達だってすっごく上手なのよ」

「記者さんの相方としちゃ最高だね」

「うん」

　幹人の言葉に赤い髪を揺らし、モニカは明るく笑って胸を張る。青空高い陽光の下、美しい鳥を肩にして、なんだかとても絵になる姿だ。

「それに、いくら私たちが弱くっても、精霊使いの理念は忘れていないもの。いざとなればちゃんと戦うわ」

「理念？　へえ、そういうのがあるの？」

「うん。『精霊は、人を護まもる。故ゆえに、精霊使いは人々を護る』ってね」

　なかなか美しい思想だ。感心していると「ほお！　その『故に』にはやや論理飛躍が見られないだろうか！」などと照治が言って、咲が思い切り彼の頭をひっ叩たたいた。

「あ、あはは…………あ、せっかくだから触ってみる？」

「いいの!?　触る触る！」

「くちばしの下、首元を撫でてあげて。喜ぶから」

　少しばかりおっかなびっくり、幹人はガルゼッタへ手を伸ばしてみる。じいっとこちらを見ている鳥型精霊からは拒絶の意思は感じない。

　言われた通り、くちばしの下あたりに触れてみる。眼めを閉じてリラックスしているようなので、さらに触れた手を動かして撫でてみる。

「……お、おお……おおお、これは…………結構硬い！」

「アメちゃん！　例えばモース硬度で言うといくつ!?　あと表面の触感は!?」

「俺の勘は、こりゃあさては七くらいあるんじゃないかって告げてる。表面はね……ツルツル！」

　犬塚へ言った通り、ガルゼッタの身体はツルツルだ。

「幹人、温度は!?」

「冷たい！」

　照治の問いには歯切れ良く答える。ガルゼッタの身体に温度はほぼ感じない。

「他の皆もよかったら」

「触る触る！」

　促すモニカに即答する照治。

　彼を筆ひつ頭とうに、結局皆でワイワイとガルゼッタの身体に触れる。妹はともかくとして、高専生に囲まれて手を伸ばされるというかなりきつめの状況にも、鳥型の精霊は黙して耐えてくれた。

　主あるじの女の子と同じで心優しいのだろう。

「精霊魔法はこんな感じだね。何か聞きたいこ……と……は、って、言いたいけど、でも、君たちに納得してもらえるように答える自信はないかも……」

「あの、モニカさん！　あれ、その、じゃあ大精霊祭の事聞いていいっすか！」

　気を使ったのか本当に気になっていたのかわからないが、犬塚がそんな質問を飛ばす。

「あ、うん！　よしよし、それならちゃんと説明できる！　……ええとね、まず、そもそも大精霊祭は一番の精霊使いギルドを決めるために行われています。最初はウルテラを拠点としているギルドだけが参加していたらしいけど、今では規模が大きくなって、ウルテラの街以外からもたくさんのギルドが出場しているわ」

　うんうんと首を振って聞く幹人たち一行に、彼女は続ける。

「予選と本戦、大きく二つの日程で分かれていて、今は予選の真っ最中。この広場でやっているのもそれ」

「予選に出場するために必要な条件とかはあるの？」

　幹人の問いに、モニカは首を横に振る。

「ううん、どんなギルドでも参加できるよ。それに、たとえ負けてもそれで終わりってわけじゃなくて、希望すればまた試合に出られる」

「へえ、そうなんだ」

「うん。ただ本戦はね、そういうわけにもいかなくて。こっちはギルドランクや過去一年の実績、去年の本戦の成績なんかで出場者がもう予選の前に大体決まってて、残る枠が予選の成績優秀者に与えられる仕組み」

「おー、やっぱり結構大変だ」

　それだけ規模が大きく価値のある大会だという事だろう。

「予選も本選も、真剣勝負で容よう赦しやなし。さっき精霊使いの理念の話をしたけど、大精霊祭にも同じように理念があって、それが『ルールに反しない限り、躊躇ためらいなく全力を尽くせ』。変な遠慮とかする方が無礼だって感じなの」

「わーお」

　生なま半なかな催しではない事が伝わってくる一文だ。

「そして！　そんな過酷な大会を四連覇して殿堂入りするとね、最高の特別報ほう酬しゆうがあるの」

「四連覇……大変だなあ。何がもらえるの？」

「特別な紋様が描かれた精霊樹印。なんでも、それを使えば伝説の精霊が喚び出せるんだって」

　伝説の精霊！　思わず一行はハモる形で復唱してしまう。

　なかなかどうして、ハートをくすぐる言葉である。

「伝説！　すごい！　きっととってもすごいのが出てくるんですよそれは！　今まで殿堂入りは出た事があるんですか!?」

「ううん、まだ。でもね、今年はそれが懸かかってるの。三連覇中のギルドがいるわ」

　咲の問いに、モニカは楽しみだという気持ちの滲にじんでいる声音でそう答えた。

　それは、今年の大会本戦は否が応にも盛り上がるだろう。

「大会や、あとは試合についての細かい決まり事はこれに載ってるんだけど……」

　そう言ってモニカは肩に掛けた鞄をごそごそと漁あさって、数枚の紙の束を取り出した。

「お、それはルールブック？」

「うん。良かったら、いる？　私、お仕事上貰もらおうと思えばいつでも貰えるし」

　聞いた幹人に、モニカは紙束を差し出しつつそう言った。

「いるいる！　三峯三峯、訳してくれ！　頼む頼む、端から頼む！」

　ルールブックに照治は飛びついて受け取り、魅依へそんなお願いをしている。

「は、はい、えと、じゃあ……」

　照治の眼の輝きは幼稚園児もかくやという光量で、あえなく押し流された魅依は絵本よろしく読み聞かせを開始したようだった。

「わあ、やる気満々だ。出場希望なら登録所があるから、そこで精霊を見せれば大会に参加できるよ。大会の途中で違う精霊に入れ替えないように、スケッチとかしてもらうの」

　という事は、出場させる精霊は一体で固定という事だろうか。

「どうなのアメちゃん、部長はもう結局やる気満々なの？」

「んー……火ぃついちゃってる気はするんだけど。ただ、精霊魔法を果たして俺たちが扱えるのかどうか」

「それなら、まずは適性を審査してもらうのもいいんじゃない？　君たちにもし才能があるのなら、街から援助金が出るよ」

　モニカのその発言は興味深く、すぐさま幹人は問い返す。

「適性を審査？」

「うん。良い成績を出せば有能な精霊使いの卵って事で、街から援助金が出るわ。この街はそうやって精霊使いを育ててきたの。街の外から来た人間が優秀な成績を出してハイレベルな精霊使いになって街に居着いた……なんて、結構よくある話」

「へー！　面白いな……！　審査って、具体的にはどんな能力を見るの？」

「色々あるんだけど、この近くでやってるのは確か、樹印に紋様を描く能力だね。実際に樹印に紋様を描いてみて、その出来映えを評価してもらうの」

「……樹印に紋様を描く能力。他と被らない複雑さがあって、それでいて均整の取れた紋様を描かなきゃいけないって話だったと思うんだけど、それって才能としてチェックするほど重要なの？」

「もちろん！　強い精霊は絶対に質の良い紋様にしか来ないもの。紋様は自分の魔力で描かなきゃいけないから、他の人任せにもできないし」

「なるほど」

　そういう事ならば確かに、試されるべき能力だろう。

「紋様の描き方は人それぞれで、手のひらを樹印に向けて魔力を一気に当てる人もいるし、指とか魔力を通す細い棒とかの先で少しずつ描いていく人もいる。私は一気に描いちゃうタイプ」

「それって、型を事前に作って、その上をなぞる形で描いちゃ駄目なの？　そうすりゃそういう事が得意な職人さんとかに頼めば、自分が紋様を描かなくたって何とかなったりしない？」

「よ、よくそういうアイディアがすぐに出てくるね……。ええと、誰かが描いたものを元にした紋様で自分の精霊を喚ぶっていうのは……なんだろう、やりたくないというか、精霊に顔向けできないというか、胸を張れないというか」

　美意識や文化として受け入れられないという事だろうか。理屈とは少し離れたところに原因がありそうだ。

「……モニカ！　モニカ！　精霊の登録所とやらはどこだ！　どこにある!?」

「なんだなんだ、どしたの照兄」

　今の今まで魅依にルールブック読み聞かせを受けていたはずの照治が、いきなり高いテンションで叫び始めた。

「と、登録所？　ええと、この大通りをまっすぐ行った先に、ほら、赤い色の天幕が仮設してあるでしょ？　あそこだけど……」

「いよっしゃあああ！」

　モニカが指をさした先へ照治は駆け出していく。止める間もない。ちなみに飲食代は先払いなので幸い、食い逃げにはならない。

　その様子を見て犬塚がつぶやく。

「どったの部長は。まさかルールブック読んでたら楽しくなってきちゃってだんだん自分が精霊使えるものと思い込んじゃったとか？」

「まさかそんなニチアサ観た直後の五歳児じゃないんだから。……多分」

　幹人としては、兄貴分が年齢相応の現実認識能力を持っていると信じたい。

「ちなみに彼が行った登録所の隣で適性審査をやってるよ。日に何回か一斉に行われるんだけど、多分そろそろかな。結構、受ける人は多いの」

「へえ」

　違う街から来たお客さんが、大精霊祭の観戦ついでに受けていくのかもしれない。

「お兄ちゃん、私たちも照兄のところへ行った方がいいのでは。照兄が街の皆様にご迷惑をお掛けするかも」

「六つ下の妹分にこんな心配されているってあの人はわかっているのだろうか」

　わかってはいるかもしれないが、気にもしていなさそうである。そんな兄貴分がなんだかんだ、幹人も咲も好きだった。

「モニカさん、俺たち、我らがリーダーを回収しに行くね。親切にありがとう、すごく助かったよ。会えて幸運だった。あと、その、色々ごめんね……」

「ううん、そんな！　私も助かっちゃった。インタビューとかあんなにしっかり答えて貰ったし！」

「そう言って頂けると」

　皆で改めて赤髪の少女に頭を下げる。

「あ、そうだ、せっかくだから君たちのギルド名、聞いても？」

「オオヤマコウセン、って言います。お見知りおきを。拠点はブレイディア、魔道具関係で困ったら相談に来て。ちょっと得意なんだ」

「へえ、魔道具。そうなんだ。わかった、覚えておく。……オオヤマコウセン、不思議な響きね。でも素敵」

　彼女はニコリと微笑ほほえんだ後、「……あれ、ブレイディアのオオヤマコウセン？　なんか聞いた事あるような」と小首を傾けた。

「ええと、まあいいや。とにかく、今から精霊魔法を身につけて今年出るっていうのは厳しいと思うけれど、来年再来年なら可能性はあるよ！　大会で君たちを見る事、楽しみにしてる！」

「ありがとう」

「うん、頑張ってね！　……それじゃあ」

　精霊の加護、あらん事を。

　彼女はそう言って手を振った。肩に乗る鳥型精霊もバサリと一度、翼をはためかせて挨あい拶さつしてくれる。

　彼らに手を振り返し、幹人たちはカフェを後にした。
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「いやあ、親切な子だったなあ」

「見た目も可か愛わいいしね、イヌちゃんの好みだ」

　幹みき人ひとがそう言うと、犬いぬ塚づかは眼を泳がせた。

「え、や、ま、そのー、えー、おいおいやめてよー！」

「なんだよー！　いいじゃーん！」

　犬塚と肩を叩き合いつつ、登録所目指して大通りをぞろぞろと歩く。

「俺の好みはともかく、あの子のおかげで精せい霊れいとか大精霊祭の事、大体わかったな～」

「だね、……こうなると俄が然ぜん、大会にも出てみたいなあ。でも精霊魔法を今から覚えるっつうのは厳しいってさっきモニカさんも言ってたしなあ」

　幹人がそう零こぼせば、犬塚もため息を吐いた。

「よしんば覚えられたとしても、付け焼き刃じゃ勝てねえだろうしなあ。くっそ～！」

　そんな会話をしながら歩けば、ほどなくして件くだんの登録所の前についた。

　天幕の中を覗のぞいていた照てる治じがこちらを向く。

「お前ら暢のん気きにしてる場合じゃないぞおい！　これはお前、大変だよお前これ……！」

「どしたのさ」

「様子を見てたんだけどな、精霊の登録って、精霊とその樹じゆ印いんの紋様はどんな姿形をしているか、それだけっきゃ見てねえんだ……！」

「そうなんだ、ふうん……でもそんなもんなんじゃないの？　それがどうかしたの？」

「よおく聞けよ！　大事な事だ！」

　がしっと幹人の肩を摑んで、照治は言い放った。

「……その上！　ルールのどこにも！　書いてなかったんだ！　──精霊の定義！」

「…………なんだって？」

「精霊の定義！　明文化されてねえ！」

　瞬きを何度かしながら彼の言葉を咀そ嚼しやくして、幹人は隣の犬塚と顔を見合わせた。それからまた正面を向いて照治の眼を見やる。

「照てる兄にい、それはマジで言ってんの……？」

「マジだ！　さっき三みつ峯みねに読んでもらった限り！　そうだろ三峯！」

「え、えと……そういえば、ええと、……そ、そうですね…………そう言われてみると、……あれ、ほ、本当だ、本当に、そんな項目、……ない、かも」

　手元のルールブックをめくり確認する魅み依い。やがて彼女は「……ない、です。少なくとも、このルールブックには、どこにも」と言った。

　これは、面白い事になってきたかもしれない。

「お兄ちゃん、何なんですか？　どうしたの？　精霊さんの、定義？　が書いてないのがどうしたの？」

　この場において咲さきだけは、要領を得ない顔で首をひねっている。

「定義って説明とか決まりの事だよね？　精霊さんは精霊さんなんだから、そんなのわざわざ書いてなくてもいいんじゃない？」

「そうだな、多分、この街の人とか、この世界の人的にもそうなんだろう。精霊使いが精霊に見えるものを使っていれば、細かい事なんて考えるまでもなく当たり前にそれは精霊って認識。……つまり、」

「そういう風に見えるのならば、登録所の人間がそう認識したのならば！　それは精霊という事で良いんだ……！　他の精霊使いたちの精霊とは異なっていてもな！　なぜなら精霊に明文化された定義はないんだから！　少なくとも大精霊祭では！」

　幹人の言葉を継いで照治がそう力を込めて言えば、咲は困惑気な顔と声だ。

「……え、ええ……そ、それは…………でも、えー？」

「俺たちなりのやり方で、俺たちなりの精霊らしきものを作って出場しても！　それがこの街の人間に精霊だと認識されて登録が通るのならば、大会のルール上は問題がない。何か間違っているか、咲」

「えええ…………」

　照治が強い口調で展開する論理に、咲は多少たじろいでいる。彼女の肩を摑んで、ダメ押しに照治は言う。

「咲、思い出せ。さっきモニカは何て言っていた？　大精霊祭の理念は何だ？」

「え、ええと、なんだっけ……なんか、全力でがんばろー！　みたいな……」

「『ルールに反しない限り、躊躇ためらいなく全力を尽くせ』だ。精霊を自作する事は、ルールに反しない。だったら俺たちは躊躇いなく全力を尽くさねばならん。俺たちの出来るやり方で、全力を。総力を！」

「……この街の人たちはきっと、照兄みたいな人たちが来ちゃう事を考えてなかったんだねぇ」

「それはあちら側の不手際だな、俺たちの落ち度じゃない」

　そう返す照治の顔は堂々としている。

「でも部長、具体的になんか設計イメージはあるんすか？」

「おう、簡単な話だ。精霊の形をした人形を星せい命めい魔ま法ほうで構築し、そいつを想そう話わで操作して戦う。星命魔法発動のためのユニットは樹印の中をくり貫ぬいてそこに仕込みゃいい」

「……へえ、なるほど。星命魔法で身体を構築か、確かに可能ではありますね」

　照治の返答に犬塚は面白そうな顔で頷うなずく。

　星命魔法は魔力そのものである光の塊かたまりを発生させる魔法だ。光の塊はエネルギー体のように振る舞う事も、質量体のように振る舞う事も出来る。

　質量体に寄せた設定で発動させれば、照治の言ったとおり人形の身体を構築する事も出来るだろう。

「ただ、質感とかはどうしても、もしかしたら『精霊とちょっと違うんじゃないの？』って言われるかもしれないっすね」

「うーん、そうだな……。造形の面で言えば、モニカのガルゼッタみたいなのは難しいだろうが、試合に出てたゴーレムっぽいヤツなんかはかなり単純なビジュアルだったし、多分いけるだろうと思うんだが、……質感は、どうだろうな」

「でも結局、登録所の人に納得してもらえばいいんでしょ？　照兄、だったらそこは任せてくれ。説得してみせる」

　幹人はせいぜい自信満々な顔を作って言う。実際、自信も結構ある。

「お前は本当、そういうところ、頼りになるな……」

「さすが我らが機械科三年の誇る設問盗みクエスチヨン・テイカー！」

「よせやいよせやい、そんな大したもんじゃないぜ、いやあ」

　ちなみに設問盗みとは、定期試験の範囲を聞くという態で教官室に赴き、そこから話の流れを上手く誘導して実際に出される問題を事前に入手するという、やや特殊なスキルを高専生活の中で培つちかった幹人に同級生たちが付けた異名である。

「んー！　これはいけそうじゃないか？　いや～ブレイディアに帰るのが楽しみになってきたぞ！」

「照兄、でも、お金の事はどうするの？」

「……うぐ」

　咲の指摘が突き刺さったらしい、言葉を弾ませていた照治が呻うめき声を上げた。

「フォスキアを倒してけっこーいっぱいお金もらえたけど、生活費とかで色々かかるからそんなにお財布あったかくないって言ってたはずです。また何か作るんなら、材料とかも買うんでしょ？」

「う、うう……いや、ほら、大会に出て名を上げれば仕事とかやりやすくなるし、魔道具に明るいって宣伝ができりゃあ情報も集まりやすくなるだろ？　つまり必要経費だと考えれば、」

「でも勝てるかどうか、そもそもほんとに精霊使いとして出られるかどうかもわかんないわけでしょ？　そんな余裕があるんですか？」

「そ、そうだが……それは…………そう、なんだが」

　項垂うなだれる照治。ロマンで盛り上がる男子勢に対して、女子はやはりリアリストという事だろうか。咲の突っ込みは容赦がない。

「でもさあ、咲」

「でもじゃないですよお兄ちゃん。お金は大事に使わないと。食費とか！」

「それは咲の食い意地による意見ではなく？」

「ではなく！」

　妹の声音は大変力強い。語る内容もとても正しいので、反論は難しい。




「はい、それではそろそろ始めますよ～！　参加されたい方はこちら、受付に来てくださ～い！」




「なんだ？」

　響いてきた声に、照治が怪け訝げんな顔をする。声の主は、登録所の隣に設しつらえられた机と椅い子すがずらりと並ぶスペースに立つ女性だ。

　彼女の前にはぞろぞろと人が集まっていき、十人ほどの列が出来た。

「ああ、照兄は聞いてなかったのか。精霊使いの適性審査の一つだって」

「ほお、何するんだ？」

「ここでは樹印に紋様を描いて、その出来映えが評価されるって。ちなみに良い結果を出せば街から援助金がもらえる」

「ほー！　お前、そういうの自信あるか？　手先器用だろ？」

「んー、でも別に作図とかが上手いわけでも速いわけでも……」

　援助金をもらえるレベルがどの程度かはわからないが、特に優れた結果が出せる気はしない。

「俺も別になあ……。くそ、横よこ倉くら連れてくりゃよかったか？　建築科ってそういう幾き何か学がく模様とか描くの得意そうなイメージ」

「デザインコンペとか見るとすごいよね」

　実際に得意なのかどうかはわからないが、建築科五年の横倉は現在、ブレイディアのザザの屋敷でお留守番中である。

「援助金、援助金かあ……！　うおー、いくらだか知らんが、上手くすりゃ研究開発費を得る事が……いい、大変いいなあ、それ」

「樹印に魔力で紋様を……か。そういや魔力を樹印に当てるってさ、これは星命魔法の一種かな？　魔力を魔力のまま、直接扱ってるわけだから」

「そうだな。実戦で使うのは現実的じゃないとは言いつつも、こういう形では残ってるんだな。いや、こういう形でしか残っちゃいないとも言えるか」

「……あ、あの！」

　そこで、珍しく声を上げたのは魅依だった。

「か、開発機、確か、持ってきて、ますよね？　あと、一揃そろえの、部品、とか……！」

「そんなら俺のバッグん中に入ってますよ！」

　くるりと犬塚が後ろを向いて、背負うタイプのバッグが現れる。積載量と丈夫さに優れた有名アウトドアブランドの品だ。

「イヌちゃん、ちょいと失礼。……ええっと、はい、みぃちゃん先輩。何するの？」

　開発機や、諸もろ々もろの部品が入ったケースを取り出し、彼女に手渡す。

「ありがとう、え、えとね……」




「は～い！　そろそろ今回の適性審査、お申し込みを締め切りまーす！　受けたい方はお急ぎくださーい！」




　そんな女性の声に適性審査スペースの様子を見てみれば、出来ていた列がほとんど溶けている。

　並んでいた人々はもう設えられた椅子について、開始を待っているようだ。

「あ、は、始ま、っちゃう……」

「三峯もしかしてお前、あれ、やってくるつもりか？」

「は、はい！　えと、私、……その」

　道具を抱えながら一瞬だけ俯うつむいた彼女は、意を決したように顔を上げて、幹人とはっきり眼を合わせて言った。

「か……………………かっこいいところ！　お見せしますので！」

　そして身を翻ひるがえし足早に、係員なのだろう声を上げていた女性のもとへと歩いて行く。

「アメちゃん、かっこいいところ見せるってさ」

「……そんなもん、四六時中見せてもらってんのになあ」

　友人にそう返しながら、幹人の眼は魅依の姿を追い続ける。

　長い前髪、華きや奢しやな肩、自信なさげな立ち居振る舞い。だけどあの人がどれだけ凄すごいかなんて事、雨あまケが谷や幹人はよく知っている。

　やがて受付を終えたらしい魅依は、手に支給されたプレートを持って用意されている椅子に座り、机の上へ道具を並べ始める。

　係員の女性は珍しそうに目を見張ったが特に注意はしないようなので、問題はないようだ。

「はい！　それでは開始してくださーい！」

　そんな女性の声が響き、魅依は猛烈な勢いで開発機のキーを叩き始めた。

「なあ、見てよイヌちゃん、あの頼もしい姿を。プログラミング星人が攻めてきたなら地球代表はみぃちゃん先輩だぜ」

　これはつまり、三峯魅依が敗れたのなら少なくとも、幹人は殺されたって文句を言わないという事である。

「勇ましい姿だよな、何してるんかはわかんないけど。なんで開発機なんて持ってプログラム組み始めたんだろ」

「……幾何学模様を形作った光の塊を、星命魔法で出現させるプログラムを組んでいるんだろう。星命魔法で作られる光は魔力そのものだからな、そいつを樹印に押し当ててやりゃあ、そのまま紋様が描ける。……その手があったと俺も今気づいた」

　犬塚に答える形で言ったのは照治だった。

　彼の言葉で、幹人もようやく理解に至る。

「ああそっか……言われてみりゃそれが一番な気がする……幾何学模様を描画するなんて、人間よりも遙はるかにソフトウェアの得意分野だもんね……」

「ああ。自分で描くんじゃなく描いてくれるプログラムを組むっつのーのは良い手だよ」

　他の参加者は樹印に手のひらを向けてじっと集中している者、指先で少しずつ描いていく者、コンパスのような作図用具を使いつつ細い棒で描く者、様々だ。

　その中でもちろん、開発機のキーをひたすら叩く魅依の姿は一際異彩を放っている。おそらく周りからは何をやっているのかまるで理解されていないだろう。

「お、もう仕上がったのか？　やっぱ早いな……」

　照治が呆れるように言った視線の先、魅依の机の上にいかにも複雑な紋様を形作った光の塊が出現する。

　魅依はそれに、支給された樹のプレートを押し当てた。

　そして出来上がった樹印を手に係員の女性のもとへ歩いていき、おずおずと差し出す。

　確認した係員の女性が、小さく宙に跳ねた。

「見た？　アメちゃん、お姉さんのあの良いリアクション」

「ちょっと跳ねたね、ぴょいんて。可愛い。なんて言ってんだかはわかんないけど」

　受け取った女性が放つ言葉は少し遠いので聞こえないが、身体のアクションを見る限り、ずいぶん驚いているらしい。

「まー、存分に驚いてくれって感じだぜ」

「そうね、俺たちのみぃちゃん先輩が生なま半なかなもん作るかよ」

　自分たちの功績でも何でもないが、犬塚とついつい自慢げにそんな会話をしてしまう。

　彼女がプログラムを書いた上で作った品だ、そのクオリティは保証されている。

　係員の女性は一旦魅依に樹印を返し、隣に設置された登録所のテントの中へと飛び込んだ。そしてすぐに、一人の老ろう齢れい男性を引っ張って出てくる。

　女性に促され男性は魅依の樹印に眼をやって、吸い寄せられたかのように顔を思い切り近づけるというわかりやすい反応を示した。口は開きっぱなしだ。

　彼はまじまじと樹印を見つめ、しばらくしてから女性に何かを指示したようだった。

　従った女性はまた登録所のテントに引っ込んで、その手に一抱えの布袋を持って出てくる。

　老齢の男性は、神妙な顔で魅依に一度握手を求めた。

　魅依に布袋を渡しながらの女性は満面の笑み。彼女は男性と握手を終えた魅依の細い手を取って、ブンブンと上下に何度か振った。

　やがて、二人に見送られた魅依は布袋を手にこちらへ戻ってくる。

　そして、いつも通りの控えめな声音で言うのだ。

「あ、あの、お金、頂きました……」

「クール……！　もう、大変クール……！　なんなの！」

　とにかくしみじみとそう言う他ない。

　全員揃って拍手をしながら彼女を迎え、讃たたえる。

「みぃちゃん先輩、俺はこの先の人生、使える漢字は四種類だけって決められたら迷わず三と峯と魅と依を選択するよ。この偉人の名前と比べたら他なんぞ平仮名で十分だ」

「い、いえ、そんな、他の、日常で使う、漢字とかにした方が……！　自分の、氏名とか……あ、五文字……」

「そう、雨ケ谷幹人は五文字なんだよね……ん、ケって漢字に入るのかな？　多分だけどこの話は今どうでもいいな」

　とにかく、魅依の功績について話すべきである。

「あ、それ重いでしょ？　俺持つよ…………って、マジで重！　めっちゃずっしり！」

　魅依が重そうに抱えていた布袋を受け取ると、かなりの重量だ。

「あ、ありがとう。えと、大丈夫？」

「もちろん、男の子だから。でもこれ、いくら入ってんの……？」

「ええと、その、十五万バイスト、だそうです」

「笑うしかねえや」

　バイストはこの国の貨幣の単位だ。安い早いがウリの店で外食をすると一食七十バイストくらいが相場である。

　同じようなタイプの店での一食を日本ではワンコイン、五百円だとするならば、おおざっぱに換算して一バイストは七円程度。

　という事は、十五万バイストというと百万円を超えるくらいの価値と言える。

「ものの五分、ものの五分で百万円相当以上を稼ぐとか、どうなってんすかマジで」

「お前、甲か斐い性しようの塊みたいな女だな」

　犬塚と照治がやや慄おののきながらそう言えば、咲は「わわわわわわたたたた大金ですよあわわわわわ……」と慌てている。

「い、いえ、これくらいしか、能のない人間です、ので……。で、でも、これで、その、精霊魔法の研究と、大精霊祭の出場準備の、資金が、できました……！」

「しかし三峯、これはお前が単独で稼いだもんだから」

　照治の言葉に、魅依は首を横に振った。

「いえ、まさか、そんな。皆で、使いましょう、私も、そうしたいです」

「……そうか。すまんな、助かる。……ぃよっしゃああああああああ！　これで材料揃えられるぞおおおお！」

　天に突き出すガッツポーズ、自分の気持ちに大変素直な照治だった。

「ありがとうみぃちゃん先輩、本当にありがとう……！　不ふ肖しよう・雨ケ谷幹人、いつまでも付いていきます……！」

「先輩はマジで最高っす！　マジのガチ！」

「え、えと、そんな、あの、……あ、ありがとう。えと、あ、咲ちゃんも、せっかくだから、何か美味しいものを、良かったら」

「え!?　本当ですか!?　やったああああああああ！」

　オオヤマコウセンの中で唯一、研究開発資金が出来たところで別に喜ばない人種の妹にも気を配ってくれるその姿は、もはや後光すら差して見えた。

「ところで、みぃちゃん先輩はどんな紋様描いたの？」

「えっとね、こういうヤツ……」

「お、おお……こいつぁすげえや」

　魅依が見せてくれた樹印に描かれていた模様はびっしりと細かく、それでいて明確な規則性を帯びたものだった。

　中央に伸びた縦線が途中で一定の角度で二つに枝分かれし、出来た二本の枝がそれぞれまた一定の角度で枝分かれ、出来た四本の枝がまた一定の角度で枝分かれ……それをひたすら繰り返している。

　言葉にすれば簡単だが、紋様としてびっしり描かれたものを目の前にするとかなりインパクトがある。

「こういうの、なんて言うんだっけ」

「再さい帰き図ず形けいだな、全体の構造とその一部分を拡大して見た構造がどこまでいっても同じようになっている。フラクタルの方が通りが良いか？」

「あー、それだ、フラクタル」

　照治の解説に幹人は頷く。なんとなく聞き覚えのある単語だ。

「パターンとして均整が取れたまま、なるべく図形をできるだけ複雑にしていきたいっていう注文への答え方として、確かにフラクタルは面白い。洒落しやれた事すんなあ」

　感心したように照治はうんうんと頷いて。




「君！　ちょっといいかい！」




　突然、遠くから掛かった声は聞き慣れない響きだった。

　ガヤガヤとした音の絶えない街中でもはっきりと通る力強く、それでいてどこか気品のある男性のものだ。

「長い黒髪の美しい女性だと聞いたんだが、やあ、君で間違いない。そうだろう？」

　そう言いながらこちらに歩いてくる声の主は、音色の印象に違たがわない端正な顔立ちの青年だった。

　金色の髪がさらさらと揺れて、鼻筋は美しく通っている。手足は長く、しかも鍛えられているという事が服の上からでもわかる身体つきだ。

　身に纏まとうゆったりとしたデザインの服もルックスの上品さに拍車を掛けている。

　彼の視線は魅依と、彼女の持つ樹印にまっすぐ向けられていた。

「……っおお！　それが君の描いた紋様だね……！　……っ、これは、いやあ、なんと、なんと精せい緻ちで美しいんだ！　素晴らしいな！　こんなものを描ける人間がいるとは！」

「え、えと、あの、私、」

「ああ、突然すまない。登録所の人間と懇こん意いでね、たまたま立ち寄ったら超優良適性が出たと聞いて、いてもたってもいられず。僕はテオバルド・リコルディ……もしかして、知らないかな」

　その言葉にコクコクと魅依が首を振ると、テオバルドというらしい彼は爽さわやかな笑みを浮かべた。

「はっは、異国の人という話だが、僕もまだまだだな。名前が届いていないようだ。ギルドはルンゴラーゴ、そう言えばどうかな？」

「え、ええと、その」

　知らない人物にぐいぐいと話しかけられて、魅依はどうやらあっぷあっぷだ。こういったシチュエーションは、彼女には少し厳しい。

「ルンゴラーゴって、もしかして大精霊祭三連覇中の？」

　あからさまにならないように、しかししっかりと幹人は魅依を後ろにかばいつつ言ってみる。魅依が読んでくれたモニカの書いた記事の中で、確かそんな名前が出てきていたはずだ。

「おお、知っていてくれたかい。嬉しいね。僕はそのギルドマスターだよ」

　うろ覚えだったが、当たっていたらしい、幹人の方へテオバルドはパチンと指を鳴らしてきた。

「周りの人たちもあなたをチラチラ見ています。有名な方なんですね。すみません、僕らこの国の常識にまだ疎うとくて」

「いいんだいいんだ、ところで、なあ、君の名前は何ていうんだい？」

　テオバルドが聞いているのはもちろん、会話を交わす幹人の名ではないようだ。彼の瞳が見据えるのはあくまで魅依。

「えと、その、……み、三峯、魅依、……です。三峯が、ファミリー、ネームで、」

「ほお、ミイ！　素敵な響きだ！　美しい女性には美しい名が付く、それはどこの国でも変わらないんだな」

　テオバルドから伊だ達て男おとこな台詞がポンポンと出てくるのは土地柄なのか、彼自身のカラーなのか。

「そ、その……」

　はっきりしているのは、食い気味に言葉を放ってくる彼のスタイルは、魅依がどちらかと言わずとも苦手にしているタイプという事だ。

《面白そうな人だけど、お引き取り願った方がいいよね？　みぃちゃん先輩がちょっとフリーズ気味》

《おう、そのようだ》

　幹人が照治とそんな想話を交わしている最中だった。ずいっとさらに一歩踏み込んで、テオバルドは言った。

「ミイ、本題だ。単刀直入にいこう、僕のギルドに入らないかい？　君の素晴らしい才覚は僕のところで活いかすべきだ」

（まーそんな事だろうと思ったけど）

　彼の言葉は、なんとなく予想していたものの内の一つだった。

　胸中で幹人は納得の声を上げつつ、名前を答えるという大きなタスクを実行した反動でまだ固まっている魅依の代わりに口を開く。

「さすが有名ギルドのマスターさん、大変慧けい眼がんですね。彼女はすこぶる優秀な人でして、そりゃあもう、あなたのギルドにも見合うと思いますよ」

「おお、そうかい？　だろう？　だと思ったんだ！」

「ええ。でも、僕らにとってはそれを抜きにしても大事な人なんです。まさかお渡しするわけにはいきません。申し訳ないですけど、絶対」

「すまないな。お引き取り願いたい」

　幹人に続いた照治は、テオバルドと真っ向から視線を結ぶ。

　マイペースな奇行が印象強く忘れがちだが、長身で二枚目のテオバルドにも照治は容姿で引けを取らない。

「…………うーん、ガードがきついね。それでこそ美しい花というものだが」

　肩をすくめて、テオバルドはため息を吐ついた。そんな仕草もサマになっていて余裕を感じる。

「あの、私、」

「ミイ、その気になったらいつでも来てくれ。この街の人間ならルンゴラーゴの拠点の場所は誰もが知ってる。心から歓迎するよ、できれば二人っきりで話をしたいね」

　そう言って鮮やかにウインク一つ、魅依へ放って彼は身を翻した。片手をフリフリと振りながら、あっという間に歩き去って行く。

　いきなり来ていきなり去る、嵐のような人だった。

「……みぃちゃん先輩、もしもその気になる時が来たら、まずは俺に言ってくれ。足に縋すがり付つく準備は出来てる」

「い、いえ！　そんな！」

　ぐいっと、非常に珍しく強い力で彼女は幹人の腕を取った。

「あ、あの、絶対、ないから！　その、ありえないので、絶対！　絶対ないです！」

「ごめんごめん、信じてる。もちろん、信じてます」

　魅依はずいぶん必死な様子で言ってくれて、軽口を叩いた事がなんだか申し訳なくなってくるくらいだ。

「まー、三峯が異世界異国の知らん人間だらけの団体になんぞ行くわけがないとは思うがな。三日と保もたんだろ」

「み、三日というか、三十分、保ちません……」

　三時間ですらないらしい、魅依の素朴な自己申告だった。

　五分足らずで大金を稼ぐひどく格好良い姿を見せる一方で、こういったところもあるのが、彼女という人間の大変な魅力だと幹人は思う。

「そういう意味では幹人、お前の方が心配だからな」

「照兄、ごめん。俺、正直、自分一人だけならさっきのテオバルドさんともうちょい話してみたかったって思ってる」

「マジで本当に悪い癖だぞ、それ。なあ、マジで」

「だってさあ、みぃちゃん先輩を熱心に誘うんだぜ？　見る目めっちゃあるじゃん！　間違いなく良いセンスしてるよ！」

　自分の尊敬している人がああして高く評価されると、やはりどうしても嬉しくはなってしまう。

「お兄ちゃんは『面白そうだから』ってだけですぐに知らない人とペラペラ喋る！　危ないからあんまり良くないんですよそういうの！」

「うーん、でも、キャラも濃くて面白いエピソード色々ありそうだし……」

「み、みき君、あの、い、行かないでね！　誘われても、あっちに！」

「行かない行かない、そもそも俺なんて誘われないよ」

「で、でも、ほら、みき君、魔法の才能、あるし……！」

「ちょっとはね。でも、そんな大したもんじゃないから。有名ギルドからお声が掛かるほどじゃない」

　精霊使いというわけでもないし、その可能性はないだろう。

「ほお。しかし、もし食事にでも誘われたなら？」

　さすが兄貴分、照治のそれはこちらの事をよくわかっている質問だ。

「ごめん、それは行く」

「みき君！」

「えー！　だってさあ！　間違いなく楽しいじゃん！」

　あんな濃い人ともし差し向かいで食事が出来たら、それは多分、かなり貴重な時間になるだろう。

　駄目かなあと呟くと、「絶対駄目です！　駄目ですよ！」と強い念押しが魅依から返ってきた。

「さて、そんじゃあこの後はどうするか。とりあえず精霊聖せい水すいや精霊樹印やらは手に入れて行くとして……普通に手に入るのか？　そうであって欲しいな。で、ザザとの合流までまだ結構、時間はある」

「試合！　また試合観たい！　試合試合！」

　照治の言葉に、犬塚がキラキラした眼でそう答えた。

　結局、彼の意見通りザザとの待ち合わせまでの時間の多くを、幹人たちは大精霊祭の観戦に費やした。





　　　　◇◆◇






「ザザ、ちょっといい？」

　様々な興味深い事があったウルテラの街の観光を終え、思いのほか夜遅くまで平気で走っているポッロ車での帰路の後。

　屋敷に戻り、食事を終えて、もう各おの々おのが部屋に引っ込んでいる時間帯。

「はい、どうぞ」

　彼女の返事を確認して、幹人はその部屋へ入った。

　丸いテーブルに一対の椅子。花瓶に挿された花や少しの本が置かれた棚に、大きめのベッド。白を基調としたそれらはどれも美しい装飾でところどころが彩られていたが、華美さが鼻につく事はない。

　ここはビラレッリ家の屋敷、上品な調度品でまとめられているザザの個室だ。

「お邪魔します。ごめんね、こんな時間に」

「いえ。湯被りも終えたところですし、暇をしてました」

　言いながら、彼女は腰掛けていたベッドから身体を離した。

「座ってください」

　ザザは部屋の中央にあるテーブルに備え付けられた椅子へ座る。促されて、幹人も対面のものに腰を下ろした。

　ちなみに湯被りとは、魔法を使ってお湯を作り、それで髪や身体を流すというこの国で一般的な習慣だ。

　確かによく見れば、ザザの白い肌は微妙に上気しているようだった。彼女は湯に花から作った香を混ぜているらしく、少しだけ甘い香りがする。

　柔らかな素材で出来た寝間着に身を包んでいる事もあり、普段の冒ぼう険けん者しや然とした振る舞いとは違って、女性らしさが自然と前に出ている。

「……ところで、何度見ても不思議な服ですよね」

　油断するといつまでも視線を奪われてしまいそうなほど美しい少女は、こちらの格好を見てそんな事を言う。

「そう？　着心地いいんだよ、これ」

　幹人も今晩の湯被りはもう終えているので、寝間着に着替えている。この世界に来た際の荷物に入っていた、大おお山やま高専の誇り高きオフィシャル・ジャージだ。

「うーん、でも、ミキヒトさんたちのはまだしも、あの、……テルジさんたちのものは、ちょっと凄くないですか、色が」

「アレに関しては俺もそう思う」

　大山高専は一から五年まで学年によって、正確に言えばその入学年度によってジャージの色がそれぞれ異なる。

　現一年生が紺、現二年生が赤、幹人たち現三年生が水色、現四年生が緑。ここまでは比較的普通のカラーリングなのだが、なぜか現五年生、照治たちの世代は蛍光オレンジという非常に攻めたデザインとなっている。

　彼らがよく晴れた日に芝生の上で体育などをやっていると、芝の力強い緑と陽光を反射して光り輝くジャージのオレンジが強烈なコントラストを生み、傍はたから見ていると目がチカチカするので軽めの公害だと言う学生もいる。

「でも本人たち曰いわくね、アレが五色の中で一番イカしてるらしい」

「すごい感性です」

　ザザに言ったとおりその個性的な色味に対して、現五年生の当人たちはなぜか肯定的な事が多い。

　ジーパンを穿はいてＴシャツを着込み、オレンジジャージを肩に羽織って颯さつ爽そうと近くのジャ○コで買い物ができてこそ一人前……などと五年の建築科女子・横倉あたりは言っているが、幹人たちからすれば、あんなものを五年も着ていると少々脳味噌にも影響が出てしまうのかなという感じである。

「ミキヒトさんたちの国は不思議がいっぱいです」

「ザザ、あのね、ちょっとその話をしに来たんだ」

「……昼間、テルジさんが言っていた事ですか」

「うん」

　幹人は頷いて、この部屋に来た本題を始める。

「ザザ、改めて説明させてくれ。……俺たちは、こことは違う国から来たけれど、それだけじゃなくて多分、違う世界からやってきたんだ。国どころじゃなくて、もっと大きな意味で決定的に違うところだ。きっと本来は、お互い交わらないような」

「…………」

「おとぎ話のように聞こえると思う。でも、本当の事だ。この世界と俺たちの世界では、色んな事があまりに違う。太陽の数も、一日の長さも、魔法のあるなしも」

　この説明は異星と異世界がごっちゃになっているのだが、そこを正確に分けようとするとさらにややこしくなるので、今はこれでいいだろう。

「こことはものすごく遠く、そしてひどく深い隔へだたりがあるところから俺たちは来て、……いずれ、絶対に、そっちに帰るつもりだ。それが俺たちの最大目標」

　俺たちが俺たちの最大目標を叶えるまでで良かったら、喜んで受け入れさせてもらいたい。それが、照治が昼間、ザザに告げた返答。

「ごめんね。俺たちは君と、ずっと一緒にはいられない。いつかはここを去る時が来る」

　そしてこれが今、幹人が彼女に伝えにきた言葉だ。

「…………違う、世界、っていうのが、そうなんだとして」

　押し黙っていたザザは、絞り出すような声音で言う。

「別に、だって、帰ったって、また来たらいいじゃないですか……駄目なんですか、それじゃ」

「もちろん、そう出来たら素敵だ。……だけど、それはきっと簡単じゃない」

　帰る方法が見つかったら、もしかしたら案外普通に行き来ができるようになるかもしれない。だが、理論すらわからない世界間の移動などという事について、そんな楽観的な予想をするべきではないだろう。

　もぎ取れて、あと一回の片道切符。

　そう思っておくのが、妥当なところのはずだ。

「それについて、確かな約束ができない。できるだけの技術や知識、実績が、俺たちにはない」

　こんな風にせいぜいはっきりと言葉にするのが、示せるせめてもの誠実さだった。

　この世界に来た当初、怯おびえる咲に、来られたんだから帰る方法だってあるに決まっていると、堂々とした噓うそを吐いた事がある。

　自分は彼女の兄だ。血の繋つながった家族として、これからも傍そばにいて彼女の人生に責任を持つ事ができる。

　あれは、だからこそ吐けた噓だ。だからこそ吐いた噓だ。

「……ごめん、ザザ」

　ザザ・ビラレッリは雨ケ谷幹人の、とても大切な友人だ。出会えてよかったと思っているし、もう既に一生ものの思い出が彼女との間にはいくつもある。

　それでも、本来的に、彼女はある面ではひどく遠い人だ。異世界の住民という、遠い遠い人だ。

　大切に思う事はできても、幹人はザザに責任が持てない。

　彼女に都合のいい噓を吐いてその場限りの笑顔を引き出す事が出来たとしても、その後、やがてひどく傷つけてしまうかもしれない事に、責任が持てない。

「あ、………………謝らないで、ください」

　机の上で組まれた彼女の手に、きゅっと力が入る。

「……あの、違う世界って、いうのは、多分私、あんまりよくわかってないんですけど、でもとにかく、ミキヒトさんたちはそこに帰りたくって、帰ったらもう、こっちには来られないかもしれない、って事ですよね」

「……うん」

「……し、……仕方、ない、ですよね。だって、それは……あの、家族とか、皆さん、いらっしゃいますもんね。……家族は、なるべく、一緒にいなきゃ」

　彼女のその言葉に籠もる重さは、短い付き合いでもよく知っている。

　情けなく顔を強張らせたこちらに気を使ってくれたのだろう。ザザはそこで、声のトーンとペースを上げた。

「大丈夫です！　ほら、私はもう、一人にも慣れてますし！　……あ、その、嫌味とかじゃないですよ！　ほんとに、慣れちゃってて……いえ、一人じゃないですネーロもいます！　……あんまり帰ってきませんけど、夜はたまに一緒に寝るんですよ！」

　ネーロは黒い毛並みが特徴的な、ビラレッリ家の飼い猫だ。人懐っこいが猫らしい自由な気質で、この屋敷には帰ってきたり来なかったり。

「私、……ミキヒトさんたちに、変でいいって言ってもらえて、それで、……すごく、なんだか楽になって……。父様の事も、……父様が私を愛してくれてた事も、わかったし。だから、その、ミキヒトさんたちが帰った後だって、しっかりやっていけます！」

　可愛らしく握りこぶしを作って、彼女は笑顔でそんな言葉を積んでいく。

　屋敷の外では強い風が吹いていて、時折、窓をガタガタと揺らす。

「……そっか」

「はい！　もう死にたがりじゃありませんから！　かっこいいザザ・ビラレッリです！」

「うん」

「だから安心して、安心して、……その、安心して」

　故郷に、家族のところに。

　そう言った拍子、一粒ぽろりと雫しずくが零れた。木製の机の上、落ちたそれは透明ながら確かに存在している。

「あ、……その」

　慌てて机をぬぐおうとしたザザの手の上に、続けていくつか同じものが落ちる。落ちていく。

　ポロポロ、ポロポロと。
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　彼女の涙は止まらなかった。

「あ、あ、……これは、その」

　泣かせた張本人のくせをして、まさか泣かないでなんて言えるわけもない。

　せめて、それから目を逸そらさない事くらいしかできる事が思いつかない役立たずの前、女の子は濡ぬれた顔で、震える声で言う。

「…………ちゃ、ちゃんと！」

「……うん」

「ちゃんと、その、お見送り、する時は、ちゃんと、しますので……！　だ、だから」

　波打つ喉で、ひゅうっと息継ぎ。

「ちょっと、きょ、今日だけ、……い、今だけ、……いま、だけだから」

「…………うん」

「…………ご、ごめんなざいぃぃ！」

　気丈に上げていた顔が、ついに机の方を向いた。俯いた彼女は、やがてうずくまるように肩を丸める。

「ご、ごめんなざ、……わ、わだし、…………ご、ごめんなざいぃ……！　ごんな、ごんな……っひ、うぅ…………！　う、ううぅ……っ！」

「……ザザが謝る事なんて、なんにもないよ」

「で、でも、でも……！」

　ごめんを言うのは、絶対にこちらだ。だけどここでそうしたら、きっとそれの言い合いになるだけ。

　左手で自分の太ももあたりに爪を立てながら、幹人は口を縫ぬい付けた。

「あの、で、でも、あの、……ミキヒトさん、わ、わたしっ」

　くぐもった声で、時折大きく肩を揺らしながら、ザザはそれでも言った。

「あの、……だけど、……い、いれて、ほしくて、わ、わたし、ミキヒトさんたちの、ギ、ギルド……！」

「……ザザ」

「ミキヒトさんたちが、か、かえる、までで、いいから……それ、までで、いいから……き、きっと、ちゃんと、おみおくり、するから、……わがまま、いわないから！」

　もしかしたらこれも、断るべきなのかもしれない。

　そうした方が最終的には、彼女の傷つく量は少なくて済むのかもしれない。

「だがら、だがら、……そ、そばにっ、いても、い、いい、ですか！」

「……うん」

　だけど、出来なかった。

　出来る人間もどこかにいるのかもしれないが、雨ケ谷幹人には出来なかった。その強さがなかった。

「うん。わかった。それまでは、ずっと一緒にいよう」

「…………っほ、ほんと、ですか？」

「もちろん。照兄だって言ってたでしょ？　ザザがそう言った時は歓迎するって」

　出来る事と言えば、彼女にそう笑いかけながら、情けなく必死で祈る事。

　この選択が目の前の女の子にとって最善であってくれるよう、どうかどうかと祈る事。

　それから、これから先、自分の最善を尽くそうと心に決める事くらい。




「……それじゃあ、お休みなさい」

「うん、お休み」

　返した幹人に、ザザは微笑んで小さく手を振ってからドアを閉めた。

「…………」

　ひとしきり泣いて、最後は少し笑ってくれた彼女の、翡ひ翠すいの眼に差した赤みがどうしても頭に焼きついて、なかなか幹人は動き出せなかった。

　しかしまさか、いつまでも女の子の部屋の前で立ち止まっているわけにもいかない。ノロノロと、自分の寝床へ引き上げるため歩き始める。

　ザザの部屋は一階の東角。対して幹人の部屋は二階の真ん中あたりだ。

　夜のビラレッリ邸の廊下には、等間隔に星命魔法で出来た光球が灯あかり代わりに浮いている。貴族の家ではよくある趣向らしい。

「…………」

　階段を上がりきって、二階にたどり着く。

　日本のものよりも透明度は低いが、こちらの世界の窓にもガラスは嵌はまっている。そこから見える、晴れた夜空に瞬く星の光に眼を惹ひかれ、幹人はなんとなく立ち止まった。

　それからすぐに、壁に背を預けてズルズルと座り込む。

「…………」

　両手で前髪を摑むように顔を覆って、ザザとの会話を思い返す。

　彼女の顔を、声を、震える喉の鳴り方を、思い出す。

「……あー」

　フォスキアに挑んだ一件で、あの子の表情を豊かに出来た事については、今も変わらず誇りに思っている。

　あれについて、後悔する点はただの一つもない。今後もそのつもりはない。

　だけど。

（……だけどさあ）

　どれくらい、そのまま固まっていただろう。

　情けなく、閉じた眼が熱くなってきた時だった。

「……みき君」

　掛けられた声に眼を開けばいつの間にか、夜の影よりなお暗く、それでいて星の光を表面へ艶あでやかに湛たたえる黒髪が、視界の中で揺れている。

「…………みぃちゃん先輩？」

　顔を上げると、そこにいたのは見慣れた年上の女性だった。彼女は、心配そうな顔でこちらを覗き込んでいる。

「え、……あー、ごめんごめん、いや違うんだ、別に具合とか悪いわけじゃなくて」

　体調を崩したと誤解されないようにそんな風に言った幹人へ、なおも彼女は気遣わしげな表情だった。

「……お話、してきて、くれたんだね。ザザさんに」

「……うん」

　もしかしなくても、自分が部屋に帰ってくるのを待っていてくれたのだろう。

　会話の顚てん末まつについても、彼女はきっと、察している。

「あのね、やっぱり、ザザ、入りたいって言ってくれたよ。はは、いやあ、物好きだよね、俺たちのアレなとこなんて嫌ってくらい見てんのにさ」

「…………」

「ちょっとは迷惑掛けないように気をつけなきゃなあ。絶対無理だと思うけど、でも少しくらいはそういう意識を持っておいて、なんとかね、いや、無理なんだけど。咲と同じ立場で俺たちの奇行を見守ってもらうというね、そんなスタンスで居てもらう他ないかなあ」

「…………みき君」

　ペラペラと軽口を重ねるこちらの目の前、静かにその先輩は床に膝をついて、座り込む自分と視線を合わせた。

「ありがとう」

　そして彼女は、それしか言わなかった。

　それからゆっくりと、少し躊躇いがちに、それでも確かな強さと温度を持った細い指と小さな手のひらで、幹人の右手を包む。

　なんだよ。

　やめてくれよ、そういうの。

　思わず、そんな風に思った。

「…………あの、さ」

　だって、こっちは男の子だ。年下だってなんだって、精一杯意地とか張って強がる生き物だ。

「………………俺さ」

「……うん」

「あの、…………ニッパーとかプライヤとか、トルクとかメガネとかソケットとかラチェットとか、ノギスとかマイクロメータとか、そういうのの、使い方とかさ」

　わけのわからない事を言い出したとは、自分でも思う。

「鋳造とか溶接のやり方も、旋盤とかボール盤とかフライス盤の操作も、歯車とか軸受けとかプーリとかスプロケとかの構造の理解も、ＳＦＤとかＢＭＤとかの書き方も、シャルピー衝撃試験の概要とかテーラーの寿命方程式みたいなもんの考え方も、なんかさあ、そういうのさあ」

　目の前の女性は静かに聞いてくれているけれど、自分は馬鹿な事を言っている。

「うん」

「女の子に、あんな顔させるために、勉強したわけじゃないんだよぉ……」

　支離滅裂な言葉を吐いている。わかっている。

　だって、自分がとてつもなく凄まじい超一流の技術者だったら、あの子を泣かせずに済んだのかと言えば、多分、そんな事はなくて。

　大して関係がないのだ。幹人が地球で日本で高専で、何を学んでいてもいなくても、きっと関係なく、彼女は泣く事になったろう。

「なんだよ、くっそぉ…………！」

　だったら、この無力感はどうすればいいのだろう。

　きっとまた戻ってくるよ、とか。いつでも会えるようになるよ、とか。

　いずれ高い確率で噓っぱちになるそんな無責任、どうして言える？　言えるわけ、なくて。

　でも、言ってあげられるくらい強い人間だったらよかったのかななんて、思ってしまう脆ぜい弱じやくさが、胸の辺りを這っている。

「ありがとう、みき君」

「…………っ」

　この憧れの人の前でせめて、涙だけは落とすものかと唇をかみしめる。

　そういえば昔、一度だけ見せてしまった事があるけれど、同じ轍てつは踏みたくない。

「とっても、頑張ってくれて、ありがとう」

「…………頑張ったのかな、俺」

「頑張って、くれたよ。だって、でなきゃ」

　そんな顔、しないもの。

　彼女がくれた言葉は降り注ぐ星の光よりずっとずっと優しくて、幹人は、意地を保つのにひどく苦労した。
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「それではこれよりお待ちかね！　半円卓会議特別版！　『精せい霊れいについて調べてみようだってめちゃくちゃ気になるからね！』会を始めるぞおおおおおおおおっしゃああああああああ！」

「「「いえええええええええええええい!!」」」

　音おん頭どを取った照てる治じの言葉に、オオヤマコウセン・ギルドメンバーたちの気合いと期待が籠こもった声が続く。なお、咲さきとザザだけはこのテンションに染まっていない。

　ビラレッリ邸の庭園が持つ美しさを少なからず汚しているだろうが、やめられないので許して欲しいと願う幹みき人ひとである。

　ウルテラの街へ訪れてから、今日は二日後だ。直後の一日は、この会のための準備に費やされている。

「なお、ついでに大精霊祭に向けてプラスとなる情報も得られたら良いと思っている！　各自、それについても適てき宜ぎ考えるように！」

「ついでに、なんだね……。普通、そっちがメインなのでは……？」

　照治の言葉に咲がそう呟いて、むむむ……と唸うなっている。

「テルジさん、ちょっと良いですか？」

　晴れてオオヤマコウセンの一員となったザザが手を挙げた。

　ちなみに彼女のギルドメンバーとしての初仕事は、今日これから実験のために精霊を召喚する事である。

　特級冒ぼう険けん者しやに何をやらせているんだという感はあるが、それが自分たちの仲間に入るという事なのでどうか慣れてもらいたいところだ。

（……ひとまず、大丈夫そうかな）

　あの夜から、少し気をつけて彼女を見ているのだが、思い詰めているような様子はない。表面に見えていないというだけかもしれないが、ひとまず安心ではある。

「実験？　をやる前に、精霊が召喚できるかどうか試しても良いですか？　精せい霊れい魔ま法ほうはもう何年も使っていないので」

「そうか、じゃあ試しといた方が良いな。頼む」

「はい」

　ザザの精霊聖せい水すいと精霊樹じゆ印いんのセットは本当にずいぶん使っていなかったらしく、ビラレッリ邸の倉庫のような部屋の奥にしまい込まれて埃ほこりを被っていた。

　発掘してくるのに手間取ったくらいである。

「できるかな、できると思うんですけど、多分。よし…………っ！」

　呟きながらザザは瓶の蓋ふたを開け、樹印に聖水を掛ける。力の入った様子だ。

　そして、目をつむってしばらく黙し。

「──精霊召喚サモン」

　やがて彼女はそう呟いて、聖水が大きく膨張を始めた。

「……あ！　わー！　かわいい！　わ～！」

　精霊魔法は無事、発動したようだった。

　顕現した存在を見て咲が歓声を上げる。彼女の隣、幹人もその精霊をまじまじと見る。

「おー、猫っぽい！　いや、大きさ的には豹ひようとかの方が近いかな？」

　身体の色はザザの髪と同じく桜色で、身体に浮いた模様は綺き麗れいな菱ひし形がたのパターン。

　だが、そのフォルム自体はネコ科のそれに似ている。座り込んで自分の手先をペロペロと舐なめる仕草も、やはり猫や豹のものに見える。

　体長は一メートルほどだろうか。

「そうだな、豹っぽいな。……なあ、神しん殿でんの中っつうのはどうなってんだ？　お前はどういう形で存在してんだ？　意識はあるのか？　記憶はあるのか？　なあ、そこら辺は調べようがないんだよ、なあなあ、どうなんだ？」

「ニャアーン」

「ニャアーンじゃないよニャアーンじゃ。どうなんだどうなんだ、もったいぶらずに教えてくれよ……って、いってえ！」

　精霊の頭や身体をなで回しながら質問していた照治が手を嚙かまれた。

「照てる兄にいがしつこくするからですよ」

「だからって嚙むこたないだろ……おーいてえ。やはりピンク色のパンサーは油断ならんぜ……。あのアニメは正しかったんだな」

　呆れ顔の咲に、嚙まれた手をプラプラ振る照治。怪け我がはしていないようである。

「まーいい、では実験に移るぞ！　使うのはこいつ！」

　言いながら、照治がその手に掲げ持ったのは一辺三十センチほどの立方体をした筐きよう体たい。その上には、魔力導線をグルグルと巻いたパーツが付いている。

　幹人たち謹きん製せいの魔道具だ。彼の足下には同じ物があと二つある。

「照兄、それは何？」

「咲、よくぞ聞いた。これは魔ま力りよく波は測定器だ。アンテナで魔力波を感受し、その波形データを内部に記録していく。それを開発機へ流し込み三みつ峯みね謹製のソフトで解析、状況ごとの波形とスペクトラムを観察してみようじゃないかという話だ！　精霊魔法は神殿との通信が肝きもらしいからな！」

「んー！　全然わかんない！」

　咲は元気よくそう返した。素直な反応である。

「わからない、か……。うん、そうだな、お前は思慮深いな、咲。これは精霊魔法においてその術者と神殿との間に存在するらしい祈りという概念や、神殿から精霊が顕現する情報伝達の過程が、魔力波によって構成されているという仮説に基づいている。確かにまだわからない。だからまずはそれを実験して確かめてみるんだ」

「？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？」

「おや、なんだその反応。バグったのか？」

　首を身体ごと九十度近く曲げ始めた咲に、照治は照治で不思議な顔をしている。見事なディスコミュニケーションだった。

「照兄、咲の『わかんない』はそういう意味の『わかんない』じゃなかったんだよ。実験の有用性を疑ったんじゃなくて、実験のそもそもの概要がちょっと理解できなかったんだよ」

「なんと。簡潔に言ったつもりなんだが……」

　照治としては本当にそのつもりだったのだろうが、伝わらない時もある。

「咲、魔力波っていうのはわかる？　前にフォスキア戦で使ってもらった魔道具とか、それを活用してたんだけど」

「お兄ちゃんたちが何やらそういう事を言っていたのは知っていますが、妹はちゃんと聞いてませんでした。大人になればきっとわかると思って……」

「そっか。じゃあちょっと大人への第一歩だと思って聞いてくれ。魔力が流れると周りに広がっていって、他の魔力の流れにちょっと影響を及ぼすものがこの世界にはあるんだ。それが魔力波」

　正確にはあるというか、あると仮定している。

　魔力波測定器の仕組みは、導線に一定の魔力を流しておき、その様子の変化を記録するというものだ。そこから魔力の流れに影響を与えた魔力波の形を逆算する。

　自分たちにしても、魔力波というものが本質的に何なのかはわかっていない。

　いっその事この世界に地球の研究者たちがドバドバ来てくれりゃいいのに！　とは照治の言げんである。

「例えば、電気がビリビリ流れた時には電磁波が飛ぶ。めっちゃすごい速さで遠くまでぶっ飛ぶ。携帯で遠く離れた人と電話が出来るのも、電磁波にそのデータを乗っけて飛ばしているから」

「電磁波！　電波？　電波ならわかります！」

「そう、電波」

　電波は電磁波の一種である。そうか、電波の方が聞き馴な染じみのあるものか。

「電波と同じように、魔力がバリバリ流れた時に飛ぶのが魔力波。精霊は離れたところにある神殿から降りてくるって話だ。だから、精霊と神殿の間には魔力波が飛んでいて、精霊はそれに乗って樹印と聖水のもとへやってきてるんじゃないかって予想ができる。なので、今からそれを確かめる。照兄が持ってるのはそのための道具で、飛んでる魔力波について、ちょっと詳しく教えてくれます」

「あえー、なるほどー……」

　頷うなずく咲。とりあえずはわかってくれただろうか。

「サキは今のでわかったの？　魔力波って、私には正直まったく想像がつかないです」

「んー、この世界の人って魔力波の事、知らねえのかな？　えー、そんな事あんの？」

　ザザの言葉に犬いぬ塚づかが疑問の声を上げる。

「だって、どう考えたってそれで色んな事の説明付くじゃん。なんで常識として根付いてないんだろ……？」

「犬塚、それは知識に対して俯ふ瞰かん的な物言いだぞ」

　少し苦笑しながら、そう言ったのは照治だ。

「魔力波というものがあるんじゃないか、そう俺たちが考える事が出来たのは、似たような概念である電磁波を既に知っていたからだ。物体を貫通し、極めて高速で飛んでひどく遠くまで届き、そして目に見えない……なんていう、かなり特殊な代しろ物ものをな」

「……あ～、そう言われてみれば」

「だろう？　地球にしたって、電磁波の存在が実験でようやく明らかになったのは十九世紀末の事だ。この世界において魔力波がまだ一般的な知識となっていないというのは、全く不自然なものではないと俺は思う」

「ひえ～、なるほど納得～！　ごめんザザ！　俺が間違っていたよ！」

　両手で自分の顔を両側からムギュッと潰しながら、犬塚はザザへそんな風に言った。

「いえ、よくわかんないですけど……。よくわかんなくってもしょうがないって事ですか？」

「そういう事だ。ああ、安心しろ、ここらへんのものを理解するのに必要な基礎知識は後々、きちんと幹人がお前に教えてくれる」

「わかりました。がんばってお勉強します」

　表情は派手ではないが、作られた握りこぶしが彼女のやる気を示している。

「ともあれ、だ。魔力波について認識と理解があるというのは、俺たちの大きなアドバンテージだろう。フォスキアにしたって、それで仕留められたようなものだ。これは今後も大事にしていきたい……なんて話で御ご託たくは終わりだ。実験やるぞ！」

　イエイ！　照治の号令に皆揃そろって声を返す。

　高こう専せん生せいは実験が好きなのだ。その後に出さなければいけないレポートに心がやられるだけで。

「ザザ、まずはそのピンクのパンサーを精霊聖水の状態に戻してくれ。最初から始めたい」

「わかりました」

　照治の指示にザザが頷き、地面に置かれた瓶の上に桜色の豹が乗った。

　そう時を待たずに精霊の身体は輪郭を失い、ぱしゃりと溶けていった聖水が瓶の中に収まって、樹印が残される。

「神殿というのはどっちにある？」

「あっちです」

　ザザが指したのは現在の位置から見て屋敷の方向だ。

「よし、そうしたらザザはこの位置から動かないでくれ。犬塚が聖水と樹印を持って離れていくから、精霊を召喚できる限界距離になったら手を上げて教えてやって欲しい。犬塚、頼むぞ。あっちに向かっていってくれ」

「お任せ！」

　機敏な動きで犬塚は指示された通り、聖水入りの瓶とその上に乗った樹印をまとめて抱え、ザザから離れていく。

　五十メートルほどいったところで、ザザが手を上げた。

「では、測定器三つをそれぞれ設置する。まず、ザザと犬塚の間に一つ。さらに犬塚から神殿方向に一つ。ザザから神殿方向に一つだ」

　照治の指示通り、部員たちが動いて測定器を置き、スイッチを入れて記録のスタンバイモードに。幹人も一つを持って置いてきた。

　ザザのもとへ戻る形で、メンバーが再度集まる。

「よし、これで召喚者・精霊間、召喚者・神殿間、精霊・神殿間の三点に測定器が設置された事になる」

「照兄、神殿と魔力波の送受信がされているとしても、それが高い指向性を持ってないと、正確なデータ取りは難しいかな？　干渉とか混線とかしちゃって。具体的な距離はわからないけど、神殿は遠くにあるらしいし」

「そうだな。大精霊祭の試合で二体の精霊が近距離で問題なく召喚されていた事を考えると、何らかの多元接続技術──干渉や混線を避ける手段はあるんだろうが、それが指向性によるものかはわからん。あるいは魔力波特有の方式があるのかもしれん」

「はー、なるほど」

「ま、とにかくやるだけやってみよう。それではザザ、召喚を頼む」

　そして実験がスタートした。精霊魔法魔力波通信仮か説せつ実じつ証しよう実験である。

　記念すべきものになるかどうかは、今はまだ誰もわからない。







「う～ん……」

　庭に置かれたホワイトボードの前、腕を組み、照治が唸っている。

「…………予想と、少し違ったな。いや、俺の勝手な予想だが」

　実験自体はつつがなく終了した。

　開発機の空中投影ディスプレイで確認していったその結果に、さてどう解釈したものかと皆で頭をひねっている。

「精霊魔法の発動中はやはり、普通の魔法を使ったときに自然に発生するものとは明らかに違う、特殊で強い魔力波が検知出来た。という事は、予想通り、精霊魔法では魔力波による通信が行われているという事だろう…………それは良いんだが」

　難しい顔で、兄貴分は見解を語っていく。

「召喚者と神殿の間、精霊と神殿の間では魔力波通信が発生していたのに、召喚者と精霊の間ではそれがまったく確認出来なかったのは予想外だったな……」

「精霊には勝手に動いてもらう事も、細かく指示を与える事も出来る……だけど、どちらにおいても召喚者と精霊の間で魔力波通信は発生しなかった」

「細かく指示を与える時でさえも、召喚者と精霊の間で、直接的な情報のやり取りは発生しないっつうのは、本当に意外だったな」

　幹人の言葉に続けて言って、照治はガシガシと自身の頭を掻かいた。

「つまり、データの経路はいつでも、召喚者から神殿を通り精霊へ、または精霊から神殿を通り召喚者へ……となる。必ず間に神殿を挟むわけだ」

「……この事実から、精霊の、実行プログラムや、それを載せたハードウェアが、存在するのは、神殿の中……という事が、言えたり、するでしょうか」

　そう考えを口にしたのは魅み依いだ。彼女の言葉に照治は頷いた。

「そうだな……。そもそも、精霊は術者の指示なしに勝手に動く事が出来る自動的なシステムでもある。だというのに、聖水にも樹印にも計算回路的なものが載ってない。それだけで自動的に動くわけがないんだ。つまり、」

「実際に、精霊を作って動かしているのは、おそらく、神殿。だから、精霊魔法を使っている、間は、召喚者も精霊も、必ず神殿と通信し続ける」

　魅依が紡つむいだ結論に、幹人もうんと一つ頷く。

「ちょっと摑めてきた感があるな、精霊魔法」

　本丸である神殿はウルテラからも遠くにあり、何よりも入るのが大変らしいというのが悔やまれる。

「むえー……わ、私はもう混乱してます……。普通の魔法と、精霊魔法は色々違うんだよね？　あと、杖を使った私たちの魔法も普通とは違うんだったよね……？」

　それぞれ何がどーなってるんですか……？　頭を抱えて咲がそう唸った。

「よし、それじゃ咲、おさらいだ。まとめてみよう」

「お願いします！」

「普通の魔法……っていうのは、この世界の人間が自分で星から魔力を引き出して、さらに自分の頭で魔法を組み上げる。利点として、人間は大きな魔力を星から引き出せるから、強い魔法を撃てる。欠点は、年単位で練習しないとまともに使えるようにならない」

　ふむふむ、と頷きながら妹はこちらの話を聞いている。

「年単位で練習なんてやってる時間がないから、俺たちは魔ま導どう杖じようという道具を作り上げた。人間より星から引き出せる魔力は小さいけど、精確に自動で魔法を発動させてくれる魔道具を改造してね」

　なお、魔道具の中には魔ま吸きゆうコインという部品があって、これが星から魔力を引き出している。引き出した魔力は星せい命めい魔ま法ほうにも火属性魔法にも土属性魔法にも、何にでも使える。

「なんだっけ、人間と魔道具の良いとこ取りをしたんだよね？」

「そう。人間が魔力を星から引き出して、それを使って杖が魔法を組み上げる。自分の頭で魔法を組み上げるわけじゃないから、練習の必要がない。人間は魔吸コインよりも大きな魔力を星から引き出せるから、魔道具より魔法の威力も高い。これが俺たちの、杖を使った魔法」

　この、杖を使った魔法と精霊魔法には、似ている部分と違う部分があるのだ。

「精霊魔法も同じように、人間が直接、魔法を発動させるわけじゃない。神殿が魔法を発動させてくれるんだ」

「あ、『お祈り』すると精霊さんが出てくる！」

「そう、『お祈り』。人間が自力で精霊を作ってるんじゃなくて、精霊を作ってくれる神殿にお願いをする。それに応えて神殿が魔法を実行して、聖水と樹印に働きかけて、そこに精霊が出来る。……ただ、杖と違って、神殿は遠く離れてる」

　ここが自分たちが使っている魔導杖と、精霊魔法の大きな違いだ。

「離れた場所にある神殿とやりとりしなきゃいけない精霊魔法は、遠くまですごいスピードで飛んでくれる魔力波による通信が、とても重要になってくる。精霊魔法はネットに繋いでないと使えないアプリみたいなもんだ」

「ふむ～！　なるほど～！　なんかわかったような気がします！」

　咲がぴょいんと元気よくジャンプしながらそう言って。

（…………ん？）

　幹人の中に、少し引っかかるものがあった。

　なんだろう、自分の説明に、何か見落としている点があるような。なんとなく、腑ふに落ちない気持ち悪さがある。

　普通の魔法や杖を使った魔法と比べた、精霊魔法の仕組み。それについて、気づいていない重要な事があるような気がする。

「しっかし、誰が作ったんでしょうね、神殿って」

　部員の一人が、そんな事を言った。

　そこも気になるところで、そちらに幹人の思考は流れていく。

「ザザ、精霊魔法っていうのはいつ頃からあるの？」

「……ごめんなさい、わからないです。すごく昔からだとは思うんですけど」

「そっか。それは魔道具の出現よりも前？」

　連続した幹人の質問に、ザザは「それは、だと思います」頷いた。

「照兄、神殿の中ってやっぱ、魔道具と同じく回路が詰まってるのかな」

「俺には、だとしか思えんがな。しかし、魔道具の出現よりも以前……違う文明で作られたという事か？　ううーん……」

　眉根にしわを寄せ、照治は腕を組んで唸っている。

「なんてったっけ？　魔道具作って流通させたっていう、今は行方不明の天才」

　犬塚の問いには、またザザが答えた。

「ジーリン・アッドクライムです」

「……そもそも、だ。ザザを疑うわけじゃないんだが、そのアッドクライムなる人物の話、俺はかなり眉まゆ唾つばだと思う。魔道具を一から一人で作ったというのはやはりどう考えても信じがたい。こんな技術体系が築けるか？　たった一人で」

　難しい表情と声音のまま呟いた照治に幹人も続く。

「俺はパーツがきっちり規格化されてるっつうのが気になるんだよね……。そんな必要あるかなあ？　本当に自分だけで開発するんだったらさ」

　魔道具の内部パーツは、同じ大きさだったり同じ径けいだったり同じ形だったりという事が驚くほど多い。簡単に相互の交換が可能になっているのだ。

　一人の人間が単独で開発したというには行き過ぎた配慮に感じる。

「みぃちゃん先輩はどう思う？」

「え、ええと、そう、だね……私、は」

　天才の事は天才に聞いた方が良いだろう。

　問うた幹人に、その先輩は色々考えてくれているんだというのが伝わってくるほど時間を掛けて、やがて口を開いた。

「……繋がりを、感じます」

「繋がり？」

「う、うん……。開発機に、搭載されている、プログラミング言語には、ええと、その、色んな人と繋がっていこうっていう、思想、みたいなのが、強く、浮かんでいて。汎はん用よう性が、とても、高いんです。あれが、たった一人の考えだけを、反映して、たった一人のためだけに、作られたようには、思えなくて……」

「へえ……ああ、でも、俺がハードウェアの方から感じた事と方向性は同じか……うん、繋がり、……そうだね」

　自分だけがわかればいい、自分だけが弄いじるからいい、そういう思想が魔道具には薄いのだ。それを、魅依は繋がりを感じると表現したのだろう。

「アッドクライムは個人ではなく実は何らかの集団だった、もしくは集団どころじゃなく独自の文明だった、あたりかな。つまり、」

「私たちと、同じ事態に陥った、どこかの、異世界出身者……。地球じゃないにしても、同等以上の文化レベルを、持った」

　幹人に続いて魅依が言った言葉は、幹人たちの立場からすると明るい展望と暗い予想、どちらも同時に考えられるものだ。

　異世界出身の同類ならば、有意義な情報交換を行える可能性は高い。

　だが、アッドクライムがまだこの世界にいたのなら、それはかの人物も元の世界に帰る方法を見つけられていないという事かもしれないのだ。

「精霊システムも異世界出身者によるものだろうか……。アッドクライムとは別の。彼とは違うタイミング、年代でやってきた異世界出身者が遺のこしていったものかもしれん」

　言いながら、むーんと照治ははっきりしない事実にずっと渋い表情だ。

「……ん、あれ、アッドクライムって彼でいいんだっけ？　彼女？　ザザ、どっち？」

　照治は彼と言ったが、そう言えば聞いていなかった気がする。

「彼女、です。女性らしいですよ」

「へー、女の人なんだ」

　どちらだろうがそこは別にどうでもいいと言えばどうでもいいが、人物のイメージ像が少しだけ鮮明になった。

「まー、ともあれ、ともあれだ。話を進めるぞ」

　パン、パンと手を叩いて、照治が空気を入れ換える。

「大精霊祭に出場するため、そして勝つために、面白いアイディアが見つかると都合が良い。今回の実験結果を踏まえて、何か思いついた者はいるか？」

「……え～っと、じゃあいいっすか？」

「おう田た川がわ、なんだ？」

　照治の問いかけにまず反応したのは、田川という名の電気科四年の男子学生だ。

　異世界に来た当初は川で魚を釣りまくり、皆のお腹を膨らませてくれた人物である。

「いやあ、でもこれ……ちょっとその、倫理的にどうかなと思うもので」

「はあ？　何寝ぼけた事を。アイディア出しの段階なんだからいいんだよ、言え言え」

「じゃあ遠慮なく。手当たり次第に色んな信号を神殿へ送りまくって反応を引き出すというのはどうでしょう。神殿側が想定外で対処してないものを送れたらなんか面白い精霊とか出てくるかも。インジェクション的な」

「うわあお前最悪だな……最低限の良識もないのかよ……誰だか明らかになってない状態のコナ○の犯人みたいなビジュアルしてるヤツはこれだから……」

「あんたが言えっつったんだろ！　つうかそこまで言う事なくない!?」

　照治のあんまりな反応に吠ほえる田川である。

　優しい先輩ではあるのだが、鋭い目つきにスキンヘッドという特徴的なビジュアルをしているので、確かに、黒ずくめにしたら誰だか明らかになってない状態のコナ○の犯人そのものである。

「ええと、田川先輩の案、面白そうっすけどね。駄目なんですか？」

　幹人が問うと、田川は自身の禿はげ頭あたまをパチンと一回叩きながら答える。

「ま～、サーバ側の不具合を引き出すような入力を与えるって、ハッキングとかクラッキングの常じよう套とう手段の一つでさあ。問題は、サーバ側の安全が保証されないわけよ」

「……神殿が壊れるかもしれないって事っすか？　めちゃくちゃまずくないっすか？」

「……その、え～、現在進行形で動いてて、生活に深く根付いてて、下へ手たすると誰も内部のメンテナンス方法を知らないかもしれないサーバをもし落としたら、大変まずい」

「却下却下！　さすがに却下！　田川先輩最低！　倫理に悖もとる！　忘れたんすか俺たち大おお山やま高専の校訓！　技術者である前に？」

「人間であれ！　忘れてねえよ！　だから俺だってどうかと思うって言ったのに！　でもアイディア出しだっつーからさあ……！」

　声を荒らげる田川の頭が、陽光に反射してキラリと光った。

「わかったわかった、田川の案も、一応アイディアとして持っておこうな。もし俺たちが精霊システムやそれを使う人間たちに対し、並々ならぬ憎悪を抱いだく日が来たなら活用しよう」

　照治がそう言って、書記役の部員がホワイトボードに『憎悪発散用邪悪アイディア：インジェクション攻撃（田川発案）』と書き込んだ。これで議事録にも残る事になる。

「うわー言わなきゃ良かったあ……」

　項垂うなだれる田川。どうかこのアイディアがアイディアのままだけであってくれる事を幹人は祈っておいた。

「他にはいないかー、考えのある者」

「はい！　俺ありますよ部長！」

「おう犬塚、なんだ」

「精霊システムって、常に神殿と通信がある事が大前提なんですよね？　だったら狙うのはそこでしょう！　大精霊祭の試合中の話っす！」

　ほう、と照治が促して、犬塚は続ける。

「フォスキア戦と似たような事っすよ！　三峯先輩が出したあの案はすこぶる良い手だったと思うんす、せっかくのあれを再利用しない手はない」

「おお、つまり？」

「妨害ですよ妨害！　複雑で密度の高い通信をしてるところとか狙って妨害しましょ！　通信妨害！　相手の精霊をシステム的に機能不全に陥らせちまえばいい、そうすりゃあ俺たちの勝ちだ！」

「──いいじゃないか！」

　照治がパチンと音高く指を鳴らした。

　突然魅依をスカウトしてきたテオバルドもやっていたような仕草だが、背がスラリと高く顔の整った人間がやると絵になる。

「って事は、具体的には、今回の実験で確認した限り最も密な通信が行われていた精霊・神殿間の魔力波通信を、同じような周波数帯にノイズ出しまくって妨害する……とかだな？」

「そーです！　そういう感じ！」

「ふーん、ほー！　いい！　……何がいいって、上手くすればこりゃ、相手が強かろうが弱かろうが問答無用で有効だという点だ！　精霊の強さと、魔力波通信時のノイズに対する影響の受けなさというのは、まさか正比例はとらんだろうよ！」

　むしろ、ハイレベルな術者ほど精霊に細かい指示ができるようになっていくらしいので、妨害の影響はより受けやすくなるかもしれない。

「よしよしよし、どうだ？　犬塚のこの案を俺たちの製作する高専式精霊のメイン武装として採用するというのは」

　照治が挙手で意見を確認すれば、メンバーは揃って「いけそういけそう面白い！」などと言いながら手を挙げる。

「真正面からはやり合わずに搦からめ手で嵌め殺しにいくというスタイルが、実に高専らしくて俺は大変好みだぜ……！」

　ホワイトボードに書記役が決定事項として先の案を書き付けるのを見ながら、照治はそんな風に独りごちた。

「さて話がまとまったところでそんじゃあ！　魔力波の実験はここまでにしてそろそろ精霊本体の製作に入るか！　金はある！　三峯基金が大量に！　……金はある、って実際口にするとすげえ気持ちいいな！　もう一回言うぞ！　金はある！」

「ありがとう三峯先輩！」「最高っすよ三峯パイセン！」「よくやったジーニアスみぃちゃん！」「さすが俺たちのエースオブエース！」などの言葉が飛び交って、恐縮した様子の魅依は小さくなっている。

「ただし時間はない！　予選期間の最終日は十二日後！　最終日に飛び込んで試合数が稼げるかどうかは運次第らしい！　なのでなるべく早めにエントリーしたい！」

「よおし、さっさと作っていこう！　諸材料の買い出しにも行かなきゃね」

　照治の言葉へ続けて幹人が言うと、クイクイと手が引かれる感触。咲かと思って顔を向ければ、ザザだ。

「買い物、行くなら……その、私も一緒に行きたいです。いいですか？」

「もちろん。そりゃ助かるよ」

　こちらの返答に、はにかむザザ。

　普段はクールな彼女がそんな顔を見せると目め眩まいがするほど愛らしいが、果たして自覚はあるのだろうか。無自覚ならば凶器に近い。

「何買うんですか？」

「まずはね、やっぱりパーツ取りの魔道具をちょっと仕入れたい。魔力を星から吸い上げてエネルギー源になってくれる魔吸コインっていうやつをね、たくさんゲットしな、い、……と…………？」

「ミキヒトさん？　どうしたんですか？」

「あ、あ、…………ああああああ！　そうだ！　わかったわかった！　なんか見落としてると思ってたんだ！　ザザ！　今更なんだけどさ、精霊って何で動いてんの？」

「何って、もちろん魔力です」

　そうだ、それはそうに決まっている。決まっているのだが。

「その魔力って、どう調達してるの？」

　普通の魔法であれば、術者が自分で魔力を星から引き上げる。魔道具であれば、魔吸コインが自動で引き上げる。

　杖を使った魔法では、術者が自分で魔力を引き上げ、魔道具である杖に渡す。

　だが、精霊魔法ではどうだ？

「だって、術者と離れて戦う精霊に、魔法を維持するための魔力を手渡し続けるっていうのは無理だよね？　杖は手元にあるからそれが出来るんだけど……。かと言って、聖水にも樹印にも、魔道具みたいに魔吸コインがあるわけじゃないし」

　神殿から送られてくる魔力波も、あくまでデータに過ぎない。神殿と魔力波で繋がっていても、自身の動力源となる何かがなければ精霊は動かないはずだ。

「例えば、もし精霊聖水とか精霊樹印が、人間の引き出した魔力を貯ためておけるっていうんならわかるんだけど……」

「あ、そうです。聖水がそうです。聖水は人間が引き出した魔力を貯められるんです。それを使って精霊は動きます。あんまり長時間動ける量ではないみたいですが」

「……──マジで!?」

　思わず彼女の肩を摑んで言えば、ザザの白い頰に朱しゆの刷は毛けでそっとひと撫なでしたような色が乗る。

「あ、ごめん」

「い、いえ……」

　肩から手を離す。むき出しの彼女の肌に触れた手のひらにすべすべの感触がまだ残っている……が、今はそれに意識を取られている場合ではない。

　異性の身体の感触よりも、技術的好奇心の方が優先されてしかるべきだ。

「魔力を貯められる。そう言ったんだね、ザザ」

「…………」

「ザザ？　ザザ、おーい」

「……え？　あ、は、はい！　はい、えっと、そうです。精霊聖水には魔力が貯めておけます。……でも、それが何か？」

「何か、じゃない……！　えらいこっちゃだ！　照兄！」

　ザザの方へ向けていた顔をぐりんと方向転換。

「待て、ちょっと待て、…………よし！　試す準備が出来た！」

「話が早過ぎる！　さすが照兄！　最高！」

　地面に膝を突いた彼の足下には、瓶に入った状態の精霊聖水。

　さらに手には、どこから持ってきたのか魔道具の一つ、引き寄せ器が半分分解された状態で握られている。

「ザザ、この精霊聖水にまだ魔力は残ってるか？」

「と思いますけど」

「そうか。んー、どうすりゃいいんだろうな。……シンプルに突っ込んでみるか」

　そう言って、照治は引き寄せ器の内部から伸びた一対の導線を精霊聖水の中へ突き込んだ。本来、あの導線の先には星から魔力を引き出す魔吸コインがある。

「マジでこれで動いたりしてな、はっはっは…………ってうわあああああああああ！」

「うわあああああああああ！」

　引き寄せ器のスイッチを入れた照治が悲鳴を上げて、幹人も同時、頭を抱えながら同じ有様だ。

「うわ！　うわ！　マジかマジか!?」「うわああああ！」「ひええええ！」「えらい事になってきたぜ……！」などと、周りの部員たちからも同様の声が漏れる。

　照治が握る引き寄せ器の先端には見事、引き寄せられてきた魔力波測定器の一台が張り付いていた。

　つまり聖水には本当に魔力が貯められており、その上、それで魔道具も動作するという事だ。

「しかも照兄！　なんか引き寄せる勢い、めっちゃ強くなかった……？　魔吸コインで動作させる時と比べてさ……」

「強かった！　すげえスピードだった！　聖水は魔吸コインよりも出せる魔力が強いって事だ！　……いや、でもそうか、そうだよな、精霊は人の代わりに戦えるくらいなんだから、その動作源である聖水の魔力出力が高いのは、そりゃそうだよな…………いやいやおいおいマジかマジかマジか!!」

　最高かよ買ぁい込むぞこれえええええええ！　と照治は叫んだ。

　聖水も樹印も、ウルテラの街で普通に販売されていたので手に入れる事が出来る。

「あのー……ミキヒトさん、一体何がそんな……？」

　大興奮の幹人たちと違い、事態を把握していないザザは、ただただ不思議そうな顔をしている。

「ザザ！　ザザたちって、聖水みたいに魔力を貯められるものをさ、魔法を発動させる時に使ったりしないの？」

「えー……しない、ですね。だって、魔力は星から引き出せるじゃないですか。わざわざ聖水とかに貯めておいたものを使うって、そんな必要ないので。どっちでも疲れ方は変わんないですし」

「んんん……そっかあ…………そっか」

　魔法は、使いすぎると疲れる。これは、経パ路スと呼ばれる人の身体の中にある魔力の通り道が、たくさん魔力を通されると疲労していくから、らしい。

　星から引きだした魔力だろうが、既に星から引き出して聖水に貯めた魔力だろうが、身体に通せば同じように疲れるというのなら、確かに魔力貯蔵物なんて使う意味はない。

「でも、俺たちの場合、事情が違うんだ……！　もちろんこれから自作する俺たちの精霊の動力源に出来るって事もあるけど、……魔道具の動力源としても使えるってのが何よりでかい！　杖について、こりゃ、すごい事になるぞ！」

　魔道具は自分で人間のように大量の魔力を星から引き込む事はできないが、一旦人間が星から引き込んだ大量の魔力を使う事ならできる。

　先ほど照治が試したように──それが、精霊聖水内に貯められたものであっても。

「魔力の充電池が手に入ったって事だ……！　壊れない限り魔力を星から引き出し続けてくれる魔吸コインと違って、電池切れのリスクはあるけど、その代わり出力が魔吸コインより上……もしかしたら、人間に匹敵しかねないくらいデカい！　…………うわ、あんな事やこんな事が出来るぞ……出来ちゃうぞ……」

「魔力を貯められる……って事は、おっ、平滑コンデンサにもなるか？　ううん……」

　こちらと同じく、目を輝かせて色々と考えているらしい兄貴分に声を掛ける。

「照兄！　俺、杖改造してていい!?　精霊聖水使って強化する案がある！」

「あんだとお!?　んんんんんん！　許可する！　うちの場合、補助役サポーターは当然、杖を使うわけだからな！　杖の強化は大精霊祭的にも重要な事だ！」

　幹人の頭の中にはもうグルグルと、あれをしようこれをしようという思考が回っていて、居ても立ってもいられない。

「アメちゃん、俺の力はいるかい！」

「んなもんいるに決まってんじゃん！」

　協力してくれるらしい友人とハイタッチ。他の何人かの部員もこちらを手伝うと言ってくれて、杖改造班ができあがった。

「いよおおっしゃああああ！　照兄！」

「なんだ！」

「人生ッ、……楽しいいいいいいいい!!」

「俺もだよおおおおおおおおおおおお!!」

　平常運転な幹人たちの咆ほう哮こうは、異世界の空の下でも平気な顔をして高らかに響き渡る。

「……なんだかすごい勢いだね、サキ」

「幸せそうでいいと思います。お兄ちゃんたちはこれでいいのです、見守りましょう」

　傍で見ながらのザザと咲からはそんなコメントが届いた。

　いつの間にやって来ていたのか、咲の腕に抱かれたネーロも「ニャアン」と一鳴き。

　彼がなんと言ったかは、残念ながらわからない。





　　　　◇◆◇






「Satelliteサテライト Heteronomousヘテロノモス Innovativeイノベーテイブ Kinestheticキネステイツク Intelligenceインテリジエンス……頭文字を取ってシキ！　それがこいつ、高専式精霊の名だ！」

「かっちょ良すぎるぜ……」

　予選期間終了まであと六日。

　精霊製作班の様子を見に来た、杖改造班の幹人である。

　ビラレッリ邸一階、広い面積を持つ作業部屋で兄貴分が披露してきたのは、星命魔法による光の塊かたまりで身体を構築された、自作精霊の姿だ。
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「もちろん式しき神がみや使し鬼きと掛けている。ちなみにさっきのを日本語訳すると、従じゆう属ぞく他た律りつ式革命的躍動知能」

「ほほー、それっぽいぜ！」

　横に押し広がった形の扁へん平ぺいな六角柱。そこに関節が二つあるようにして作られた脚が、側面一つにつき一本、計六本。

　蜘く蛛ものようなそのフォルムの造形はかなりシンプルだ。

　大きさは、高さが人の頭ほど。足まで含めた横幅は広く、三メートル近くあるだろう。

「これ、樹印の中に星命魔法発動の回路を仕込んでるんだよね？」

　精霊の身体を構築するのに土や氷の魔法でも出来ない事はないが、強度や造形の自由度、何よりエネルギー効率から言って星命魔法がやはりベストだ。

「おう。樹印はデカくて厚いのを仕入れた。週刊少年誌を二冊重ねたくらいのサイズ」

　樹印は術者によって相性があるらしく、大きさに種類がある。

　ルール上、ウルテラの街にある大会の公認店で購入した樹印を使用しているのであれば、大きなサイズのものでも問題ない。

「……神殿から喚よび出だしたものでこそないが、こいつだって魔法で構成され、魔力で動いて、指示に従って戦うんだ、れっきとした精霊だろう。少なくとも俺はそう思っている。俺たちの、自慢の精霊だ」

　自身の製作物へ、照治は愛を感じる声音でそう言った。

　実際に試してみた事だが、幹人たちは誰一人としてまともな精霊魔法を扱う事が出来なかった。使える魔力があれだけ巨大な咲も含めて。

　全員、どうやら適性はないようだ。

　神殿に対する敬意が足りないのかな？　なんて、冗談半分の理由が考えられている。

「これこそ、こいつこそが、俺たちの尽くす『全力』だ。他の精霊にだって劣らねえ」

「うん」

　一応は精霊魔法を使えるザザに、召喚役サモナーを務めてもらうという手もある。とりあえず出てみるだけ出てみたい……そんな温ぬるい気持ちだったら、それもアリだ。

　だが、大精霊祭には『ルールに反しない限り、躊躇ためらいなく全力を尽くせ』という理念がある。

　もし、それを抜きにしたって、この催もよおしには本当に心から、血がたぎってたぎって仕方がなくて。

　だから、本気で向かい合いたい。

　自分たちに出来る何よりの『全力』で、ぶつかりに行きたいのだ。

「へいへいへい精霊の試作品が出来たってほんとっすかあああ!?　ん、おっほー！　こいつか！　いいじゃんいいじゃあああん！」

　部屋に響く、テンションの高い声。入ってきたのは犬塚だった。

「あ、これって想そう話わで遠隔操縦するんすよね!?　樹印の中に各ユニットを全部収めたんじゃ、それぞれが干渉しません!?」

「中に魔力波測定器のアンテナを応用して作ったシールドを挟み、かつ、干渉が起こる事を前提としてプログラムの方で調整を──」

　彼の疑問にはオオヤマコウセンの誇る巨漢、鉢はち形がたが答えている。

「ん、照兄、想話で操作する完全な操縦式なんだよね？　シキの最後のＩはインテリジェンス、知能って言ってたけど、じゃあ知能ではないのでは……？」

「それはお前、あれだよ、そのー、今はほら、ちょっとした完全な噓っぱちだ」

　はっはっはと照治は笑った。

「なあなあ、部長。あの～、相談があるんすけど～」

　精霊製作班の一人、スキンヘッドが特徴的な電気科の四年生・田川がやってきて、照治の肩に手を置いた。

「やっぱさ、六本脚じゃなくて八本脚にしない？」

「うるせえよ！　まだ言うのかお前！」

「でもだって！　脚は多い方がかっこいいでしょうが！」

「脚増やしたら出力素そ子しも増やさにゃならんだろが！　樹印の中がもうどれだけキッツキツかわかってんだろ！　あと六本脚の方が美しい！」

　やがて幹人を置いて、熱い議論が始まった。

　議論があるのは良い事だ。二人からそっと離れて自分たちの精霊・シキを眺めていると、犬塚がこちらに手を振っている事に気づく。

「アメちゃんアメちゃん！　なあなあ！　本番での精霊の操縦手、まだ決まってねえんだって！」

「あ、そうなの？」

「今日、こうしてようやく形になったからな。まだそこら辺は後回しだ」

　低く渋い声で鉢形がそう言った。

「補助役サポーターは雨あまケが谷や、やはりお前がやるのか？」

「はい」

　精霊を魔法で援護する補助役サポーターは、幹人が務める予定である。

　これは自分で立候補したものだ。

「……そうか、…………なんだ、……まあ」

　鉢形は少し何か言いたげだったが結局、「無理はするなよ」と言葉を切った。

「テツさんテツさん！　自分も杖改造班なのはわかってますけど！　あのー、でも！　でもなんですけど！　俺……やっぱ試合に出たあああい！」

　言いながら、犬塚は輝く瞳で精霊を見つめている。

「……む、本番での操縦を担当したいという事か？」

「そうっす！　精霊製作班の方で操縦やりたいっつー人がいるんならさすがに譲りますけど……そうじゃないんなら是非！」

「やりたいと言っているヤツは今のところいないが。ううん……そうだな」

　腕を組んで少し考える姿勢の鉢形。幹人は友人の後押しをする事にした。

「テツさん、イヌちゃんが相方なら俺はめっちゃやりやすいです。息ぴったりだから」

「アメちゃん良い事言う！　そうそう！　ウルトラナイスアンドベリーグッド、スーパー素敵コンビネーション見せますよ！　信じて信じて！」

「……よし、ならばとりあえず、今から庭で動かしてみるか？」

　その提案に一も二もなく犬塚はブンブンと首を縦に振った。

　鉢形がカタカタと開発機を操作すると、蜘蛛型精霊の身体が掻き消えた。球状の精霊聖水と、それに包まれた樹印が宙に残る。

　下に瓶を置くと、聖水はその中へ自動的に収まっていった。最後に瓶の上に樹印が乗る。

「おー、鮮やか」

「三峯がしっかり制御プログラムを書いたからな」

　幹人が拍手をすると、鉢形は満足げに頷きながらそう言った。

「さすが三峯先輩だぜ！　んじゃあさっさと庭に行きましょうそうしましょおおお！」

　瓶と樹印を引っ摑み、言うが早いか、犬塚は凄まじい勢いで部屋を飛び出して行った。やる気満々だ。この分ではおそらく、彼が操縦手に本決まりするだろう。

「忙せわしないヤツだな」

　呆れたように言いながら、鉢形も大股で部屋を後にした。

　さて、自分はどうしようか。

「タコは八本脚でしょう!?　って事はやっぱ八本脚がかっけえって事でしょう！」

「タコのどこが格好良いんだ言ってみろ、このネクスト・コナ○ズ・ヒント『ハゲ頭』が！」

「そうっすそれっす俺とお揃いのヘアスタイルなとこっすよ！」

　照治はスキンヘッドの四年生・田川相手にまだ激論を交わしているようだった。

　終わりそうにないので、幹人も犬塚と鉢形を追いかけて庭に行く事にした。部屋を出て、廊下を行く。

「……あ、雨ケ谷せんぱーい！」

　すると、前から小走りにこちらへやってくる人影が一つ。

　咲を除けば最年少、オオヤマコウセン唯一の一年生である。男子にしては少し低めの背丈と高めの声だ。

　向むかい野のという名字の彼は、異世界に来てからもヘッドホンをいつも首に掛けている。身に付けていると安心するようで、お守り代わりらしい。

「あの、さっき犬塚先輩がすごいスピードで走って行ったんですけど、何かあったんですか？　その後、テツさんも追いかけてましたし……」

「精霊がひとまず出来上がったらしくてね、庭で試運転するんだよ。イヌちゃんが操縦やりたいって言い出しててさ」

「あ～、なるほど」

「俺も見に行こうかと思ってるんだけど、一緒にどう？」

　向野は幹人と同じく杖改造班だ。高専式精霊・シキをまだ見ていないはずである。

「行きます行きます！」

　弾んだ声を上げた向野と、揃って廊下を歩いていく。少し歩幅の小さい彼に合わせて、歩調は緩めだ。

「犬塚先輩が精霊の操縦やるんなら、雨ケ谷先輩とペアですね。安定感がすごい」

「そう？　俺もイヌちゃんがペアなら特にやりやすいよ。それに元々、イヌちゃんはロボコペでも操縦担当だったしね」

　幹人たちが出る予定だった今年の高専ロボコペは、自動で動くロボットと手動で操縦するロボットのペアで、決められた課題をこなす競技。

　そして犬塚は、手動ロボットの操縦担当だったのだ。

「あ……そう、ですよね。……そっか、犬塚先輩、……そしたらそうですよね」

「まあそりゃあ出たいよね、今回の大会。イヌちゃん、大舞台での勝負大好きだし」

「…………そうですよね、……だって、あんなに」

「向野？」

「……あ、いえ、何でもないです！　楽しみですね、僕たちの精霊！」

　一瞬、顔を伏せたように見えたが、向野はそう言って明るい声を出した。

（……何かあったのかな？　気のせいか？）

　その後、庭に出て試運転を始めていた犬塚たちに合流し、精霊の動く姿を一緒に楽しんだが、特に沈んでいる様子は見えなかった。

　やはり、気のせいだったのだろうか。
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「どうだった!?」

「どうだったもこうだったもないっすよ。部長、あんたの弟分はマジでおかしい」

　犬いぬ塚づかが照てる治じへそう返す隣、幹みき人ひとは右手で作った握りこぶしを堂々、天に掲げている。

　これは、やり遂げたガッツポーズだ。

「通ったんだな？　こいつのこの様子からすると」

「通したんすよ。いや、マジでほんとに何とかしやがった……」

　ここはウルテラの街、大だい精せい霊れい祭さい登録所のテントの前である。

「よおしよくやったよくやった！」

「いえーい！」

　褒めてくれた兄貴分にピースサインを送ると、彼はサムズアップを返してくれた。

　大精霊祭予選日程、本日は最終日より一日前だ。

　連日連夜の製作作業を終え、なんとか精霊本体と新型の杖つえが完成。タイミングとしては滑り込みである。

　他の精霊使いたちが召喚するような精霊ではない、星せい命めい魔ま法ほうで組んだ幹人たち手製の精霊。

　問題は、本当にそれを精霊だと認めてもらえるかどうかだ。

　ギルド・オオヤマコウセン総出でこのウルテラの街に訪れ、シキを連れて登録所に入ったのは幹人と犬塚の二人。

　犬塚は結局、正式に精霊の操縦担当となった。つまり、精霊召喚役サモナーという事になる。

　幹人は補助役サポーター。

　本来、登録所に入るのは犬塚だけで良かったのだが、幹人は長所である会話能力を活用し、何とか登録所の係員を説得するための要員である。

「最大の難所突破だな。大手柄だ、雨あまケが谷や」「雨ケ谷パイセンすげえや！」「ここまでくると気持ちが悪い！」「雨ケ谷先輩ナイスプレー！　人間転がし！」「俺が犯人だったら殺すのは最後にしてやるところだ！」

　結果はと言えば、部員たちから飛んでくる喜びと賞賛の声が示している。

「はっはっは、よせやいよせやい！」

「す、すごい、ね、みき君、ほんとに、どうやって……」

「真正面から行ったよ、正直に色々話してね。騙だますのもフェアじゃないし」

　自分たちの精霊が他の精霊のように神しん殿でんから喚よび出だしたものではなく、自作魔道具によって作り上げられているものだというのは、登録所の係員には説明をした。

　その上で、精霊の定義がルール上存在しないという点を主張し、出させてもらえないかと頼み込んだのである。

「勝因は二つ。一つ、事前に『こういうのを作って出たいんです』って確認に行ったんじゃなくて、『こういうのをもう作っちゃってて、これでどうにか出たいんです』って事後承諾を求めた形だったから押し通せたって事。申し訳ないけど、そっちの方が断りづらいだろうからね」

「な、なるほど……もう、一つは？」

「もう完全に舐なめられてる事、っすよ！　『わかったわかった、ど～してもそんなんで出たいならもう好きにしたらいいけど、まともな精霊に勝てるわけないよ』って！　最後は鼻で笑われましたよ！」

　幹人に代わって魅み依いに答えたのは、不満げな声音の犬塚だ。

　魅依が適性審査で描いた紋様は高く評価されたし、今回持っていった樹じゆ印いんも、紋様の質は良いものだと言ってもらえた。

　だからこそ、まともな精せい霊れい魔ま法ほうでない事について、かなり否定的な事を散々言われてしまった。

「よくアメちゃんは粘り強く交渉したよなあ。俺はキレそうだったよ」

「あっちの反応も当然だとは思うからね、仕方ないよ。俺たちが変な事やってんのは確かなんだから。…………でも、おふざけだと思われてんのだけは心外だな」

　幹人がそう言うと、照治が鼻を鳴らして不敵に笑った。

「ふん……おふざけか。上等だ。自作魔道具を馬鹿にされるのは以前にも経験したが……その評価はもう覆してやった」

　今度も同じだ。

　堂々、そう言った照治に部員一同、揃そろって頷うなずく。

　そんな会話を交わしていると、登録所のテントがバサッと開いて係員の男性が顔を出した。

「オオヤマコウセンの人は……あーいたいた！　これからすぐに試合、大丈夫？」

「ああ、はい。幹人、犬塚、いけるか？」

「もちろん」

「ばっちこいっすよ！」

　幹人と犬塚が揃ってそう返したのを確認し、照治は係員へ代表として名乗り、正式な返答をした。

「それじゃあ、ステージの方へ。君たちは赤の側だ」

　大精霊祭の試合では、赤と青でサイドを分けている。ステージ中央の紋様の上に精霊を乗せ、自分たちの色で染め切ったなら勝利だ。

　どういう仕組みなのかすごく気になるし、何ならそれをハック出来れば勝てるのではないかという意見もあるが、教えてもらえないらしい。残念だ。

　係員の男性に案内され、ザザを加えて十三人となったメンバー全員でぞろぞろとステージ脇へと移動する。

　対戦相手のギルドはもう来ていたようで、がたいの良い男性がこちらを一いち瞥べつして片手を上げ、挨あい拶さつをしてくれる。

　軽く頭を下げて返しつつ、こちらも準備を開始。幹人は道具を担いで、自分の仕事場となる補助役サポーター用の台座の上へと移動する。

「……君！　それ、試合中に使うのかい？」

「はい。いけませんか？」

　こちらの大荷物を見とがめた係員の男性へ一応そう問い返すも、問題のない事はルールブックできちんと確認してある。

「いや……わかっていると思うけど、補助役サポーターがやっていいのは魔法での支援だけだよ？　武器とかは使い道がないぞ」

「ええ、承知しています」

「ならいいんだが……ほんと、わけわかんないね、君たち」

　係員の男性は、いよいよ呆あきれ返った顔をしている。

　この世界、少なくともこの国においては魔法を使う上で杖などの道具を使う事はないらしいので、変に見えるのだろう。

　変に見られる事は地球に居た頃から慣れっこなのでどうでもいい。

「よっと」

　ガシャン、と道具一式を脇に置いて組み立てを始める。とは言え、複雑な事をするわけではない。

　自分の胸までほどの高さを持った三脚を、しっかり脚を開いて設置。その上に、太い筒状の筐きよう体たいを寝かせる形で組み付ける。それだけだ。

　でき上がったものの見た目は、ごつめの天体望遠鏡と言ったところだろうか。

　後方支援特化型固定魔ま導どう杖じようver1.0である。

　今回の戦いでは移動する必要がない、というかルール上この台座の上から動けない。

　なので、これは機動力などというものは綺き麗れいさっぱり捨て去って、代わりに大型の素そ子しをふんだんに使い火力へスペックを全振りした、とても漢おとこらしい仕様となっている。

　そんな作業をしているうちに、犬塚が聖せい水すいを樹印に掛けて球状の待機状態を作った。

　向こう側からも対戦相手の精霊召喚役サモナーがやって来て、同じ事をしている。

　犬塚も対戦相手もステージを降りて台座に収まり、中央ステージの周り、選手四人が所定の位置へ着いた事になる。

「やるぞアメちゃん！」

「おうよイヌちゃん！」

　犬塚がこちらへビシッと親指を立てる。

　同じ仕草を返してから、幹人は溶接や切せつ削さく作業用として部で所有していた遮光レンズ入りの保護ゴーグルを目に掛けた。

「では双方、準備はいいな！」

　大会運営に属する、審判役の男性が声を張る。

　選手四人が頷いたのを確認し、彼はバッと手を振り上げた。

「…………始め！」

「精霊召喚サモン！」「精霊召喚サモン！」

　相手方の精霊召喚役サモナーと犬塚が同時に叫ぶ。

「……ん!?」「は!?」

　そして響いたのは、相手方二人の動揺に満ちた声だった。

　彼らの精霊はまだ召喚途中、精霊が膨らんで形と色を変えている段階である。

　開発期間中に何回か試合を観察したところ、精霊の召喚タイムは概おおむね、どの召喚者も十秒程度。

　しかし、申し訳ないがこちらは方式が違う。

　試合開始と同時、精霊聖水内に貯ためられた魔力を引き込み、精霊樹印の内部に仕込まれた回路が起動。

　星命魔法で光の塊かたまりが構築される。そのフォルムは扁へん平ぺいな六角柱と、その側面一つにつき脚が一本付けられた、蜘く蛛ものようなもの。

　全体の所要時間は〇・九秒。

　神殿からデータを降ろしてくる必要のある相手方とは、もちろんやり方が根っから違うからなのだが、十分の一以下の所要時間というスピーディさである。

「よっしゃ行くぞ！　シキ！」

　操縦手の犬塚が気合いの入った声を上げた。

（……っしゃ、やるぞ！）

　幹人も胸中、改めて気合いを入れつつ、魔導杖の左側面に付けられたグリップを握る。

　ステージでは六本脚を繰って素す早ばやく移動したシキが、中央の印しるしの上に陣取った。

「くっそ！　おいまだか！」

「まだに決まってんだろ！」

　相手方の怒鳴り合う声が聞こえる。あちらの精霊は未いまだ、出てきていない。精霊顕現前に相手の聖水と樹印を攻撃する事が許されていたらなあと、少々口く惜やしい。

　おそらく大会に出てくるどの精霊よりも、自分たちのシキは顕現速度で勝る。

　相手の精霊が出てくる前に樹印を叩たたき割る手法が認められていれば、労せず勝ちを収められたろう。

　だが残念ながら、これは明確にルールで禁止されており、お互いがお互いの精霊に攻撃する事ができるのは、双方の精霊が出揃ってからである。

　ただしこれは精霊同士だけでなく、補助の人間にも適用される決まりだ。そしてそれは、幹人たちに都合がいい。

「よしよしよし、順調順調っ、染まってけ……！」

　犬塚が自身の唇くちびるをぺろりといたずらな表情で舐めつつ、そんな躍った声を出す。シキの身体からだの下にある印は彼の言葉通り、どんどん赤に染まっていく。

　幹人たちも相手に攻撃ができないが、それはあちらも同じだ。

　こちらのシキが印の上に乗って染めていく事を止められないのである。

「うお、強そうな見た目してんなあ……こわ……」

　相手の精霊の召喚が終わった。

　現れたのは、バッファローのような見た目の精霊だ。重量級サイズの大きな身体に、ゴツゴツと攻撃的な形をした角つのが迫力満点。思わず素直な感想を漏らしてしまう。

　少なくとも、幹人は魔導杖があったとしても直接戦いたくはない。そんな恐ろしさがある。

「っ急げ急げ！」

「まずはあいつを弾き飛ばすぞ！」

　だが、印はもう半分ほど染まっている。相手からは焦りの見える声が届く。

　まっさらな状態から印が染まり終わるまでは、幹人たちの時計で数えて累計約十八秒。印が相手の色で染まっていた場合は、相手が染めるのに要したのと同じ秒数でそれを消していく必要がある。

　現在、幹人たちのシキは既すでに十秒ほど印の上にいるので、残りあと八秒で勝利。

　相手はこれから、シキをどかし、こちらの赤色を消すために十秒、その後自分たちの青色で染めるために十八秒、合わせて二十八秒は印の上を確保しなければいけない事になる。

　初手から問答無用で手に入る時間的優位、これが幹人たちのカード、その最初の一つだ。

（そんで、……それを利用した二つ目っ！）

　相手の補助役サポーターが放ってくる炎弾を、犬塚の操るシキが星命魔法のシールドを展開し、弾く。

　そこへあちらのバッファロー似の重量級精霊は、突撃を敢かん行こうせんと猛然と走ってくる。

　当然、相手はまずこちらの精霊を印の上からどかしに来る。焦りも相まってだろう、その動線は読みやすい。

《ショット！》

　幹人の発した想そう話わに反応し、三脚に支えられた大型の魔導杖が唸うなりを上げた。
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　内部を大量の魔力が奔はしり、筐体の先に直径約二メートルの大型光球が生成される。間近で発される強烈な光は、ゴーグルの遮光レンズがなければ少々きつかったろう。

　光球は間かん髪はつを容いれずに射出され、バッファロー似の精霊へ見事直撃した。

　轟ごう音おんと共に巨体が吹き飛び、ステージ端へ転がっていく。

「ッおいなんだあの威力!?」「どでかい精霊が吹っ飛んだぞ……！」「光の球……原初の魔法？　いや、だが……」「ていうか、あの道具はなんだ？」

　観客がどよめいて、正直、少し誇らしい気持ちになる。

「──なんだこいつら新参の黄ギルドじゃねえのか!?」

　さらに相手ギルドのメンバーがそう悲鳴を上げて、

「……撃て撃て撃て幹人ぉ！」

　それらの声を切り裂いて、我らがリーダー・中なか久く喜き照治の指示が響く。

　言われた通り、二発目、三発目と幹人は魔導杖から大型光球を立て続けに撃ち放つ。

　粗あらい狙いで放ったのでどれもまともに命中はしなかったが、その大きさと威力は相手精霊への牽けん制せいとしては十二分だ。

　もちろん、こんな魔法をこんな風に連打していれば、常人よりかなり優れているとは言え、幹人の使用魔力量はすぐに上限へと達してしまう。

　だが実際、幹人自身の魔力消費はまだ余裕の範囲だ。

　それには当然カラクリがある。

　三発目を撃ち終わった段階で、魔導杖の上部には星命魔法で編まれた［EMPTY］という文字が浮かんでいる。

　セットされた精霊聖水薬莢カートリツジが空になったサインである。

　幹人は魔導杖に取り付けられたボルトハンドルを握り、思い切り手前に引いた。

　バゴンッと重厚な音が鳴り、杖の筐体から長さ二十センチほどの円筒が排出され、地面へ落下していく。

　これが精霊聖水薬莢カートリツジ──この後方支援特化型固定魔導杖ver1.0の最たる特徴だ。

　精霊聖水薬莢カートリツジはその名の通り、魔法発動の炸さく薬やくとなる精霊聖水の詰めものだ。

　詰められた精霊聖水には、たっぷりと魔力が籠こめられている。咲さきというお化けじみた素質を持つ術者が、その有り余る力を存分に振るってくれたのだ。

　幹人自身の魔力は杖の制御に使用し、魔法の発動には予あらかじめ精霊聖水薬莢カートリツジに籠めておいた咲の魔力を活用する。

　これが、大型光球を惜しみなく連打できる内幕である。

「よっ、と！」

　気合いの声と共にボルトハンドルを押して元の位置へ戻せば、またバゴンッと重い音が響いて幹人の身体と心を震わせた。

　杖の内部で新しい精霊聖水薬莢カートリツジがセットされた音だ。

　生まれてきてよかった。今まで自分なりに一生懸命、人生を生きてきてよかった。

　このシステムをこの手で実装出来た事は、再現出来た事は、生涯通しての大きな自慢にするのだと、雨ケ谷幹人は心に決めている。

　機械仕掛けの魔法の杖への、魔力の籠もった薬やつ莢きよう装そう塡てん機構。

　これは幹人の大好きな魔法少女アニメの第二期で登場して以来、ガジェットやメカ好きのオタクの心を鷲わしづかみにし締め付けてぎゅっと離さない、男のロマンの塊である。

　やがて四発目が空を裂いて飛んだタイミング、キィンと澄んだ音が鳴る。ステージ中央の印が、その端々まで染まり切った合図だ。

　色は、もちろん赤。

「そこまで！　勝者、オオヤマコウセン！」

「おおおっしゃあああああああ！」「やっぴいいいいいいいいいい！」「ビィクトリイイイイイイ！」「勝ぁった勝った勝っちゃったぜえええ！」

　審判役の声が響いた一瞬後、オオヤマコウセンギルドメンバーが爆発した。

「イヌちゃあああん！　いえい！」

「いええっしゃああおらあああ！」

　台座から同時に飛び降りて、幹人と犬塚は音高くハイタッチ。

　それから指や拳こぶしをピシガシグッグッと合わせたりして喜びを表現していると、照治を先頭に他のメンバーたちが駆け寄ってきた。

「よおくやったよくやった！　しかも結構、余裕のある勝利だった！　こりゃあでかい収穫だぞお！」

「……部長、例の通信妨害システムは使いませんでしたけどいいんすよね？」

　気持ち、小声で問うた犬塚に照治も顔を少し寄せて頷いた。

「ああ、まだ微調整が済んでないからな。使うのならば完全な形で使いたい。それがこの大会の理念に適かなうだろう。俺たちが狙うのは優勝だ、相応ふさわしい振る舞いをしたい」

　照治の言葉は、紛まぎれもなく本気で放たれている。

　彼は真剣に、この催しを制する気でいるのだ。それは余裕と踏んでいるからではなく、全力で当たるに値すると思っているからだろう。

「あいつら、勝ち進むんじゃねえか？　かなり強いんじゃ」「でも、まだ予選だろ？　わかんねえって」「いや、あの魔法の威力は絶対ヤバいだろ」「本戦の連中だってまともに喰くらったら……」

　遠巻きにこちらを見ながら、そんな風に話す声が周りからいくつも聞こえてくる。

「名前を売るっつー目的も、これなら達成出来そうだな」

　照治が眼鏡めがねをキラリと光らせながらそう言った。

「あー、君たち！　すぐ次の試合が入っても大丈夫かい!?　なんだ、そのー、……本当に今日と明日で本戦に進めるだけの勝ち星を稼ぎたいなら、出られる時にバンバン試合しないと」

　こちらに歩いてきた係員の男性に、そう問われる。彼がなんとなくバツの悪そうな顔をしている気がするのは、意地の悪い見方だろうか。

「薬莢も十分残ってるし、特に疲れもない。俺はいけるよ」

「俺も俺も！　この調子でいっちゃいましょ！」

「よし、では任せた！　……わかりました、こちらは大丈夫です！　準備をします！」

　登録時、確認したところによると幹人たちが予選の突破に必要なのは五勝。もちろん一つの負けも許されない。

　あと四勝、まずは取りに行く。

　そしてこのファンタジーな世界のファンタジーな催し、その本戦へと高専式のやり口で殴り込んでやるのだ。





　　　　◇◆◇






「オオヤマコウセン！　オオヤマコウセンの！」

「え？　あ……」

　鳥型精霊を肩に乗せたウルテラの新聞記者、モニカ・マニャーニはあわててそう声をかけた。

　場所は、もちもちの生地で野菜とたっぷりのお肉を包んだ、パニビノというウルテラの名物料理の一つを出す屋台の前。

「あの、覚えてる？　私の事！」

「モ、モニカさんとガルゼッタっすよね？　あの、はい、そりゃ、もちろん」

　立てた前髪、自分たちとは少し違う雰囲気の顔立ち。上下繋つながった青い衣装は上半分が脱いであって、腰元で縛られている。下には見た事のないデザインで模様の入った白い服。年頃は同じくらいの男の子。

「そうそう！　わー覚えててくれたんだ！」

　個人としても普通に嬉うれしいが、記者としても嬉しい。

「……あれ、ごめん、そうだ君の名前を聞いてなかった！」

「あ、俺は、その、ファミリーネームがイヌヅカ、ファーストネームがアツシっす」

「アツシくん、へえ、なんか独特な響きだね……」

　オオヤマコウセンというギルドの名前もそうだが、あまり聞き馴な染じみのない語感だ。

（取材、させてもらえるかな、どうだろう……いやいや絶対、逃すわけには！）

　初出場ギルドが怒ど濤とうの快進撃を続け、なんと本戦出場を決めたらしい。

　そんな情報をモニカが聞きつけたのは予選最終日の夕方、つい先ほどだ。これは遅すぎた。

　あろう事か、もう予選の試合は全て終わっているのだ。観戦する事が出来なかった。

　だったらせめて、取材の一つもしなければ。なにせ、その快進撃ギルドの名前はオオヤマコウセン。

　なんと自分が既に、少しとは言え会話を交わした事のある相手だったのだ。

「……えーっと……えっと……話題話題、話題は……そうだ！　あの、俺たち実は、大精霊祭に、」

「知ってる！　私、君たちを探してたんだよ！　噂うわさを聞いて！」

「え、そうなんすか？　噂……？」

「快進撃中のギルドが居るって噂！　結構話題になってるんだよ君たち！　私なんて記者の癖にそれを聞きつけるのが遅れちゃって……でも、だから今日、絶対に取材するんだって思ってて！　それでまずは栄養を補給しようとこれを食べに来たら！」

　ビシ、とそこで彼を指さして、モニカは言う。

「会っちゃった！」

「そりゃ……えと、……じゃあこれ買いに来てよかったっす」

「ありがとうパニビノ！　やっぱりこの街で最高の食べ物だよこれ」

　今後も愛し続けようと胸の中で誓う。今度、特集記事を作ってもいいかもしれない。

（さぁて、よし！）

　胸元から愛用のペン、ポケットから取材用のメモ用紙を取り出して構える。

「アツシくん！　食べながらでいいから取材させて下さい！」

　モニカは買いに来たところだが、彼は既に購入が終わって、その手の中にホカホカのパニビノがある。

「……えーっと、俺でいいなら」

「もちろんだよ！　やった！　じゃあね、まずはね、すごく立派な精霊を出してたらしいけど、その子はいつ契約したの？　私と会ってから今日までの間だから、本当につい最近の事だよね？」

　精霊魔法について、自分にあれこれ聞いてきたくらいだ。言わば、素人しろうとだったはず。

「そ、う、っすね。なんつうか、言うなら、仕上がったのは一昨日おとといとかっすね」

「一昨日!?　それで本戦出場って……ていうか、仕上がった？」

「んー、その……あー、なんだ、えー、どうしよ、どこからどう説明したらいいのかよくわかんないぞ…………アメちゃんアメちゃん、えー、アメちゃんに任せたいのに居ないよう……こいつは困ったぞ……」

　キョロキョロと助けを求めるように周りを見渡してから、彼は自分の頰ほおを指で掻かいた。

「精霊の事は答えづらいかな？」

「ごめん……うん、そうだね……。別に秘密とかじゃないんだけど……」

「そしたらじゃあギルドの事聞いても？　オオヤマコウセンについて」

「ああ、それなら大丈夫かな？　うん、多分」

　頷いてくれた彼に、モニカは新たな質問を投げる。

「オオヤマコウセンってどういうギルドなの？　結成の経緯とか、そういうの」

「んん、……基本的には、同じ学校に通ってるヤツらで組んでるギルドで、学校の名前がオオヤマコウセンなんすけど」

「へー！　学校の！」

　じゃあ結構、しっかりした身分という事だろうか。

　ウルテラにも学校はあるが、そこに通っているのは皆みんな、それなりの家の人間だ。さらに家格が高くなると、学校ではなく家庭教師に教えられるようになるらしいが。

「学校の皆で、どうしてギルドを？」

「生きていくために冒ぼう険けん者しやをやる事になって、そのまま流れで……。結構、これもつい最近の事なんだけど。まだ二は十つ日かも経たってないっすね」

「わ、ほんとに出来たてほやほやだ！　じゃあ赤ランクだね？　赤ランクギルドが本戦出場って、前例あったかな……？」

「いや、赤ランクではないんす。うちは黄ランク結成だから」

「黄ランク結成？　珍しいね……」

　冒険者に五等から一等、その上に高こう等とう・特とく等とう・極きよく等とうを重ねた八つの等級が存在するように、ギルドにも下から言えば赤・黄・緑・青・紫・銅・銀・金という八等級がある。

　新しく出来たギルドは当然一番下の赤になるのだが、一定以上の功績と共に結成申請がされた場合、黄ランクからのスタートとなる。

　かなり特別な例であり、モニカもあまり見た事がない。

「……ん、ていうか、あれ、最近聞いた気が。もしかして無制限依頼とかこなした？」

「あ、それっす。それがうちのギルド。フォスキアを討伐したんすけど」

「えええええ……！　すっごいじゃん……！」

　フォスキアと言えば、確認された個体数は少ないが、厄やつ介かいな魔物の一種として有名だ。とにかく攻撃が当たらないので、出くわすと熟練の冒険者でも手を焼くらしい。

「じゃあアツシくんたちって、本当にすっごい人たちだ！　快進撃も納得だよ！」

「すっごい…………うーん」

　難しい顔をしてモニカの目の前、彼は唸った。

「あの時のメンバーで言やあ、部長は謎なぞのカリスマがあるし三みつ峯みねのパイセンは脳みそスペックぶっ飛んでるし、アメちゃんはウルトラコミュ力お化けだし、テツさんも現代ニホン人とは思えねえ戦闘力で、妹ちゃんは魔力が規格外。確かに皆すげえけど……でも、俺は別になー、別になんだよなあ。俺はすごくはねえっす」

「えー！　そんな……」

「ほんとほんと、俺は特に何だってんでもないんす！　大した事ないの！」

　彼の口調は実にあっけらかんとしていた。ひがんでいるわけでも、いじけているわけでもない、カラッとしたものだ。

「こう考えると、あの時のメンバーだけでもタレント揃いだなー。濃厚！」

　うんうんと、彼はそんな自身の呟つぶやきに頷いている。

「……いやいや！　アツシくんだってすごい精霊を出してるんでしょ？」

「あれは……あれなんすよ、その、えー、違う違う、俺だけでどうこうしたワケじゃないんす。別に俺がすごいわけじゃなくて」

「えー……？」

　ついつい訝いぶかしげな顔をしてしまったこちらに、彼は苦笑いをしている。

「マジで俺は何があるってんでも…………あ、や、でも」

「お？」

「…………一つだけ自慢はあるか。……うん、これは人に負けねえや、すごい自慢だ」

「わあっ、なになに？」

　快進撃の新鋭ギルド、その中で精霊使いとして試合に出る人間の自慢とは。身を乗り出したこちらに口を開き掛けて、しかし、途中で彼は止まってしまった。

「……アツシくん？」

「あの、これ、記事になるんすよね？」

「うん、もちろんそうだけど」

「ごめん、じゃあ駄目だ！　恥ずかしいからナシで頼んます！」

「えー！」

　不満の声を漏らすこちらに、すんませんすんませんと彼は笑いながら頭を何度か軽く下げた。

「他の質問なら頑張って答えるんで！」

「うーん、……じゃあオオヤマコウセンが大精霊祭に出た目的は？」

「一番はもちろん、めちゃくちゃ楽しそうだから！　二番目は、ギルドを皆に知ってもらうためっすね。名を上げるっつうか。仕事がやりやすくなるかなって」

「なるほどなるほど」

　正直な答えだ。思いながらカキカキと手元のメモ用紙にペンを走らせていく。

「じゃあズバリ！　目標は？　どこまでいきたいとかある？」

「優勝に決まってる、そんなの」

「……え？」

　メモ用紙の方を向いていた顔を、モニカは思わず上げた。

　彼が口にしたのは珍しい答えではない、どころかありふれた回答だ。

　だけど、初参加のギルドが言うにしては少し強気な代しろ物もので、何より、

「他のギルドには悪いけど、当たり次第、全部ぶっ潰つぶす。勝つのはうちだ」

　とても自然な彼の口調には、ひどく力を感じる。

　これでもモニカ・マニャーニは記者だ。だから、わかる。

「やるからには勝つ、出るからにはてっぺん。そんなん、当たり前じゃないっすか」

　これは、本気の人間の言葉にしか籠もらない熱だ。本気でそう思って、そんな自分を信頼している人間の言葉にしか、決して。

　モニカの目の前、彼の口くちの端はは上がっているけれど、瞳には負けん気満載の輝きがある。

「うちの目標は、優勝っす。それ以外ない」

　ずるいなあと思う。

　自分はすごくないとか言っていても、なんだかんだ、男の子はすぐにこういう顔をするのだ。

「まー！　出場選手のコンビネーションも抜群ですしね！　アメちゃんと俺はゴールデンコンビっすから！」

　そんな事を彼が言っている時だ。

　街の空へ、定時に鳴らされる鐘の音が響いた。いよいよもう、三つの太陽は空からその姿をほとんど消している。

「あれ、鐘……って事は！　やっべ！　集合時間だ！　やべえやべえ！」

　うひゃー、と彼は呻うめいてこちらに頭を大きく下げた。

「すんません！　俺、もう行かなきゃ……」

「あ、ううん、時間ならしょうがないよ！　ごめんね、突然色々聞いちゃって」

「いや、こっちも上う手まく答えられなくて……あの、よかったら、今度は皆がいる時に来てもらえれば」

「いいの？　絶対行っちゃうけど」

　こちらからお願いしようとしていた事だ。願ったり叶かなったりである。

「もちろん！　アメちゃんとか部長なら何聞いたっていい感じに答えるんで！　……えっと、そんじゃまた！」

　そんな言葉を置いて、足早に彼は去って行った。

　そう言えば、こちらの質問へ答える方を優先してくれたからだろう、手に持っていたせっかくの出来たてパニビノは結局食べていなかった。

　あれでは冷めてしまったろう、悪い事をした。今度話を聞きに行く時は、忘れず手土産に持って行こう。

「こうなったら、次からは絶対がっつり観戦してばっちり取材だ。……良い記事にしようね、ガルゼッタ！」

「グァウ」

　相あい棒ぼうの返答に頷いて、モニカも止めていた足を動かし、人の流れの中に身を投じる。

　さあ、張り切って仕事をしよう。





　　　　◇◆◇






　大精霊祭本戦は六十四ドローで構成されるトーナメント方式だ。

　一から三回戦を勝ち上がればベスト８、四回戦が準々決勝、五回戦が準決勝、六回戦が決勝戦となる。

　試合数の多い一回戦だけは二日間を掛けるが、以降は一日で一つラウンドが進む。

　三回戦の後に前半終了という事で二日の休暇ミドルホリデーが設けられ、その後、準々決勝からの後半ラウンドが始まり、大会九日目に決勝戦が行われる日程だ。

　初出場ながら予選上がりを決めた幹人たちオオヤマコウセンは、本戦一回戦をその勢いで突き進んだ。

　予選と同じく、精霊の召喚速度と杖の火力で勝ち切ってしまえたのだ。

　それに限界が訪れたのは、本戦二回戦の事だった。







「っ面白くなってきたあ……！」

　手製の六本脚蜘蛛型精霊・シキが陣取っていた印の上から吹き飛ばされる。

　シキを操縦する犬塚はニィッと言葉通り楽しそうな笑みを浮かべ、眼めを強気に細めた。

　友人の様子に、頼もしい限りだと幹人は思わず苦笑する。

　街の中心に作られたコロシアム状の建造物が、大精霊祭本戦の会場だ。

　補助役サポーターの台座の上で、幹人は魔導杖のグリップを右手で握りながら、右手でボルトハンドルを引ひっ摑つかみコッキング。

　排出された精霊聖水薬莢カートリツジが、乾いた音を立てて転がる。

《初だね、この状況》

《試合らしくっていいじゃん！》

　想話で交わす犬塚の言葉はやはり力強い。

　これまでの試合では全て、最初に召喚速度の差を利用してシキが印の上を取って、幹人が後方支援特化型固定魔導杖ver1.0の火力でその状況を守り続けるという形で勝ってきた。

　しかし、本戦二回戦ともなると相手もさるものだ。相手の精霊は大きなずんぐりとした身体に太い四本足を持つ、サイのような姿。

　予選で最初に戦ったバッファロー型の精霊よりもなお一回り大きい巨体は、駆ける度に地鳴りを起こす重さと力強さ。

　あの身体が速く動く様は、間近で見るととにかく怖い。

　彼は味方の援護を受けつつこちらの砲撃を掻かい潜くぐって、最後には一発まともに身体に浴びながらも、印の上のシキに凄すさまじい威力の突進を見舞った。

　弾かれたシキはステージ上を滑っていき、端でなんとか踏みとどまっている。

《お、穴あな熊ぐまかな。サイのくせに！》

　犬塚が言うように、印の上を確保したサイ型精霊はどうやら守りに入ったようだった。

　彼の周りには相手の補助役サポーターの魔法によってだろう、石で出来た分厚いかまくらが構築された。

《アメちゃん、あそこから追ん出してくれ！　そしたらアレを使う！》

《いよし来た！》

　狙いを定め、大型光球を撃ち放つ。

　眩まばゆい光が瞬き、空気を切り裂いて飛んだ輝く塊が、サイの隠れる石のかまくらに命中。

　ヒビが入った……が、まだ崩れない。

　さすがに強きよう靭じんな防壁だ。サイの突進力とこの石のかまくらの堅けん牢ろう性、シンプルな二点盛りで勝負するスタイルなのだろう。

　思いながら二発目を叩き込み、ヒビを拡大させる。

　続く三発目で崩壊させる事に成功。

「ッグォオオオオ！」

　崩れた即席の城の中から、雄お叫たけびを上げながらロケットのような勢いで、サイ型精霊が飛び出てきた。

　崩される事は織り込み済みだったようで、隙すきのない再度の突進攻撃だ。攻守のメリハリが効いている。

　今度喰らったら、最悪、シキの内部回路にまでダメージが届きかねない。サイの速く重い突貫は、そんなレベルのエネルギーを有している。

　下へ手たに大きく躱かわそうとしても、追尾ミサイルよろしく追従されてあえなく餌え食じきになるだろう。単純ながら厄介な攻撃だ。

　対し、犬塚の操るシキはぎりぎりまで相手を引きつけた。

「……っしゃ！」

　その六本脚でサイドステップを踏み、スレスレで躱してみせる。気合いの籠もる声が犬塚から上がった。

　よほどの強心臓でない限り、こんな事は出来ないだろう。友人のハートの強さに、幹人は思わず舌を巻く。

　そんな中、サイ型精霊は空振りした突進の勢いをステージ上に足を突き刺すようにして、なんとか殺している。

　自由に動けないだろうその瞬間を狙って、シキが襲いかかった。距離を詰め、六本脚の内の四本を振るって相手の身体に突き立てる。

　それは、与ダメージが目的の行動ではない。

「捕まえ、た！」

　犬塚がそう叫ぶ。そう、シキの近距離から逃がさないために、だ。

「ッ喰らえ！　──精霊殺し！」

　そして、叫びと共に不可視の攻撃が発動される。名を口にするノリの良い友人である。

「……どうした!?　……なんだ、何が起こってる！」

「わ、わかんないです！　あ、あれ……なんで!?　なんで!?　せ、精霊が！」

　相手陣営からは、さすがに慌てた声が聞こえてきた。

　劣悪な電波状況下におけるテレビの映像のように、彼らのサイ型精霊の姿は頻繁にちらつきを見せ始める。

　さらにその動きは読み込みの遅いストリーミング配信動画よろしく、時折ピタリと止まって動かなくなっていく。

　姿のちらつきは時を追う毎ごとに激しくなり、動きのカクつきもどんどん悪化。

「噓うそ！　なんで!?　なんでええええええ!?」

　相手の精霊召喚役サモナーを務める女の子が、大きな悲鳴を上げて─。




　サイ型精霊がその姿を完全に解といて、ただの精霊聖水に戻った。




　ステージへ広がっていく青い聖水の上、樹印がべしゃっと音を立てて落下した。

　会場は静まり返り、その間にしれっとシキは印の上を確保する。

　今回、幹人たちは青の側。

　試合開始直後に染めた分はその後、突進で吹き飛ばされてから挽回されたので、印はまっさらな状態だ。

　印はどんどん青に染まっていき、それが半分を過ぎたところでようやく我に帰った相手の召喚役サモナーが、再召喚を行おうとするがもう遅い。

　精霊の召喚には、通常約十秒は掛かる。

　今のように聖水が地面に水たまりよろしく広がった状態で、その中の適当な位置に樹印が落ちているとなると、召喚時間は運が良くともさらに十秒以上が嵩かさ増しされる。運が悪ければ、そもそも召喚自体が出来ない。

　印が一から染まり切るまでは、約十八秒。

　つまり、こちらに対しリードを稼いでいない限り、精霊を強制解除させられればその後どんなに手際よく再召喚を行ったとしても、勝負は決まる。

「勝ったな……」

「ああ……」

　幹人たちの後方で、照治と鋼の巨漢・鉢はち形がた鉄てつ次じ郎ろうのロボ研トップ２がそんな風に呟いている。

　精霊・神殿間で使われる周波数帯に対して至近距離から妨害魔ま力りよく波はを放出し、通信を阻害して相手精霊の維持を強制的に解く。

　これがオオヤマコウセンの開発した対精霊用特殊兵装、その名も精霊殺しだ。

「そ、そこまで……！」

　印がその全てを青に染めて、審判役が決着をコールする。

「勝者、オオヤマコウセン！」

「いよっしゃあああああああああああ！」

　犬塚が静寂の支配する会場の中、堂々と声を上げてガッツポーズを決めた。

　ルールブックは隅から隅まで精読している。オオヤマコウセンのこの戦法は、どの条項にも違反していない。

　これも幹人たちの尽くす『全力』、その一つの形である以上、大会の理念にも適った姿勢のはずだ。

「いよおおおし！　よしよしよし！」「勝った勝ったぁ！　勝ったぞおらああ！」「これでベスト16！」「三回戦進出！」

　オオヤマコウセンギルドメンバーは沸いている。頭ではなくテンションの方だ。頭も沸いているかもしれないが、それは今に始まった事ではない。

「アメちゃん！　いえーい！」

「いえーい！」

　犬塚とピースサインをし合う。

　台座から魔導杖と三脚を担いで降りると、筋肉の塊である先輩、鉢形がやってきてより重い魔導杖の方を引き取ってくれた。

「雨ケ谷、よくやってくれた」

「あざっす、いやあ、勝ててよかったっす」

　軽く笑いながら、幹人は自分の膝が少し震えている事に気づく。

　試合後のストレッチなどをしている振りで、気づかれないように隠す。

（……勝ててよかった。ちょっと危なかったよな）

　つくづく思うが、どうにもあまり、自分は勝負事に向いていない。

　相手を打ち負かしてやるという強いガッツが足りないのだ。他者への闘争心というものが幹人の中にはそもそも、そこまで明確に存在しない。

　ロボコペをやっているのも、こうして大精霊祭に出たがったのも、試合で相手に勝つのが楽しいのではなく、良い結果を出そうと仲間で協力して色々やるのが好きだからだ。

　勝利への執着心がないばかりに、勝負の矢や面おもてに立った時は、結果への責任感だけ感じてしまって足が竦すくんだりする。

（……いやいや、自分で立候補したんだから甘えた事言う資格はない）

　理由については誰にも言っていないしそのつもりもないが、とにかくこうして補助役サポーターを務める事になったのは、自分でやりたいと言ったからだ。

　最善を尽くさねば。

「イヌちゃん、相手の突進めっちゃギリギリで躱したね、俺、喰らったかと思ったぜ。よく避よけたなあ、すげえよ」

「えー！　そう？　その後で精霊殺しぶちかましてやる事しか考えてなかったぜ！　そうすりゃ絶対勝てるしな！」

　こちらの言葉に犬塚はそんな調子だ。自分とは正反対な彼の勝ちへ貪欲な姿勢に、幹人は憧れていたりする。







「ええっと、……確かこっちにあった気が」

　二回戦の幹人たちの試合は昼前の時間帯に行われた。終えた今、オオヤマコウセンはそれぞれ自由に昼食タイムである。

　ウルテラの街、飲食店や出店が軒のきを連ねるあたりを幹人は一人で歩いていた。

　他のメンバーたちはがっつりと肉の盛られた牛丼のような品を食べているが、もうちょっとさっぱり食べられるものが欲しくて、探しに出てきたのだ。

　だが、本戦が始まった事で人出も多くなり、普通に歩くのも結構難しい。

「……おい」

　あちこちに視線を向けながら歩いていると、急に肩を摑まれた。

　もしかして、気がつかない内にぶつかってしまったりしただろうか。だとしたら謝らなければ。

　振り返れば、こちらの肩に手を置くのは大柄な強こわ面もての男性だった。傍らにはクールな表情の女性もいる。二人とも、顔に見覚えはない。

「すみません、きょろきょろしてて。ぶつかっちゃいましたか？」

「そういうわけじゃない。……なあ、こいつ、やっぱりそうだよな？」

　男性が質問を投げた先の女性は、表情を変えないままに頷く。

「ええ。特徴的な服だもの、間違いようがない。しかもこの子、選手だ。補助役サポーターよ」

「ほお、当たりを引いたな。……お前、来てもらうぞ」

　提案ではなく、確認ですらない。それは、ただの宣言だ。有無を言わさぬ類たぐいのもの。

（うーん、……………………よし、行くか）

「わかりました、いいですよ」

　ほんの少しだけ考えてから、幹人は首を縦に振った。

　普通だったら関わる事のない類の人たちと、友ゆう誼ぎを交わすチャンスになるかもしれない。好奇心が疼うずく。

「……物分かりがいいな」

「でもその前にお昼ご飯を調達したいんですが」

「それくらいは出してやる、安心しろ」

　なんという事だろう、つまり昼食に誘われているようなものだ。いよいよ、行かない理由がない。

　もちろん、暢のん気きにしている場合ではないかもしれない事は重々承知している。しかし、逃げようとしてもおそらく無理だろう。

　大柄な男性はもちろん、女性の方も確実に一般市民ではない印象で、それは冒険者ギルドでよく見る戦闘能力に秀でた人間の雰囲気だ。

　だったら大人しく従う事がベターだし、友好的な態度を見せる事、そして状況を楽しもうという姿勢でいる事こそがベストのはずだ。

　二人に連れられた先は、上品な屋外カフェというような場所だった。行き交う人々の数も他の場所に比べて少なく、街の喧けん騒そうが遠い。

　設しつらえられたテーブルや椅い子すは質の良い作りで、おそらく人が少ないのは店の値段帯の問題だろうなと察しがついた。

　テーブルには幾いく人にんかの人間が着いていて、その中心に居たのは会った事のある人物だった。

「テオバルド様、一人見つけて連れてきました」

「ご苦労、……ん、君は」

　大柄な男性からそう報告を受ける金髪の美び丈じよう夫ぶは、テオバルド・リコルディ。大精霊祭三連覇中のギルド、ルンゴラーゴのギルドマスターだ。

　魅依に目をつけて、スカウトしてきた彼である。

「会った事があるな？　そう、確か、……そうか、あの時の」

「またお会い出来て光栄です」

　ザザに聞いた事だが、テオバルドは彼女と同じく堂々の数字外れナンバーレス冒険者である。ランクで言えば高等。特等のザザから一つ格は落ちるが、それはザザがおかしいだけだ。

　数字外れナンバーレスは、街に一人居れば文句なしに御おんの字じという希少性を誇る。

　テオバルドはまさに、このウルテラの街が誇る勇ゆう士しである。

「はー！　なんと！　大精霊祭に出てきていたのか！　……ん、だが……おい」

　テオバルドはギルドメンバーの一人だろう、隣にいる若い男性に問いかける。

「彼ら……なんだったか、……オオヤ、なんたら、とにかく彼らのギルドだ、精霊召喚役サモナーは男という話だったな？　長い黒髪の女ではなくて？」

「はい、歳も背も、そこの彼と同じような」

「ううん、なあ君、……まあまずは掛けたまえ」

　促され、幹人はテオバルドの正面の席へと腰掛ける。

　ルンゴラーゴのメンバーだろう周りのメンツには、立ったままの者も何人かいる。なんだか悪いような気がして、少々落ち着かない。

　周りをぐるりと囲まれてしまった事も、居心地の悪さに拍車を掛ける。

　ルンゴラーゴのギルドランクは銅。マスターのテオバルドと同じく、上から数えて三つ目の位置にある強豪だ。

「精霊召喚役サモナーはミイではないのかい？」

「ええ、諸事情ありまして」

「もったいのない事をする。……なあ、君に聞きたい事が二つある」

「何でしょう。美お味いしそうですね、それ」

　テーブルの上に置かれた、薄茶色の生地でくるくると野菜を巻いた品を見て、そんな事を言ってみる。

「……あー、食べたまえ」

「すみません、催促しちゃったみたいで」

　厚意に甘えて、遠慮なく頂く事にする。

（アウェイだからな、ちょっとくらいこっちのペースも作っとかないと）

　当然、この少々空気の読めない振る舞いは意図的にやっている。友好的に振る舞う事と、唯い々い諾だく々だくとした姿勢でいる事は別だ。

「あ、美味しい！　上品な味がしますね。そんな気がする」

　酸味のあるソースが爽さわやかだ。野菜も新鮮で、値の張りそうな印象である。帰ったら咲に自慢しよう。

「そうかい。なあ、いいかい君、質問をしても」

「もちろん。なんです？」

「一つ目、ミイを僕のところへ渡す準備は出来たかな？」

　その質問には、幹人は笑顔で首を横に振る。

「まさか。それは絶対にないですね」

「ふん、……まあ君にどうこう言っても仕方のない事か。彼女もその内、賢明な判断を下すだろう。まさか伝説の精霊を手に入れたギルドの誘いを断る事はしないだろうからな。そんな馬鹿はいない」

　どうやらテオバルドの中では、自分たちが優勝し、四連覇を成し遂げて伝説の精霊を手にする事は確定事項らしい。

　さらに言えばそれを見て、魅依が彼らの仲間になろうと思う事も。

　彼らにとっては、それだけの価値と意味がある事なのだろう。

「さて、二つ目の質問だ。今日の本題はどちらかと言えばこっちだね」

「なんです？」

「なあ、君……僕は観みていないんだが、団員から報告を受けてね」

　未だに幹人の名前も聞いてこないテオバルドは、眼の笑っていない口だけの微笑を浮かべた顔で問うてきた。

「さっきの二回戦、ずいぶん面白い事をしたそうじゃないか。なんでも、相手の精霊の維持を、明らかに普通ではない形で無理矢理解除してしまったとか」

「いやあ、恐縮です。頑張りました」

　軽口を叩きながら、幹人は胸中で納得に頷く。

　そうか、そうだよな。捕まえられて、連れてこられるのも当たり前かもしれない。

（精霊殺しの効果は、ちょっと波紋を呼び過ぎるか？）

　作る事と使う事に夢中で、自分たちの精霊殺しに対して他のギルドが……他の精霊使いたちがどう思うかなんて、あまり真剣に考えなかった。

　他人にどう思われるか想像するという作業をいつも軽視しがちなのは、自分たちの悪い癖だろう。

　正直を言って、そんな事に脳のリソースを割きたくない。

「頑張りました、ねえ。なあ君、どう頑張ったのかを是ぜ非ひ、聞かせてもらえると嬉しいんだが。どういう手口で何をやっている？」

「ハードウェアの方ですか？　それともソフトウェアの話？　僕はハード側なんでソフトの方はよくわかってない部分があるんですけど」

「……いや、君」

「ハードの方だとー、何に気を使ったって、導線でね、アンテナを作るんですけどその形状をね、どうするかっていうのが悩みどころで、他の部品との兼ね合いがあるものだからあっちを立てればこっちが立たずで、結構すったもんだやって実装していったっていう苦労話が。僕はそっちの担当じゃなかったんで聞いた話ではあるんですが」

「…………待て、待て待て、なんだ、何を言ってる？」

「あ、周波数帯についての方がいいですか？　これがね、最初は通信に使用されている周波数帯全域に対して干渉するようにしてたんですが、案外、いくつかの帯域に絞ってみたらそっちの方が効果がありまして。重要、ないし失うと致命的なデータを運搬している帯域がそこらへんなのかなーって」

「………………待てと言っている、なんだ君……、おい、……ちょっと不気味だぞ……。こいつはなんだ、何を言っている？　わかる者はいるか？」

　団員を見渡してのテオバルドの問いに、しかし皆、渋い表情で首を横に振った。

「あ！　技ぎ適てき！　そうそう！　周波数帯と言えばですけど技適の話をします!?　技適が存在しないってすごくないですか!?　存在しないですよね技適、つうかそもそも電波法的なものがない！　いやいやだからもう無法地帯！　無線無法地帯！　あっはっはっは！　いや笑い事じゃないんですけどね！　あっはっはっはっは！　どの周波数帯も無許可で使いたい放題！　すごい！　でもヤバイ！　どの周波数帯も無許可で使いたい放題って文言、もう絶対にヤバイ！　あっはっはっはっは！」

　あっはっはっはっは、あっはっはっはっはと笑い続けるといよいよこちらを見る相手方の表情が引ひき攣つってきた。「イカれちまってる……」と呟く者さえいる。

「だ、団長、こいつ、言葉が使えるだけで、話は通じないんじゃ……」

「……前に会った時は一応、意思の疎通は出来たんだがな……一皮むけばこちらが本性という事か……？　……これは駄目かもしれん」

（お、上手くいったかな？）

　相手のわからないだろう話題を持ち出し一人で勝手に盛り上がりまくってどん引かせ追い払うという、これぞ理系式パワープレイ人払いメソッドである。

　なお、悲しいかな、発動しようと思っていない時にも発動してしまう事があるので注意が必要だ。照治がよくやっている。

「別のヤツを捕まえてきましょうか？　わかる事を言うヤツもいるでしょう」

「……そうしなければならないか。とにかく、こいつらが何をしているのかは明らかにしたい。身体が一定以上切り刻まれたというようなわけでもないのに、精霊の維持が解かれるなど、あまりに得体が知れん。万が一だが、僕らも後れをとりかねない」

　優勝への自信の割に、それはずいぶん慎重派な言葉だ。いや、そんな姿勢でいるからこそ、これまで自信となるような結果を築けてきたというべきだろうか。

　しかし、他のメンバーを狙われるわけにはいかない。だったら幹人が口を割らされた方がマシである。

（っつうか、こういう盤外攻撃ってありなのかよ……。でも確かに、それもルールブックでは禁止されてなかったかな）

　だったら文句は言わないが、無抵抗というわけにもいかない。

　どうするか、頭を回し始めた時だった。

「お、おい！　勝手に入ってくるな！　止まれ！　おい！」

　幹人を囲むルンゴラーゴの一角がざわざわと騒ぎ始めた。

「どうぞ、止めてみたらどうですか。出来るものなら」

　やがて人垣が割れて、そんな事を言いながら見慣れた人物が姿を現した。

「本当にいた。もう、何やってるんですかミキヒトさん」

「ザザ！」

　割った人垣の間で堂々とその桜色の髪を風に揺らしているのは、もう我らがと言っていいだろう、ザザ・ビラレッリだった。

「……おいおい、これはずいぶんなビッグネームが出てきたものだな」

　鼻を鳴らし、椅子にふんぞり返りながらテオバルドは彼女に問う。

「なんの用だい、【血染め桜】」

「お前に用はない。私はその人を探しに来ただけです」

「ほお、それで人のギルドが集まる中に我が物顔で踏み入ったわけだ。いやあ、僕も舐められたものだな。……なあ」

　金の髪を掻き上げて、テオバルドはその眼を一気に据わらせた。

「調子に乗るなよ、何様のつもりだ」

「はあ？　人ひと攫さらいをしておいて被害者面とは恐れ入りますね」

　テオバルドを見下ろすザザの瞳は、触れれば凍傷確実の冷たさだ。

「話を聞いていただけさ、友好的にね。イカれちまってるみたいで、上手くはいかなかったのが残念だが」

「ミキヒトさんはイカれてなんて…………まあ、そうですね。それはそうですが」

「おや？　迎えに来てくれた仲間がひどい事を言っている」

　とりあえずそんなコメントをしておいたが、もちろん彼女の言い様が正しい。

「前々から思っていたんだが、なあ【血染め桜】、君はもしかして、僕ら新世代の看板でも気取っているつもりなのか？」

「そんなもの、気にした事がありませんが」

「余裕じゃないか、いつまでそうしていられるか見ものだな。……僕はもうすぐ、伝説の精霊を手に入れる」

　立ち上がり、その長身で今度はテオバルドがザザを上から睨ねめつける。

「どうだい？　うちのギルドに入れてやってもいいぞ。もちろん、僕の下だ。こき使ってやろう」

「私はそんなに趣味が悪くない。それに、もうギルドには入っています」
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「……なに？」

　意外だったのだろう、テオバルドの眼が少し見開かれた。彼はそのまま、視線をスライドさせて幹人を見る。

「……まさかとは思うが、彼のところかい？」

「【鋭えい刃じん鎧がい】、私はとても手加減が下手だという事を思い出しておいて下さい。もしも私の仲間に手を出したなら、」

　そこでザザは自らが背中に負う、無骨で大きな得え物ものを右手でガァンッとひっ叩たたいた。響いた鈍い音は、わかりやすい威い嚇かくだ。そして彼女は言葉を続ける。

「お前ら全員、グチャグチャの肉塊になってもらう」

　ザザの実力を幹人などよりもよく知っているのかもしれない。こちらを囲むルンゴラーゴの面々の表情が強張った。

「もういいですか？　私はお腹が空いているんです。ミキヒトさん、行きましょう。……あれ、何食べてるんですかそれ」

「なんかね、テオバルドさんが食べていいって。めっちゃ美味しい。新鮮野菜がシャキッシャキでやんの」

「えー、いいなあ。このお店のですよね、買っていきましょうか」

「……行くならさっさと行ってくれないか。僕らも食事を続けたいんでね」

　そう言って、テオバルドは追い払うように手を振った。

　結局、彼らと楽しく食事というわけにはいかなかった。非常に残念だ。

　ザザと二人、何も買わずにそのまま彼らのたむろする一画から出る。本当に料理を買って行くのは、さすがに挑発が過ぎるだろう。

「……いやー、助かったよ、ザザ」

「ミキヒトさん」

　道を行きながら礼を言うと、ザザは幹人の手を摑んだ。

「いいですか、約束して下さい。今度ああいう事があったら、迷わず空へ合図の星命魔法を撃って下さい」

　彼女の美しい翡ひ翠すいの瞳は、強い輝きでこちらを見据えている。

「そうしたら、どこにいても私が助けに行きますから。絶対です」

「……うん、わかった」

　なんて頼もしいのだろう。最高に贅ぜい沢たくで信頼感のあるセキュリティサービスだ。

「ありがとう、ザザ」

「……いえ、かっこいいザザ・ビラレッリですから」

　胸に手を当てて、彼女はそんな事を言った。

「ところでミキヒトさん、聞いたところによるとなんか、特に抵抗もせずに喜んで付いていったらしいですね」

「いやいや、抵抗しても無駄だと思ったから仕方なくね。あれは高度に政治的な判断だった。それよりも」

　怒られそうな気配を察知して、幹人は話題の舵かじを切る。

「ザザはどうして俺のところに？　あと、どうやって場所を？」

「一緒にお昼ご飯食べようと思ってたら、いつの間にかいなくなってたから探し回ったんです。それで街の人たちに聞いたらルンゴラーゴのメンバーに連れて行かれたのを見たって」

「はー、そうだったのか」

　往おう来らいでの事だったので、確かに沢たく山さんの人たちに目撃はされていたろう。それでも聞き込んで居場所を突き止めるのは大変だったはずだ。本当に、感謝しかない。

「あいつらがよく使うお店も教えてもらいまして。見つかってよかったです」

「いやいや、本当に助かりました。あんな事も言ってもらったし」

「これでもうミキヒトさんたちに…………う、……うちのギルドに、下手な事はしてこないでしょう」

　うちのギルド、そう言い直す彼女はまだ少し照れくさそうだ。

「そうだね、うん、その通りだ。うちのギルドには大変強くて頼りになる人がいるから助かるよ」

「……～～っ」

　彼女は一見お澄まし顏ながら、よく見ると結構得意げな表情になってくれている。

　こういうところが、ひどく愛らしい。

「……あいつらは、やっぱり精霊殺しについて聞こうとしてきたんですか？」

「そうだね、みたいだった。あとはみぃちゃん先輩が欲しいってさ」

「ミイさんを？　……ああ、適性審査の後にスカウトされたんでしたっけ。諦めてなかったんですね、それ」

「諦めて欲しいね、渡すわけねえんだから。そんな事になるくらいなら、俺は自分の腹を切る方がはるかにマシだ」

「…………あの」

　ピタリと、往来でザザがその足を止めた。

　倣ならった幹人へ、彼女は続ける。

「……前から、聞こうと思ってたんですけど」

「うん、何？」

「幹人さんと、ミイさんは、……お付き合いとか、されてるんですか？」

　彼女の問いに、幹人は首を横に振る。

「してないよ」

「……で、でも、……ミキヒトさんって、ミイさんの事…………ちょっと、特別な感じに、扱ってるっていうか」

「……そう見える？」

「はい」

　頷いたザザは、そのまま少し俯うつむきがちになった。お腹の前で組まれた手が、落ち着きなく動いている。

「うん。そうだね、特別だ」

「…………」

「あの人は、みぃちゃん先輩は俺にとって、特別だしとびきりだ。……憧れの人なんだよ、ずっとね」

　言って、幹人は止めていた足を再び動かし始めた。

　ややあって、後ろから足音が付いてきてくれる。

「……憧れって、どういう意味ですか」

「うーん……」

　目に焼き付いて離れないって事かな。

　そう返した幹人に、ザザはしばらく黙ったままだった。
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「美味しいねえアメちゃん」

「美味しいねえイヌちゃん」

　もぐもぐ、もぐもぐと、幹みき人ひとが犬いぬ塚づかと揃そろって食べているのは、ぬれ煎せん餅べいに少し似たしょっぱい味のお菓子である。

「モニカさんはわかってるね、所しよ詮せん俺たち男なんてしょっぱいもん食わせときゃ大体は喜ぶって事を」

「ねー」

　幹人の言葉に頷うなずきながら、犬塚は新しい一枚を皿から取って口に運んだ。結構なハイペースだ。

　幹人たちはビラレッリ家の庭、その美しい芝生の上へ座り込んでいる。

　メンバーは幹人と犬塚の二人に、後輩三人を足した男だらけの計五人。杖の改造班だ。

「つうか、ちょっとちょっと犬塚パイセン食いすぎっすよ」

「俺らの分なくなっちゃうじゃないすか」

　犬塚の消費スピードに抗議の声を上げるのは、電気科・機械科の二年生二人。

　電気科二年生は井い岡おかという。整った顔立ちにメッシュの入った髪が洒落しやれている彼は、今日もツナギの中に萌もえＴシャツを着込んでいる。

　機械科二年生は島しま田だだ。ぴっちりした髪型をしており、眼鏡を掛けている。ちなみに彼は、いつも半円卓会議で書記を務めてくれている。

「僕、まだ二枚しか食べてませんよお……」

　悲しそうに言うのは、電気科一年生の向むかい野の。相変わらず、首にはお守り代わりのヘッドホンがある。

「後輩たちよ、よく聞けい。非女子会では食いたい速度で食いたいだけ食うのがルールだ」

「非女子会……犬塚先輩、男子会を指そうとしたんでしょうが、女性の中にもお年を召したもう女子ではない方々がいるので表現としてその言葉には隙がありますよ！」

　島田が眼鏡の位置を直しつつ、犬塚のコメントに突っ込みを入れた。

　大だい精せい霊れい祭さいの大会、本戦が始まって今日は五日目。

　前半戦である三回戦までが終了し、今日と明日は後半戦に向けた休日となっている。

　オオヤマコウセンは、二回戦に引き続き三回戦も勝ち抜いた。手強い相手だったが二回戦同様、精霊殺しで勝負を決めた。

　次は四回戦、すなわち準々決勝だ。

「しかしモニカさん、昨日も取材に来てたっすね～。可か愛わいい子が来てくれるのはテンション上がりますけど、いっぱい差し入れくれて、何だか悪いような気もするっす」

　井岡が菓子をもぐもぐ食べながら、そんな事を言う。

　ウィルエスオン新聞の記者、モニカ・マニャーニは本戦が始まってからというもの、毎日手土産を持って取材にやってくる。

　どうやら自分たちにかなり注目してくれているようで、大会期間中は毎朝街中で配られる大精霊祭特別号の中、モニカの受け持ちスペースではオオヤマコウセンの名前がよく出てくる。

　今食べている菓子も、昨日の試合後、彼女が差し入れてくれたものだ。

「あ、つうか犬塚パイセン、結構モニカさんと仲良くないっすか！　ねえ、なんかちょっと親しげな雰囲気が出てないっすか！　ねえねえ！」

　井岡がそう言って犬塚の服を引っ摑めば、島田も目を輝かせる。

「気になる！　犬塚先輩、どうなんですか！　昨日も二人で話してたでしょ！」

「なぁんもねえよ！　何だよいきなり！」

　後輩たちに思わぬ形で捕まって、犬塚は渋い顔だ。

「雨あまケが谷や先輩、雨ケ谷先輩、どうなんですか？　僕もモニカさんと犬塚先輩が二人で話してるのは見ました……」

　幹人に問うてきたのは向野だ。

「どうだろうねえ、どう思う？」

「うーん…………でも正直、二人で話しているからといってそういう事だと決めつけるのは、ちょっと異性に免疫のない人間の発想っぽくてどうかと思うんです」

「ほらほらお前ら言われてるぞ！」

　一年生の率直なコメントを拾い上げ、犬塚が自身に纏まとわり付く二年生二人に叫んだ。

「んだとお、一年坊主がほざきやがる」

「立場を教えてあげよう」

　批判を受けた井岡・島田の二年生コンビは素早くフォーメーションを移行、向野を二人で挟む。

「あ、あ、ごめんなさいごめんなさい！　あー！　ごめんなさあああい！」

　右と左、二人から腕を取られ関節を極きめられ、向野はあっという間に涙目だ。

「助けてえええ！　うわああああんいたああああい！　雨ケ谷せんぱああい犬塚せんぱあああい！」

「仕方ないな、行くぞアメちゃん。躾しつけだ躾」

「可愛い一年生は大事にしなきゃね」

　一年生である向野の関節を二年生の井岡と島田が極めていて、彼らの首を三年生の犬塚と幹人が腕を回してググッと絞める。年次によるヒエラルキーの縮図である。

「お、おお……タ、タップ、タップタップ……タァップ！」

　こちらの腕を叩いてギブアップサインを発してきたので、幹人は島田を解放してやる。井岡を絞めていた犬塚の方も同じような様子だ。

　なお実際のところは、現部長の照てる治じが形式張った上下関係を重視しないタイプという事もあり、大おお山やま高専のロボ研内は上と下のコミュニケーションがかなりフランクである。

　そもそもフランクでなければ、こんなノリの会話はしない。

「う、うう、ひどいや……俺たちはただ、恋バナポケットの会がしたかっただけなのに……犬塚パイセンも雨ケ谷パイセンもわかってくれないんだ……人でなし……ノットヒューメン……」

「そうだそうだ！　純粋な後輩の野や次じ馬うま根性に応えてくれてもいいじゃないですか！　冷血！　非道！　教科に『思いやり』があったらお二人は落第確実！」

「アメちゃん、こいつら試し撃ちの的にしよ！　ちょうどいいじゃん！」

　杖を摑みつつ犬塚がそう言えば、二年生二人は揃って「わあわあ違うの違うの噓ですやだなぁ俺たち先輩大好きっ子！」などと調子がいい。

「新機能の試運転にぴったりな巻まき藁わらが出来たと思ったんだけどな、寝返ってくれなくてもいいのに」

「雨ケ谷先輩がそういう事言うとほんと怖い……そのいかにも人の良さそうな顔で言われると引くほどやばい……シリアルキラー感しゅごいの……」

　こちらの言葉に井岡がフルフルと首を振った。シリアルキラーとはずいぶんな言い様である。

「でも、雨ケ谷先輩って怒るんですか？　僕、見た事ないんですけど」

「雨ケ谷先輩は『ロボ研内・マジギレしたところが想像出来ない人ランキング』堂々の第二位です！」

　向野の問いに、島田がそんな言葉を続けた。

「いや、そりゃあ怒る時もあるけど……ちなみにそのランキング、第一位は誰なの？」

「三みつ峯みね先輩！」

「あー」

　それは確かに、納得のいく第一位だ。

「…………三峯のパイセンって、怒る機能とか搭載してるんすか？　マジギレする姿がほんっとに想像つかないんすけど」

「人間だもの、怒る事はあるでしょ。……けど、俺も見た事はないなー。マジギレみぃちゃん先輩か……」

　井岡の言葉に、幹人はそう答える。

　直近で言えば、他ギルドに声を掛けられてほいほい付いていくなどの馬鹿な事を自分がしたと知った時などは『だ、駄目だって言ったのに！　みき君！』などと嗜たしなめてはくれたが、しかし、怒っているという風ではなかった。

　あれは大げさに言っても、叱しかっている程度だろう。

　幹人の記憶の中に、彼女の怒る姿はない。

「アメちゃんとか三峯先輩みたいな優しいタイプほど怒らせると怖いって、あらゆるところでよく言うけどな。その理屈が正しいなら三峯先輩は相当やべえキレ方をするはず……いや、でもどーかなー。俺も想像出来ねえや」

「犬塚先輩、犬塚先輩、さっきのランキング、犬塚先輩は部長とワーストを争ってますよ！　……あいたたたたたた！　ギィブギブギブ！」

　島田の顔面に、アイアンクローを見舞う犬塚。

　ちなみに幹人の見る限りでは、この友人は怒りやすいというわけではなく、喜怒哀楽がひどくはっきりしているだけだ。

「さ、そろそろ休憩終わりにしようか。作業再開だ」

　幹人がそう号令を掛けながら皿に残っていた菓子を一枚取ると、二年生二人組と犬塚が素早く残りを摑んで各おの々おの、その口に放り込んだ。早はや業わざである。

「あ、ああ……！　僕、あんまり食べてない……！　うう……、もうちょっと食べた……んむっ？」

　幹人は手に取った菓子をまだ食べてはいなかったので、悲しそうな顔の向野の口へと入れてあげた。

「取ったはいいけど、お腹いっぱいなんだ。食べちゃって」

「あまがやへぁんふぁい……！　あ、ありがろぉございまふ……！」

　菓子を頰張りながら返ってきた礼に苦笑して、気にしないでというように手を軽く振る。

　食い意地の張っている妹がいるものだから、年下の子にああいう顔をされるとどうにも弱い。

「見ろよお前ら、あれが年上の気配りってヤツだぞ」

「まずは犬塚パイセンが俺たちにそれを示して下さい」

「そうそう、そしたら俺たちも見習う事を検討します」

　犬塚、井岡、島田がそれぞれそんな事を言っていた。

　それから五人でガチャガチャと杖やそれに繋げた開発機を弄いじりつつ、必要に応じ、屋外である事を活いかした試し撃ちなどをしていく。

　幹人たち杖改造班は大会前半戦から試合と並行して、後半戦のより厳しくなる戦いへ向けた新機能を開発している。

　上手くいけば明日中には何とか仕上がるだろう。そうすれば明後日あさつての準々決勝に間に合う。

「今のままだとスケールアップにその内、無理がくるって。やっぱり外側にどんどん付け足していく方式にしないと。追加魔力量はわかってるんだから計算して追加分の構築位置を決定していけばいい」

「そりゃ計算値のまんまいきゃあいいけど、実際はズレが出るだろ？　現状、精霊聖水薬莢カートリツジの魔力量はかなり誤差あるんだぞ？　値のズレは隙間になる、それがデカけりゃ光球は一体化してくれねえんだから、最悪、ぶっ放した時に内部でインパクトが発生してその場で爆裂とかするかもしんねえわけで、安全性に欠ける」

　ふざけていた休憩時間の様子もどこへやら、島田と井岡は真剣に意見を戦わせている。

　なお、その内容としてはぴっちりした見た目の島田がリスク大きめな、少々チャラ目なルックスの井岡が慎重な意見をそれぞれ主張しているというのが、ギャップがあって面白い。

「伸びしろの狭い方式に拘こだわったってしょうがないだろ！」

「まずはそれでも安定して機能するもんを作るのが先だ！」

　少々熱の入り過ぎているきらいはあるが、もちろん喧けん嘩かをしているわけではない。チームで開発を行うなら、こういう事はよくある。

　幹人も議論に加わろうと口を開こうとして。




「……ぐすっ」




「ん？」

　鼻をすする音だ。しかも、泣きべそを掻かいている時のもののような気がする。

「う、……うえ……………………う、ううぅ、っひ」

「…………あららららら？」

　顔を向けると、一年生の向野がポロポロと涙をこぼしていた。

「……え？　え!?　……お、おいおい!?　なんで!?　……いや、俺たちあれよ!?　喧嘩とかしてるわけじゃないよ!?」

「そうそうそうそう！　こんなんロボコペの時にもさんざ見てるっしょ!?　いつもの事じゃん！　な、な！　大丈夫大丈夫俺たち仲良し仲良し！　ね！　仲良しよ！」

　島田、井岡の二年生コンビが突然の事態に慌てふためき、とにかくと肩など組んで「仲良し！」と謎のポーズを作っている。

　関節技なんて極めていた癖をして、こうなるとちゃんと気を遣い出すのがこの後輩たちの微笑ましいところだ。

「ち、ちが、ちがうん、ですっ、あの、おなじ、だな、っておもって、そ、その、ロ、ロボコペの、とき、とっ！」

　向野のしゃくり上げながらの言葉に「ち、違うの？　同じなの？」「セクシーなの？　キュートなの？　ど、どっちなの？」と二年生たちは困惑している。

「ど、どーしたんよ、おーい、大丈夫か？　おーい……アメちゃん出番だぞい！」

　犬塚がこちらをそう促して、幹人もそのつもりだ。

「どうしたの？　ゆっくりでいいから、教えてくんないかな？」

「あ、あ、あのっ、あの……！　……た、たのしくて、ぼ、ぼくっ」

「うん」

　なるべく急せかさないように、タイミングを計って相づちを打つ。

「雨ケ谷パイセンって保ほ父ふさんみたいっすよね……」

「まー高専は半分くらい保育園とか幼稚園みたいなもんだし……ちょっとくらいそういう人が居てくれないとね……」

「そうかも知んねえけどお前らちょっと静かにしてろ」

　他の三人が何やら言っているが、今はそちらに意識を割くべきではなさそうだ。

「たのしくて、た、たのしくて、あ、あの、お、おもいだしちゃって、ロ、ロボコペの、ことっ、……ぼ、ぼくはまだ、ぜんこく、でたこと、ないけど……っ、で、でも」

　向野は一年生で、初の全国大会へ参加する前にこの異世界に来る事になったため、地区大会は出たが言うとおり、まだ全国出場はしていない事になる。

「ロボコペ、ロ、ロボコペ、おもだして、おもい、だしちゃ、って、そ、そしたら、なんか、く、……くやしく、なっちゃっ、て！　だって、だって！　で、でてたら、……ぜ、ぜったい…………ぜったい、……──うちがぜったいゆうしょうできたのに！」

「…………うん」

「だ、だって！　せんぱいたち！　すごいし！　ふ、ふだん！　ば、ばかみたいなこと、ば、ばっかりしてるけど！　でも、やること！　すごいし！　だ、だから、ぜ、ぜんこくでてたら、うちの、うちが、ぜったい、ぜったい、いちばんすごかったのに！」

　手をぎゅうっと握って、言葉の合間合間に唇を血が出そうなほどに嚙かみしめて、顔に影を作る角度で俯うつむきながら、肩を震わせて彼は言う。

「なんで、なんで、なんで！　で、でられな、かったのかな、って！　あ、あんなに、がんばったのに！　せんぱいたち、あんなに！　がんばって！　こんなに！　すごいのに！　なんで、なんで、……なんでえええええっ！」

　多分、ずっと思っていたのだろう。

　抱えていたのだ、異世界に来てからずっとずっと。

（……くっそ、わかってあげられなかった。…………そうだよな）

　二年生コンビにはお互いがいるし、幹人には犬塚がいる。

　そもそも幹人たちくらいになってくると、違う学年の先輩たちとも付き合いが長くって、色々と話せる事がある。

　気持ちを共有する事が出来る。そうして、自然にいくらか発散が出来る。

「うううっ、……うううううう～っ！」

　だけど、向野はそうじゃない。同学年がおらず、ましてや一年生だ。気兼ねなく「残念だった」「悔しいな」と、零こぼせる相手がいないのだ。

「か、かって、ほしかった！　せ、せんぱいたちにいい！」

　わかってあげるべきだった。

　様々なストレスの溜たまるこの異世界に来てからというもの、何かこじれたりしないように、皆の状態にはこれでも気を配っているつもりでいた。

　それが自分のような、多少なり気や口が回るタイプの人間がすべき仕事の一つだと、自覚をしていたはずだったのに。

「せんぱいたちに、か、かって、ほしかっ……う、うちの、せんぱい、たちに！」

　そして彼が涙と一緒に零している言葉がずいぶん、こちらを想ってくれているものだというのがまた、ありがたくってありがたくって、とても、刺さる。

　ザザを泣かせた夜の事も引きずられて思い出された。何だか、年下の子を泣かせてばかりだ。

「……うん、そっか。そっかあ。ありがとう、そっか」

「う、ううう……うううううっ」

《イヌちゃん、ちょっとあの話振ってくんない？》

　向野に声を掛けながら想そう話わで手短にそう言えば、犬塚は何の事かをすぐに理解してくれたようだった。

《あの話？　ああ、アレ？　え、いいの？　アメちゃんのちょっと恥ずかしエピソードじゃ……》

《いいよ、お願い》

　恥ずかしいというのなら、後輩を泣かせている現状の方がよっぽど恥だろう。

「いやあなんだよ！　おいおい！　ちょっとアメちゃんを思い出しちゃうなあこれ！」

「そうだね、俺も思ってたとこ。先輩後輩似たもの同士って事かな？」

　若干演技っぽかったかもしれないが、協力してくれた友人の言葉に乗ると、泣いている向野は少しだけ顔を上げてこちらへ視線をくれた。

　どういう事か問うてくれているのだと解釈して、幹人は続ける。

「俺もさ、おんなじような事言って、何ならもっと爆泣きした事あるんだよ。もー、忘れらんないね、あん時の先輩方の顔も含めて」

「……あまがや、せんぱいが？」

「そ～。一年生の時にね、うちは全国のベスト８になれたんだけど……つまり、準々決勝で負けちゃってさ。もうその後よ、号泣号泣、ワンワン泣いて」

「すごかったぜ、アメちゃんさあ。水分出し切って死ぬのかと思ったよ。言ってる事はおんなじ、『先輩たちに勝って欲しかった！』って。特にほら、その年で引退の先輩もいるわけでさ」

　そんなに泣くなよう、な～雨ケ谷、ほらほら、……マジでそんなに泣くなってえ！

　部長を務めていた当時の五年生の先輩が、困ったように笑いながら、やはり自身もその目の端を赤くして、そう声を掛けてくれた。

　彼がその後に言ってくれた言葉も一緒に、幹人はよく覚えている。

「そん時に当時の部長がね、言ったんだ。『高専で、ロボ研で、そりゃ色んなもん作ってきたけど、……一番出来て良かったのは、こんなに泣いてくれる後輩だな』って」

「それ聞いてアメちゃんもっと爆泣きしてんの。白状するけど、俺もさすがに意地張りきれなくておんなじ有様よ」

「いやあ、大だい惨さん事じだったね」

　はっはっはっはと声を揃えて犬塚と笑う。若かりし頃の……などというほど、もちろん昔の事ではない。たった二年前である。

「あまがや、せんぱい、たちが……」

「そうそう、そんでさ、あの時の部長がさ、ああ言ってくれた時の気持ちが今、ようやくちゃんとわかったよ。ありがと、すげえ嬉しいね、これ」

「……っ」

「ここにいない他の先輩たちも、知ったらきっと喜ぶよ。照てる兄にいなんて素直じゃないからはっきり言わないだろうけど、多分、一番喜ぶよ。あの人結構そういうタイプ」

　でも、言うのはちょっと恥ずかしいか。そう問うと少し迷って、だけどやっぱり彼は頷いた。

　それはそうだ。泣いた事を知られたがる男なんていない。

「じゃー代わり……ってんでもないけど、……勝とう。次の試合も、この大会も」

　にっ、と笑顔を作って幹人は言う。

　そういえば、奇くしくも次は準々決勝。大会は違えど、二年前の自分はそこで涙を飲んだが、さて、今年はどうか。

「マジで今年のロボ研は凄まじい。それこそ照兄とかみぃちゃん先輩とか、高専の中でも飛び抜けた人たちが揃ってる。だから勝って、証明しよう。うちの凄すごさを、きっちりね。異世界だろうが何だろうがさ」

「…………はいっ！」

　後輩が頷いてくれる姿を、脳みそにしっかり叩き込む。

　そして今日も明日も、試合当日も、全力を尽くす事を己に課す。せいぜい、泣かせてしまった挽回をしたい。

「まあ、対戦相手はな、不足なしっつうか。優勝するんだったらいずれ当たる相手だぜ。ぶっ潰したる！」

　犬塚は相変わらず好戦的な、楽しそうな口調だ。相あい棒ぼうとしては非常に頼もしい。

　オオヤマコウセン、準々決勝の相手はギルド・ルンゴラーゴ。

　現在大会三連覇中の、優勝候補最右翼だ。







「んん、揉もめてる、のか？　大丈夫そうか？　……遠くてよく見えねえ」

「雨ケ谷居るんでしょ？　だったら大丈夫よ。中なか久く喜きくんって案外心配性よね」

「お前のように明石あかし海かい峡きよう大おお橋はしのメインケーブルみたいな太さの神経してねえんだよ」

「誰の神経が世界最長の吊つり橋ばしを支える合計三万五千本以上の高強度ワイヤーを束ねて作った極太ウルトラ引っ張り強度ケーブルだ。直径百センチ超えだからな、あれ」

　ビラレッリ邸一階の作業部屋。

　部屋の窓の外から少し遠く、庭に座り込んだ杖改造班の作業風景を見ながら、照治と建築科五年女子・横よこ倉くらがそんな会話をしている。

「ぴったりじゃないか。クソ度胸女を褒めてやったんだろうがボケ」

「ああ？　大山高専イチの繊細ガール捕まえて舐めた事言ってんじゃないわよダボが」

　言葉のチョイスは荒めだが、彼らは仲が悪いわけでは全くない。五年生同士で付き合いも長く、気が置けないだけだ。

（ああいうのもいいなあ……。楽しそう……）

　彼らの様子を見ながら、魅み依いは胸中でそんな感想を抱いている。

　一見ドッジボールのような会話だけれど、しっかりキャッチボールになっていて、基本的な投球も捕球も覚おぼ束つかない自分にとっては憧れる光景だ。

「まー、横倉先輩の言うとおり、雨ケ谷居るなら大丈夫っしょ。お任せお任せ」

「……本来は、俺たち年長者がやらねばならん仕事だがな、そういう事は」

　パチン、とその特徴的な禿とく頭とうを叩きつつの電気科四年生・田た川がわの言葉に、筋肉の鎧よろいを纏った巨漢、機械科五年生の鉢はち形がたが渋い声でそう続けた。

　ほどなくして、杖改造班は作業を再開したようで、また試し撃ちが始まった。陽の光の下、芝生の上を光球が飛んでいく。

　魅依の目にも、一見、もう問題はなさそうに見えた。

　鉢形が先ほど年長者と言ったように、今この部屋にいる精霊本体作成班は情報科・電気科それぞれの四年生である魅依と田川、機械科・電気科それぞれの五年生である鉢形と照治、そして建築科五年生の横倉という言わば上級生勢だ。

　一、二、三年生で構成された杖改造班とは対照的である。

　ちなみに、横倉は精霊本体の直接的な作成には携わらないが、大会のステージや精霊本体作成案のミニチュアを驚くべき速さと精度で作ってくれるので大変助かっている。

　話や図だけでなく、やはり物として目の前にあってくれると様々な発見がある。

「…………」

「みぃちゃん、どした？」

　鉢形と田川は床に座り込んで作業をし、照治と魅依、横倉はテーブルについている。魅依の正面に居る横倉が、黙っているこちらの顔を見て問うてきた。

「あ、……いえ…………その」

　改めて魅依は部屋のメンバーを見て、そうだ、上級生勢が揃っているならちょうどいいかもしれないと判断。口を開く。

「……あの、み、皆さんに、ちょっと、ご相談が、ありまし、て」

「ほう、相談？　どうした？」

　照治が打ってくれた相づちの後、一拍置いて、魅依は息を整えてから言う。

「ま、前々から、……思っては、いた事で、……み、みき君の事、なんですが、」

「皆まで言うなああああい！」

「え？」

　建築科女子・横倉が押しとどめるように、こちらへ手のひらを向ける形でビシッと右手を伸ばす。

　そして、彼女は言った。

「みぃちゃんやい！　皆まで言ってくれるなあい！　──ついに告るのね！　んー長かったなあおい！」

「…………………………え？」

「おお、ようやく腹を決めたか」「健闘を祈るぞ、三峯」「おあー、ついにか三峯さん！　頑張って！」……照治、鉢形、田川の男子三人もコメントをくれたが、魅依としては完全に予想外の展開だ。

　違う、違うのだ。そういう話をしようとしたわけではなくて。

　というか、そもそも。

「あ、あ、…………あの、あ、あの、…………な、なぜ」

「なぜ？　なぜって何が？」

　首を傾かしげた横倉に、とにかく必死に魅依は問う。

「あ、あの、その、な、……なぜ、皆さん、そんな、その、か、確定事項という、感じで、わ、私の、その」

　照治とはそのような話をこの異世界に来てからした事があるが、他のメンバーには言っていない。異世界に来る以前に学校の誰かに相談した事もない。

　なのに、誰も彼も、この話について意外そうな顔を全くしていない。

「いや、だからお前、わかりやすいんだって……」

　照治は呆れた顔である。
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　以前、「わかりやすいか」と問うた時に彼にははっきり頷かれたが、ここまでとは思っていなかった。

「みぃちゃん、私はね、……もう二年くらい前かな？　あんたらの部室に差し入れを持って行った時にね、居たのが雨ケ谷とみぃちゃんだけで、雨ケ谷はソファーで爆睡してて、その寝顔をみぃちゃんが一生懸命スマホで撮影してたところを見ちゃった事が」

「あああああああ……っ！　あ、あ、あの、あ、あれは、あ、あ……」

「わあ、後輩が軽犯罪を犯してる……って思ったんだけどさ、犯罪者でもいい、幸せになっておくれと思って、私は静かにその場を去ったよ。クールにね」

　横倉はしみじみと言って、魅依はたまらず顔を俯かせる。

　顔も身体も燃えるように熱いけれど、汗はなぜだか出てこない。

　自律神経の大変な乱れを感じるし、もちろんあの時の画像データはいくつかの場所にバックアップを取って保存してある上に、自宅のデスクトップ機の壁紙にしている。

　動かぬ犯罪の証拠である。

「俺たちは、あのー、ごめんね、正直、同じ部に居て察しないっつうのが無理がある感じでね……。『頑張って話しかけよう話しかけたいな、でも話題は何がいいのだろう……』みたいな感じで処理落ちしている三峯さんの姿を、割とよく見る」

「色恋の話は俺にはわからんのだが、雨ケ谷と話している時にお前の視線がよく飛んでくるものだから、そういう事かとさすがに当たりがついてな」

「あ、あ、あ…………」

　田川と鉢形からもそんな言葉が飛んできて、いよいよ呼吸が難しい。

「……みぃちゃんさ、高専に入ってから付き合おうって言われた事、あるでしょ？」

「それは、ええと…………その、い、一年生の、時に…………」

　三回ほどそんな事を言ってもらえたけれど、その人たちにそういう感情は持っておらず、とりあえず付き合うという考えも魅依の中には存在しないので申し訳ないが断った。

　仮にもし付き合ったとしても、どうしたらいいかわからないまま、すぐに窒息していたと思う。

「なんで二年生になってからはそういう事言われなくなったと思う？」

「それは、もちろん、一年間という、観測期間を経て、私の、人間としての、魅力のなさが、正確、かつ精密に、周知されたからだと」

「違う違う。万人受けはしないかもしんないけど、今も普通に人気はあると思うよ。高専の偏かたよった男女比をもしさっ引いたって」

「い、いえ、まさか……」

　首を振るこちらに、横倉は「まさかではないのよ」と言って続ける。

「でも、じゃあなんで人気はあるのに交際のお申し込みが途絶えたかって、めちゃくちゃ簡単な話、」

「目に見えてる負け戦なんて、誰もしたがらんという事だ。お前が二年になってからというのは、幹人が入学してからという事でもある。それ以降のお前の様子は、誰が見ても事情が察せるだろう……同じ部じゃなくとも、多分な」

　照治が横倉の言葉を横から継いで、魅依の視界はついに揺れてきた。

　だって、そんなにダダ漏れだったとは、本当に全く思っていなかったのだ。

　今死んだなら、三峯魅依の死因は羞しゆう恥ちである。

「あー、やー、ほら、雨ケ谷の知名度が……知名度ってか顔の広さか。あいつ友達いっぱいいるからね、そこから芋づる式に三峯さんの事情も知る事になる人が多いというのもあるんじゃないかな……だから学内ではほぼ周知の事実みたいになってるっつうか、……あれ、これフォローになってるかな？　ちゃんと援護射撃になってる？」

「田川、お前のそれは多分、後ろから背中を撃っただけだな」

　田川の発言に、相変わらずの渋い声で鉢形が突っ込みを入れているようだが、魅依の意識はもうあまりよく現状を認識できない。

「ご、ごめんね三峯さん……俺は不器用なスキンヘッドだ……。この不器用スキンヘッド犯人面に悪気はないんだけど……ごめんね、どうにも……」

「う、ううん、そんな…………あ、あの…………」

　視界が揺れる中、すう、はあ、と魅依はなんとか息を整える。そして絞り出すように言った。

「こ、……………………この話は、一旦、その、置いておいて、いいです、か」

　既に呼吸困難等々のエラーが出ている。これ以上この問題についてこのまま実時間で処理を続けようとすれば、自分というシステム全体が落ちる気がする。

「そうしよう、みぃちゃん死んじゃいそうだし」

「す、すみません、……ええと、……そう、そうです！　この話、ではなくて！　し、しようと、思っていたのは……！」

「え、なに、別の話なの？　え～、雨ケ谷っていうからてっきりそうだと。ごめんごめん！　で、なに？」

　続きを促してくれた横倉に、魅依はすうっと改めて息を吸ってから本題を始める。

「あの、…………色々と、みき君に、その」

　魅依の脳裏には、遠くて細かくは見えなかったけれど一年生をどうやら慰なぐさめているらしい姿。それから大精霊祭の試合で懸命に戦う姿。

　そして何より、皆を代表してザザに辛つらい話をしてきてくれた後の、廊下の隅でうずくまって声や肩を震わせた姿、そんな幹人の様子が浮かんでいる。

「任せ過ぎじゃ、ないかって、思います」

　どう考えても、様々な事を押しつけ過ぎている気がしてならない。

「元々、色んな方面で、部の皆に、気を遣ってくれてて……、異世界に来てからは、さらに……ザザさんの事、とかも……。それなのに、あの、今回、試合にも、出てもらって……みき君、ああいう事、……絶対、あんまり得意じゃないのに」

「え？　そうなの？　えー、器用だし、度胸もあるし、魔法の素質も咲さきちゃん抜かしゃあ一番だし、そもそも自分で立候補したんだし、得意じゃないって事はないんじゃ」

「横倉、三峯が正しい。あいつは元々、確かに勝負事に向かん。割と致命的に」

　ぎい、と音を鳴らして照治はその背を椅い子すの背もたれへ寄り掛けた。

「他人をぶっ倒してやろうっつー闘争心が、どうも欠けてる。あの協調性の裏返しなんだろうがな」

　照治の言葉に、鉢形も田川も難しい顔をしつつも頷いている。

　ある程度付き合いの長いロボット研究部メンバーなら、おそらくこれは誰もが思っている事だろう。

「犬塚とは好対照だな。雨ケ谷とは違って、あいつはそういう意味では一切心配の必要がない」

「犬塚はロボ研随一の強メンタルだからな……向こう見ずなところはあるがその分、負けん気は並外れだ。荒れずに合わせちまう幹人とは綺麗に正反対だよ、だから特に仲が良いのかもな」

　幹人が組んでいる犬塚については、鉢形と照治の二人が揃ってそんなコメントをした。

「そんな風に思ってんなら、なんで雨ケ谷が選手やるって言いだした時に止めなかったわけ？　中久喜くんなんて、『おお、いいんじゃないか？　咲の魔力に頼るとは言え、術者自身の使える魔力量も多いに越した事はないだろう』とか言ってプッシュしてたでしょうが」

「あいつがそんな自分に向いてない事やるなんて言い出した理由がわかるからだ」

　横倉の言葉にそう返し、照治は一つ、ため息を吐つく。

　その顔は、明らかに心配そうな表情だった。

「この異世界に来た俺たち十二人の中で、幹人だけが明確に立場が違うだろう」

「十二人……そう言えば人数だけならシス○ープリンセスと同じだ……！」

「ちょっと黙ってろハゲ」

　スパンと横倉が田川の頭を張った。「いや、和なごませようと……」と田川は小さく零こぼす。

「ほんの少しだけそこの豆電球野郎が言った事と掠かするのが癪しやくだが……幹人には妹の咲が居るだろう。肉親がな。年下の、護まもってやらなきゃならん家族が、十二人の中であいつにだけ居る」

「……あ～」

　納得の声を横倉は上げ、自身の髪をガシガシと掻き乱した。

「とにかく経験積んで、実力付けたいって事？　咲ちゃんのために」

「そうだ。妹を護るためには強くならねばならんと思ってるんだろう。選手としての大会出場は、その一環なわけだ。確かに選手として、特に補助役サポーターとして試合に出るのは良い事だろう。魔法使いとしても、冒ぼう険けん者しやとしても、実戦に近い経験が積める」

　だから俺は止められんし、出来るなら支援もしてやりたい。

　そう言って眼鏡の奥の瞳を、彼は窓の外へと向けた。その先には庭で熱心に杖の改良に勤いそしむ幹人の姿がある。

　肉親ではないとは言え、中久喜照治にとっても雨ケ谷幹人はどうしても心配で、大切な弟分なのだろう。もちろん、咲についても同じはず。

　幹人の挑戦を見守る事が、幹人と咲、二人の兄貴分としての判断だったのだろう。

「で、ですが…………やっぱり、無理をして、何かあったら、そっちの方が……」

　魅依にも、照治の意見は理解出来る。共感も。

　だが、予選からこの三回戦まで勝ち抜いてきた中で、今の彼の様子を見て、このままではいけないと思うようになってしまった。

　勝利を決めた後、喜びに沸く一同の中で、幹人は少し硬い表情をしている時がある。

　それでも誰かに話しかけられればすぐに笑顔を作るし、また試合となれば全力を尽くしてくれるけれど、だからこそ、気になる。

　とても頑張ってくれている。だけど、だからこそ。

「じ、自分の意見のために、言うようで、汚い、ですが、さ、咲ちゃんも、それは、嫌なんじゃないか、って」

「まー、咲ちゃんも、お兄ちゃんに何かあったら嫌でしょうよ。それはみぃちゃんの言う事が合ってるはず。……でもなー！　中久喜くんの言う事もわかるのよねえ。男の子の理屈でしょ、そういうの。雨ケ谷も男の子だかんねえ」

「まあ、そうだな。男の意地のようなものだ」

　横倉へ照治がそう返すと、鉢形が口を開いた。

「俺も雨ケ谷には、あまり背負ってくれるなと言った事はある。この大会に参加を決めるよりも前の事だが」

「あん？　テツ、そうなのか？」

「ああ。まだ魔ま導どう杖じようの試作品を作っていた頃だ。三峯の言うように元からそうだが、この世界に来てからは特に色々と気を配ってくれているようで、だと言うのに強くならねばとも言い出したものだから、ちょっとな。『お前が戦いに向いているとは思えん』とも、面と向かって言った」

　そんな会話があったとは知らなかった。さらに鉢形は続ける。

「俺は昔、空手をやっていた。試合にも少し出ていた。ちょっとした経験だろうが、それでも、言える事はある」

　なお、魅依が以前に聞いた記憶が正しければ、鉢形の中学時代の最高成績は全国ベスト８だったはずだ。

　高専に来てからはロボコペに専念しているので大会には出ていないようだが、ちょっとした経験と表現するには濃いと思う。

「雨ケ谷のようなタイプは、率直に言ってしまえば、やり合う相手としては与くみしやすい。戦う相手の人の良さに気づくと人間、強気にいこうと思えるものだ。……実際問題、雨ケ谷妹に次つぐ魔法の才がある事を考えれば、それでも補助役サポーターの選手として雨ケ谷を出すのは最善手の一つではあると思うが、しかし、三峯の意見もまた的を射ているはずだ」

「……どーしたもんすかね～」

　田川が天井を仰ぎながらそう言って、一同に少しの沈黙が訪れる。

「…………箝かん口こう令れいを敷くぞ。これから先の事はとりあえず、ここにいる上級生勢の人間の中に留とどめる」

「なんすかなんすか？」

　田川がそう言って、他のメンバーも同様の意思が詰まった視線を照治へ向ける。

「一つ、シキに機能を追加する。ハードを弄る必要はおそらくほとんどないはずだ、ソフト側だけで大体は済むだろう。実装が出来ればかなり強力だ。……まあ、なんだ、いざという時に切れる手札を一枚、増やしておこう。お守りみたいなもんだ」

　その『お守り』が誰を守るためのものかは、話の流れで明らかだ。

「お守りというには、極めて攻撃的ではあるがな」

「なんすか、そんなアイディアあるんなら全体の半円卓会議で言えばいいのに！　なんでまた今の今まで黙ってて、しかも箝口令？」

「アイディアとして思いついてはいたんだが、かなり人道的にどうかと思って」

「はあ!?　俺には言わせたのに……神しん殿でんに無差別信号送る案、言わせたのに……！」

「すまんすまん、許せ」

　苦情に苦笑する照治に、田川も結局「まあいいや」と言った。

「で、あれとは別のヤツっすか？」

「ああ。……特に幹人には漏れないように注意しろ、あいつが一番、こういう手段には難色を示しそうだからな。それに、自分のためにそんなもんが搭載されたと知ったら余計に良い気分はしないだろう」

　そして、それから照治が口にした案は、確かにかなり人道的には際どいところを攻めるもので。

「……それを言わないでおくという程度の良心は、中久喜くんにもあったのね」

　横倉は、そんな風に零していた。
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「はい、おまちどお！」

　ウルテラの街の大通り、そこに店を構える大衆食堂。

　オオヤマコウセン一同、席に着いて料理を待っていると、運ばれてきた品が注文よりも多かった。分厚い肉が豪勢に盛られた、力の出そうな一皿が追加されている。

「あの、これは頼んでませんけど……」

　幹みき人ひとが素直に申告すると、料理を運んできた店主の中年男性はニヤッと笑った。

「なあに、俺からのサービスよ！　……その妙ちくりんな服、知ってるぞお！　兄ちゃんたち、今日これから試合のオオヤマコウセンだろう!?　これ食って頑張れや！」

「……すみません、ありがとうございます！　めっちゃ美う味まそうです！」

　遠慮はするものではないだろう。幹人が頭を下げると、店主は豪快に笑った。

「そうだろうそうだろう！　さあ食った食った！　はっはっはっは！」

　皆で揃そろって改めてお礼を言って、さっそく料理を口に頰張ればどれも美味い。特にサービスの一皿は肉の柔らかさも、ガツンと鼻に抜ける香辛料の刺激も絶品だ。

「んむ～！　美味し～！　これもこれも！　あ、こっちも美味しい！　んむ～ん！」

　皆、美味しそうに食べているが、特に幹人の隣の咲さきなんかはとても幸せそうだった。

「お～、いい食いっぷりだ。そうでなきゃな！」

「アンタ、いつまでもお客さんのとこいないでこっち戻ってきな！」

　厨ちゆう房ぼうから女将おかみさんだろう女性が、店主の男性にそんな声を飛ばしてきた。

「ちょおっと待ってくれ待ってくれ！　せっかくこれから試合だっつーヤツらがこうして来てくれたんだぞ！　ちょっとくらい良いだろ！　な！」

「ほんっとアンタは…………お客さ～ん、ごめんねえ、うるさいと思うんだけど良かったら少し相手してやってくんない？　うちの人、大だい精せい霊れい祭さいが大好きでさあ」

「僕らで良かったら喜んで」

　女将さんに幹人が返すと、「そうこなくっちゃ！」と店主は笑った。

「オオヤマコウセン、噂うわさの新鋭ギルド！　街の新聞でも名前見るぜえ！　試合も観みた！　変な精霊で面白い戦い方するよな～！　……あの精霊、よくわからんが自作だとか何だとか……いや～面白い！　たまにはそういうヤツらがいなくっちゃな！」

「恐縮です、そう言って頂けると」

　幹人の対面に座る照てる治じがサラダを食べながら言った。

　本戦に出場を決めたあたりから、街中を歩いていてもたまに声を掛けてもらえるようになった。「試合観たよ！」「次も頑張れよ！」なんて、エールももらえたりする。

　面おも映はゆいけれど、すごく嬉しい事だ。

「兄ちゃんたちはほんと、快進撃だよな～、予選上がりから準々決勝！　……次の相手がルンゴラーゴってのがな、ちょっと運はなかったが」

　そう言って、腕を組む店主。

　数字外れナンバーレスのテオバルド・リコルディ率いるルンゴラーゴ。どこへ行っても、彼らが優勝候補と見み做なされているようだった。

「やっぱり強いですよね、ルンゴラーゴ」

「そりゃそうよ！　準々決勝に残ってるギルドなんてどこも強豪だが……リオコルノを操るスタートゥア、アッキアッパモスケを操るアーヴィド、他には……ラードロやバーラあたりも常連だな」

　店主から出てきた名前のギルドは、幹人たちも偵察で試合を観た事がある。どこも厄介そうな手合いだ。

「だが、ルンゴラーゴが今年も一番の優勝候補だろうな。頭一つ抜けてる。テオバルドがいるからなあ！　ありゃあ、この街の誇る天才だよ！」

「……天才なのはいいけど、最近のテオバルドはちょっとどうかねえ」

　水差しを持ってそう言いながら、やってきたのは女将さんだ。

「おいおい、どうかねえってなんだよ？　三連覇だぞ？　今年で伝説の四連覇だ！」

「強いのは間違いないし、街に居てくれて頼りにもなるけど、……なんだかほら、年々、ちょっと横おう柄へいになってく気がしてね」

　女将さんは皆のコップに水を注そそいでくれながら、難しい表情だ。

「実績やら力やらに何だかすごくこだわってて。昔はもっと控えめな子だったのに」

「ま～、そりゃそうかもしれんがなあ……テオバルドもほら、必死なんだろう」

　店主は女将さんの言葉に頷うなずきながらも、テオバルドをフォローする構えだ。

「なんせ同じ新世代にザザ・ビラレッリが居るからなあ。高こう等とうのテオバルドを置いて、彼女が一足先に特等冒ぼう険けん者しやになったあたりから特に、なんか焦ってるっつうかなあ」

「そうなんですか？」

　幹人が問うと、店主はムムゥ……と唸うなって頷いた。

「元々、新世代の筆ひつ頭とうはテオバルドだって意見はかなり強かったんだ。だが、かのザザ・ビラレッリが台たい頭とうし出してからすっかり下火。テオバルドはプライドも高いから、それが許せねえんだろう。早く伝説の精霊を手に入れたいってのも、だからだろうさ」

「復権を狙ってるって事ですね。そんな事情が。……あの、ちなみに新世代って？」

「なんだ、知らんのか？　新世代っつうのは数字外れナンバーレスの中でも年若い冒険者たちを指す言葉だ。今じゃあ誰もが大抵、ザザ・ビラレッリがその筆頭だって言う」

　幹人の問いに小気味よく答えてくれたところを見ると、どうやら店主は気づいていないらしい。

「そういえば最近、どっかのギルドに入ったって話も聞くな…………いや、あれ、…………そうだ、確か、」

「どっかのギルド、ではなくてこのギルドです。オオヤマコウセンです」

　テーブルの一番奥、店主から最も見えづらい位置に座っていたザザが、すっと手を上げてそう言った。

　彼女に今の今まで気づかず、幹人たちの方に構っていたのだから、店主の大精霊祭好きは本当なのだろう。

「え、え、…………おあああああ、こ、これはこれは」

「アンタ、本当に今まで気づかなかったのかい？　馬鹿だねえ……ビラレッリ子し爵しやく、ゆっくりして行って下さいね」

　呆れたように笑いながら、全員に水を注ぎ終わった女将さんは去って行った。

「残念ながら、あまり私はゆっくり出来ないんですが……」

　はあ、とザザはため息を吐いた。

「どうしてこれからオオヤマコウセンが大切な試合だと言うのに、私は仕事なんて入れられたのでしょうか……」

　オオヤマコウセンの大一番に際し、なんとザザ・ビラレッリ、会場外の警備という仕事を冒険者協会から依頼されてしまっている。

　もちろん本人はステージ脇で応援するんだと、絶対に仕事なんて入れない嫌だ私はやりませんと難色を示していたのだが、あの愛あい嬌きようのあるウルテラの街の受付嬢、ライジリアが凄まじい粘りの交渉を敢行し、結局、ザザの方が折れた。

　確かに数字外れナンバーレスが睨にらみを利かせているとあれば馬鹿な事をする人間はいないだろうから、ライジリアの人選は正しくはあるのだろう。

　ルンゴラーゴの人気や準々決勝の注目度などから来る人出の多さを考えれば、万全を期したいのはわかる話だ。

「まあまあ、俺らも頑張るからさ」「協会はザザを必要としてるんだって」「ほら、これ美味しいよ」「治安を乱す馬鹿がいたら思いっきりはっ倒したれ！」

　そんな風に皆でザザを励ましながら、幹人たちは食事を続けた。







「昼飯も美味かったけどさ、アメちゃん、優勝したら塚つか崎ざきが作ってくれるっていう飯もすごいぜ。俺と塚崎は犬いぬ塚づか・塚崎のヅカツカ二人組だからね、情報が流れてくるんだ」

「え？　知らない知らない！　なに、なに？」

「今この世界で最もカレーに漸ぜん近きんする何か、だって……！」

「やっべえ……！」

　友人の言葉に幹人は両手で自分の頭を押さえた。今この世界で最もカレーに漸近する何かとは、これは魅惑のワード過ぎる。

「イヌちゃん、俺知ってんだぜ……。『料理の美味しさ』と『カレーっぽさ』の間には極めて強い正の相関が認められるって事……」

「俺も薄々思っちゃいたけど、やっぱりか……」

　二人して、これはやばいこれはやばいと、腰に手を当てたり腕を組んだりしつつ呟く。

　準々決勝、開始直前のステージ脇である。馬鹿な話をして緊張をほぐしている。

「よおし、アメちゃん。そのためには、今日も勝とうぜ」

「うん、勝とう」

　頷き合っているあたりで、審判役の男性から片手を上げての合図が来た。いよいよ、試合開始だ。

「お兄ちゃああん！　イヌちゃんさああん！　ファイトオオオ！」「雨あまケが谷や先輩犬塚先輩頑張ってえええ！」「ぶっ潰せえええ！」「ベストを尽くせよ！」「気、気をつけてね……！」

　仲間たちからのそんな声を背に受けつつ、魔ま導どう杖じようと三脚を持って幹人は台座に登り、手早く設置。犬塚は樹じゆ印いんと瓶びんを手にステージに上がる。

（…………わかっちゃいたけど、アウェイだなあ）

　仲間たちからの声援が、少し離れただけでもうずいぶん聞こえない。

「いけえええ！」「今年も優勝だあああ！」「四連覇だあああああ！」「テオバルドオオオオ！」「ルンゴラーゴ！　ルンゴラーゴ！」

　幹人たちオオヤマコウセンの対戦相手への応援が、広いすり鉢ばち状の会場に、これでもかというくらい響いている。

　本日の準々決勝、最有力優勝候補の登場に観客は超満員である。ほとんどは今年四連覇を狙うギルド・ルンゴラーゴを観に来ているはずだ。

　やがて、金髪の美丈夫がステージの上へと樹印と瓶を持って姿を現した。彼、テオバルド・リコルディは樹印へ聖せい水すいを掛けながら、会場へ優雅に手を振る。

　サービスに観客たちは大いに沸いている。実力もルックスも良いとあれば、それは人気があるのだろう。

（まともにやったら瞬殺だけど……さて）

　もしこれが普通の戦闘であったなら、幹人たちなどあっという間に駆逐されて終わりだ。勝負にならないだろう。

「アメちゃんやるぞおおおおッ！」

「……おう！」

　ステージの上へ樹印と聖水をセットしてきた犬塚が、自分の台座へと登りながら気合い十分の声を掛けてくる。勝つ事しか考えていない火のような意思が伝わってきた。

　保護ゴーグルを掛けながら、幹人は鋭く息を吸って吐いて整える。

　実力差は歴然。まともにぶつかれば瞬殺確実。

　だがそれは、普通の戦いならばの話だ。

　これはルールのある試合であり、そして自分たちはそこに特化した戦法と戦力を使う。勝機は、小さくとも間違いなく存在するはずだ。

　会場は次第に、開始の空気を感じ取り期待の詰まった静寂を纏まとう。

　そこへ、審判役の男性がよく通る声で言う。

「ではこれより大精霊祭、準々決勝第一試合を始める！　双方、準備はいいな！」

　幹人と犬塚が頷いて、相手方の精霊召喚役サモナーであるテオバルドと、補助役サポーターの切れ長の眼が印象的な女性も同じ仕草をする。

　テオバルドと一瞬、眼が合う。余裕の笑みをされてしまったが、瞳は笑っていない。

　結局彼らは、こちらの精霊殺しの手の内を知らない。その有利で土手っ腹を刺しに行く、それがオオヤマコウセンの基本戦略だ。

　だが同時に警戒もされているだろうから、強襲を掛ければいいというわけでもないのが辛いところである。

「…………始め！」

　審判役が手を振り上げながら言って、ついに試合が始まった。

「精霊召喚サモンッ！」「精霊召喚サモン……！」

　勢いよく犬塚が叫んで、テオバルドも力の感じる声音で唱える。

「……しゃあ！　シキ！」

　もちろん、先に召喚を終えたのはこちら。六本脚の蜘く蛛も型高専式精霊・シキが顕現する。シキは素早くその脚を動かして印しるしの上を確保した。

　まっさらだった印がどんどん赤に染まっていく。今回、幹人たちは赤の側だ。

　印の染まる速度が、今日はいやにじりじりと遅く感じる。実際にそうなのではなく、こちらの感覚の問題だろう。

「……ふん」

　鼻を鳴らす、テオバルドのプレッシャーが原因だ。印が半分ほど染まった頃、彼の精霊はついに姿を現した。

「おっほー、……やっぱ強キャラ感あるぜえ」

　唇をペロリとひと舐め、犬塚が言う。

　もちろん偵察は何度かしたので、初見ではない。だが、これから相手をしなければならない敵として改めて見ると、迫力は感じてしまう。

　なめらかな曲線を描くプレート、多数のそれらがパーツとしてつなぎ合わされる事で身体を構築した姿は、どこか西洋の鎧に似ている。中に主あるじの入っていない、がらんどうの鎧だ。

　オオヤマコウセンメンバーは初めて見た後、こぞって「こういうの、ドラ○エで見た……さまようヤツ……」と感想を漏らしたものだ。

　召喚者であるテオバルド・リコルディには【鋭えい刃じん鎧がい】という二つ名が付いている。

「やれ、アーミジェロ」

　テオバルドがまるで、判決を下すような容よう赦しやのない声音で言う。

　アーミジェロ、それが鎧型精霊の名だ。背丈は三メートルを超えるだろう。

　アーミジェロの手の内に、一振りの剣が現れる。

　ハイレベルな土属性魔法で構成された品だ。その土属性魔法を放ったのは相手の補助役サポーターである。

　巨体とは思えないほどの俊敏さでアーミジェロが踏み込んで、上段に構えた剣で袈け裟さ斬ぎりを放ってくる。

　シキが潔く印の上から飛びすさって回避すると、流れていった剣先がひどく硬いはずのステージをお構いなしにギインッと切り裂いた。

　見るからに、当たれば一発アウトもありうる威力だ。

「……上等！」

　好戦的に叫ぶ犬塚。シキがその身体の周りに光球をいくつか発生させ、すぐさま発射する。飛んだそれらは鎧の身体に全て命中。

　残念なのは、上手く当てたというよりも相手に避ける気がなかっただけだろう事。

　そして、もっと残念なのは。

「ノーダメージ……？　マジかよ！」

「アホみたいな硬さだ……」

　犬塚の後に、思わず幹人も呟いてしまう。

　完全なノーダメージではないのかもしれないが、鎧の表面に目に見えた成果はない。

（……だったらこっちはどうだ！）

　思いながら、幹人は三脚で設置している後方支援特化型固定魔導杖ver2.0で大型光球を一発生成、撃ち放つ。

　奔はしった輝く塊かたまりを、鎧型精霊は今度は受けなかった。素早くサイドステップを踏んでしっかり躱かわしてくる。

「ッチ！」

「余裕ぶってくれりゃいいのに！」

　犬塚の舌打ちを聞きながら、幹人も思わずそう零しつつ二発目、三発目を撃っていく。

　強かろうが、こちらを完全に侮あなどってくれているのであればまだやりやすい。だが、どうやら対処するべきはきっちり対処してくるようだ。

　幹人の射撃を、向かって右方向へ駆けるようにしてやり過ごしたアーミジェロは、硬質な音を響かせながらそのままステージ上を疾走。

　緩やかに方向を変えて、纏ったスピードを殺さないまま再度シキに襲いかかってくる。

　さらに、相手の補助役サポーターの女性から逃げ道を塞ぐ形で高速の石いし礫つぶてが連続して飛んでくる。当然、実力者はテオバルドとその精霊だけではないのだ。

　最後にはステージを蹴りつけるようにして強く踏み込み、アーミジェロが横一文字の一いつ閃せんを放つ。

　石礫と剣、シキを二つに挟まれた犬塚は回避は不可能と判断したらしい、動かさずに星せい命めい魔ま法ほうでシールドを展開させた。

　石礫は、防ぐ事が出来た。

　剣も、無防備で浴びたわけではない。しかし、猛烈なその刃やいばの勢いを殺し切る事は叶わなかった。

　シールド越しに叩き込まれた斬撃は、シキの前脚二本を持っていった。

《逃がせイヌちゃん！》

《……っおう！》

　ボルトハンドルを押し引き、新たな精霊聖水薬莢カートリツジをセットしながら想そう話わで伝えると、犬塚は残った四本の脚で吹き飛ばすような勢いをつけ、シキを退避させる。

　追撃をされないように、幹人は威い嚇かく射撃を一発、二発。

　半ば、宙を舞うようにしてステージの反対端へ逃げた蜘蛛型精霊は、着地する頃には失った脚をもう取り戻していた。

　再構成したのだ。

「……っ！」

　これにはさすがのテオバルドも、少々顔をしかめている。想定外だったのだろう。

　通常の精霊は、召喚中に受けたダメージを回復させる事は出来ない。損傷を修復するためには一旦顕現を解いて、一から喚よび出だし直す必要がある。

　そして戦っている最中、今のように身体の一部が切り飛ばされ、それがある程度の量を超えた場合、召喚が解かれてしまう。

　これは身体を構築する精霊聖水が、精霊というデータのメディアでもあるからだろう。

　再召喚する際には、失った分量の精霊聖水を補充し直さなければならない。しかし、試合中の精霊聖水の補充は許されていない。

　だからこそ、精霊聖水を一定以上失って召喚が解ける事はほぼ敗北を意味する。

《……見ろよアメちゃん、ミスター三連覇の表情がちょっと崩れたぜ》

《予想外だったみたいだね、今までの試合でウチもこれ、見せてないし》

　相手の精霊の身体を斬撃等々で切り崩していって、召喚の維持を解くのは大会ではポピュラーな手法の一つだ。

　テオバルド率いるギルド、ルンゴラーゴの基本戦略でもある。彼らはそうして相手の精霊を始末した後、ゆっくりと印を染めるのだ。

　だが高専式精霊は、精霊聖水に籠こめた魔力を使って、星命魔法で身体を構築している。だから、身体の一部分を切り飛ばされようが、いくらでも再生が可能だ……もちろん、残り魔力の許す限りだが。

　動作にも当たり前だが魔力は使うので、あまりダメージを受けまくるとガス欠になって行動不能に陥る。

　しかし、相手から見れば不気味だろう。先ほどまでの猛攻から一転、こちらへ剣先を向けつつも鎧型精霊は様子を見ている。

《うーん…………ところでどう？　精霊殺し、ぶっ放せそう？》

《……ごめん、結構厳しそう。間合いに入ったら捕まえる前にぶった切られると思う》

《だよねえ……》

　精霊殺しは、相手精霊の近距離で発動しなければならないという欠点がある。今までの二回戦、三回戦の敵は捕まえられたが、今回はかなりキツそうだ。

《だが、魔力を使い切るかコアである中の樹印を破壊されない限り、俺たちのシキは平気で再生を繰り返す……、このタフネスを使って押し切るというのもアリじゃねえかな……！　ふふ、どうだ、気味が悪いだろう……！》

《気味っていうか、そう表現すると性た質ちが悪いね……うちの子……》

　犬塚が自信満々に言って、幹人は苦笑する。ファンタジーもので中盤辺りに出てくる、攻略するのに時間がかかる面倒な敵という感じだ。

　大抵、そういうのは結局大火力で消し炭にされたりする。

「……お、お、おーいおい！」

　なんて思っていたら、そのセオリーとは少し違うが、似たような事を相手はやるつもりらしかった。勘弁しろと言わんばかりの悲鳴を上げたのは犬塚だ。

　補助役サポーターの女性が大きな岩塊を頭上に生成し始めた。大きな一発でぶっ潰してしまおうという腹だろう。

　今度は鎧型精霊が逃げ道を塞ふさぐ役だ。じりじりと一定の距離を取ったまま、シキが動こうとした方向へ自分も身体を入れ、威嚇してくる。

　年季を感じさせるコンビネーション。

　やがて岩塊は放たれて、アーミジェロも距離を詰めてくる。

「…………じょおおおとおおおだボケエエエエエエエエ！」

　絶叫を上げながら、犬塚は素晴らしいというか、もはや凄まじい操縦を見せた。

　向かってきた岩に対し、シキは前進する形でその下を掻かい潜くぐり、岩がステージに当たって砕けて飛んだ破片の数々も光球で撃ち落とす。

　さらに襲いかかってきたアーミジェロの刃を、脚を一本切り飛ばされながらもやり過ごし、ステージ上、辛からくも逃げ回る。

　犬塚篤あつし、ロボ研の誇る本番と窮地に強いストロングメンタル・ボーイであった。

「こうなりゃこっちもアレをぶっ放したれえええ撃ち合いじゃああああああああい！」

「おっけえ！」

　続く攻撃も避け続ける犬塚の、喉の焼けそうな叫びに応え、幹人はすうっと空気を大きく吸う。グリップを握る力を強め、そして、魔導杖へ想話での指示を高らかに出す。

《アディショナル・チャージャー起動！》

　幹人の声に合わせ、魔導杖の上部へ［A.C.S. START UP］という星命魔法で編まれた文字が浮かび上がる。

　杖改造班で作り上げた新機能である。

　魔導杖の先へはまず、今まで通りの大きさの光球が作られる。

《スタビライザ・フレーム！》

　上部に［OPEN］という文字が浮き、魔導杖の側面からは斜め前方へ突き出すように、計四本の角のような棒が伸びる。これは、生成された光球の実際の状態を観測し、情報をフィードバックしてより動作を安定させるためのものだ。

《ショット・ギガントＡ．Ｃ．Ｓ．…………チャージ、ワン！》

　ボルトハンドルをコッキング。

　空の精霊聖水薬莢カートリツジが排出され、新しいものが杖内部でセットされる。そこに充じゆう塡てんされていた大型光球三発分の魔力はすぐさま全て、現在生成中の光球に追加で注がれる。

　体積に相当する構成総魔力量が四倍に増えたので、球の直径はおおよそ四の三乗根、一・六倍程度に膨らむ。

《チャージ、ツー！》

　さらにもう一度、ボルトハンドルを引いて、押し戻す。魔導杖の筐きよう体たいから排出された精霊聖水薬莢カートリツジが、乾いた音を立てて台座の上に落ちる。

　新たにセットされた薬やつ莢きようの中に入った魔力はまた全て、生成中の光球に叩き込まれた。光球七発分なので、直径はこれで最初と比べおおよそ七の三乗根、一・九倍ほどだ。

（……三回目は、……っく！）

　掛けられた負荷に魔導杖がガガガガッと細かく、かつ激しく振動してしまっている。これ以上の魔力を制御するのは、かなりの暴発リスクが出てくる。

　迷ったが結局、幹人はボルトハンドルを引かなかった。

　保護ゴーグル越し、目を細めて半透明の光球の先、なんとか目標の姿を睨む。

　Ａ．Ｃ．Ｓ．はAdditionalアデイシヨナル Chargeチヤージ Systemシステムの略だ。

　光球の生成中に精霊聖水薬莢カートリツジのローディングを行い、そこに詰められた魔力を光球へ追加で注ぐ事の出来る機能である。

《ファイア！》

　大きさだけでなく、射出速度も大幅に向上する。撃ち放たれた超大型光球は、今までのものよりも段違いに高い速度を纏まとって飛んだ。

　シキを追い回していた鎧型精霊は、それを避け切る事が出来なかった。

　着弾。光がはじける。

「ナイッショ!!　どうだ!?　………………っ！」

　犬塚が歓声を上げた後、息を呑のんだ。

　剣を取り落とし、腕を十字に交差させ、着弾前にはステージ中央ほどに居た姿は、今やかろうじて端で持ちこたえており。

　アーミジェロ──その身体には確かにヒビが、いくつか見えた。

「………………貴様らァ！」

「へいへいへいへい！　余裕なくなってきてんじゃないのお!?」

　試合が始まってから間違いなく一番、感情を露あらわにしてテオバルドが吠ほえ、犬塚が即座に煽あおってみせる。

《……だけどイヌちゃん》

《わかってる……正直、結構キッツいな。あれぶちかましてあの程度しかダメージ入れられないか……》

　表面上は盛り上がって見せても、犬塚は案外と冷静だ。彼と言葉を交わした通り、あまり状況は芳かんばしくない。

　ショット・ギガントＡ．Ｃ．Ｓ．はこちら側の最大威力の攻撃である。

　最も効果的だろう初撃ですら決定打……とはいかなくとも、形勢を決定づけるほどの一撃とならなかったのは痛い。

　切り札の精霊殺しも、この相手に浴びせるのは難しいだろう。

　一いつ矢し報むくいはしたが、純粋なスペック差で順当に追い詰められている、それが実際の戦況だ。

（…………いや、違うか）

　幹人はそこで、グッと唇を嚙かんだ。

（後もう一回……いや、もしかしたら、もう二回だってチャージ出来たかもしれなかったのに……）

　暴発を恐れずそれを撃っていれば、もっとダメージは入れられたはずだ。

　設計段階では、ショット・ギガントＡ．Ｃ．Ｓ．の安全動作圏内はチャージ二回だ。しかし、もう少しリスクを取れば三回はいける。

　四回チャージはかなりの賭かけだが、全くの無理ではないはずだ。

　残る精霊聖水薬莢カートリツジは、計十八発。魅み依いの稼いだ資金と咲の膨大な魔力のおかげで、これだけ準備する事が出来た。

　ちらりと、眼だけで後方のメンバーを窺うかがう。

　その中、祈るような顔で両手を握りしめ、こちらを見つめる向むかい野のが見えた。泣かせてしまった後輩の男の子だ。

（……格かつ好こうは、つけなきゃな。これでも先輩だ）

　視界の中、相手方は再度警戒を強めたのか、落とした剣を拾いつつ、まだ遠巻きにこちらを見やる。

「…………」

　無言、幹人はボルトハンドルを握った。息を吐く、前を見る。

　そして覚悟を決めて──。

《待ぁった、待っただぜ、アメちゃん》

《……イヌちゃん？》

　まるでこちらの思考を読んだかのようなタイミングで、犬塚が想話を飛ばしてきた。

《アイ・ハブ・ア・メソッド！　アメちゃんが無茶をすんのはまだ早いぜ》

《……そう？》

《そうさ、今の俺の操縦センス見てるっしょ？　キレッキレよ？　これに俺たちのコンビネーションが加われば出来る。大おお山やま高専機械科三年出席番号一番雨ケ谷二番犬塚、西海岸の暴れ馬ブラザーズ、いっちょやったろうぜ》

《…………西海岸の暴れ馬ブラザーズは、初耳だなあ》

　大山高専の所在する県には、西海岸どころかそもそも海がない。この友人はやっぱり卑ひ怯きようだ、そんな事言われたらこちらが笑ってしまうのをちゃんとわかっている。

《中身を聞いても？》

《もちろん。作戦はこうだ……》

　そして彼が口にしたのは、刺激的な内容だった。

　面白い。なるほど確かに、幹人ひとりが賭けをするよりも冴さえた案だ。負けが決定となる確率も高いが、その分リターンも大きい。

　目線を一瞬交わして頷き合って、それで行く事が決まった。

「シキィ！」

　犬塚が鋭く叫んで、蜘蛛型精霊が躍動する。ステージを思い切りその多脚で蹴りつけて、縦横無尽に走り回る。

　幹人の方は、魔導杖の先へ光球を生成。しかし、撃たずにそのまま待機させておく。

「…………何のつもりだ！　ちょこまかと！」

　テオバルドが苛いら立だたしげに吐き捨てる。

　鎧型精霊でシキを捕まえにかかるが、どうにも幹人の用意している光球が気になるようで、動きに最初ほどの思い切りはない。

　一撃を喰らわせた事が、一応あちらの心理にも影響を及ぼしているようだ。

　シキはもう持久戦など眼中にないとばかりの出力で動き回っていて、おかげで相手の補助役サポーターの放つ石礫や岩塊にも被弾せずに済んでいる。

　犬塚が自分で言ったように、操縦が現在、文句なしに研ぎ澄まされているおかげもあるのだろう。

「……いつまでも逃げていないで、来るなら来い！　叩き斬ってやるぞ！」

　テオバルドが叫ぶ。アーミジェロは立ち止まって剣を片手で握り、肩へ担いだ。切っ先は大きく背中側へ落ちている。

　大振りゆえに一撃の威力は高まるが、その分、初動は遅くなる構えだ。

　狙うならここだろう、想話を交わす必要すらない。

　作戦の肝きもが決行される。

　アーミジェロとシキの間には現在、十メートルほどの間合いがある。幹人は作っておいた光球を放った。

　先ほどの一撃があったからだろう、アーミジェロの動きが一瞬、固くなる。しかし、今度の光球は追加のチャージを行っていない。普通の大型光球だ。

　そして、その狙いは相手の精霊ではない。

「ッ何!?」

　テオバルドから驚きの声が上がる。光球が命中したのは狙い通り、こちらの精霊、シキである。

　タイミングを合わせ、脚で地を蹴った事もあり、蜘蛛型精霊の身体は凄まじい勢いで本当に文字通り吹っ飛んだ。その先には、アーミジェロが居る。

　鎧型精霊は剣を握った腕を振るうも、間に合わない。シキが衝突し、そしてその脚でがっちりとアーミジェロの身体を捕まえる方が早かった。

「…………き、貴様らああああ！」

「喰らえやあああああああ！」




　──精霊殺しぃいいいいッ!!




　堂々、犬塚の叫びが場内に轟とどろく。

　直後、アーミジェロの身体がチラつき始める。動きもどんどん、固まり気味になっていく。

「……テオバルド様！」

「……っく、く、…………こんな…………こんな！」

　補助役サポーターの女性が悲鳴のように名を呼んで、怒りで赤く染まったような声がテオバルドから漏れ出ている。

（……よし、よし、よし！）

　幹人の残る仕事は、補助役サポーターの女性の動きに注意する事だ。彼女がシキにのみうまく魔法を叩き込んで、引き剝はがしに来たら不ま味ずい。

　だが、やはりそれは難しいだろうと、幹人の頭の一部分は既に判断を下している。

　もう大方、勝てるだろうと思った。そしてだからこそ、気を抜けないと思った。

　大だい金きん星ぼしを上げられる。相手を負かす事自体にはあまり幹人は喜びを見いだせないが、それで仲間たちが喜んでくれる事には執着がある。

　だから勝ちたい。勝たなければ。

　よく見ろ、よく見ろ。女性の動きに全神経を集中して、もはやシキもアーミジェロも、幹人の意識の外側で。

　だから、全く気がつかなかったのだ。

「…………みき君ッ!!」

「え？」

　悲鳴のような叫びが聞こえた時には、もう目の前にそれは迫っていた。

　キラリキラリと陽光を受けて輝く長い塊。

　唸りを上げて縦に回転する刃。巨大な剣だ。全長はどれくらいだろうか、二メートル以上はありそうだ。

　アーミジェロが、握っていたはずのもの。なぜかそれが、自分めがけて飛来していた。

「…………………………………………っ？」

　轟ごう音おんが鳴った後、視界、目線の高さが一段下がった。どうしてだろう。

　視線を真横にズラせば、数十センチほど隣、鈍く光る長く大きな塊がある。幹人の乗る台座へ突き刺さっていた。

　剣だ、やはり大きい。簡単に人を殺せるだろう存在感がある。

「ああ」

　自分の目線の高さが下がったのは、尻しり餅もちを突いたから、らしい。身体全体を見渡して、とりあえず、どこかをぶった切られたわけではなさそうだと確認出来た。

　そうやって確認しなければいけないような状況に陥ったという事実が、ようやく背中に這はい寄よってきた。

「…………すまない！　なんて事をしてしまったんだ！」

　自分たちが初めに精霊殺しを使った時以上に、完全に静まり返った会場へ、そんな声が響いた。

　美しい、通りの良い声だ。

「事故だ！　すっぽ抜けてしまった！　もちろん僕たちの負けで良い！　……いや、その前にまずは試合中断、そうだろう!?」

「え、あ、…………中断！　試合は一時、中断とする！」

　呆ぼう然ぜんとしていた審判役は、テオバルドの言葉にそう言った。

　金髪の青年は、ちらりとこちらを見る。

　済まなそうな言葉とは裏腹な冷たい瞳の色に、確信が持てた。勝負に甘い自覚はあるが、さすがに事態がわからないほどの馬鹿じゃない。

　そして同時、ああ、上手い手だなとも幹人は思った。

「……すまない！　ああ、……なんて事を！　…………こういった時はどうなるんだい？　僕らの負けだろう!?」

　信じられないほど、芝居がかってはいる。

　だが、元々のキャラクターや容姿、そしてこのシチュエーションが相まって、それがなんだかひどくハマっている。

「なあ、ルールではどうなるんだい？　……故意じゃない、それだけは言える。ああ、いや、信じてもらえなければそれも構わないよ！　……何年掛かるかわからないが、伝説の精霊を目指してまた一から頑張るさ！」

　幹人たちはルールブックを熟読した。だから、知っている。

　相手の補助役サポーターなどに直接攻撃をするのは、はっきりとルール違反だ。だが、それが流れ弾と判断されれば、即失格ではなくペナルティで済む。

　あまりの事態に犬塚もシキの制御を止めてしまって、今やアーミジェロは自由の身だ。精霊殺しは中途半端な形で終わった。

　負けるくらいなら確かに、この状況へ持って行った方が良い。四連覇に伝説の精霊の入手という特典が懸かっているなら、なおさらだ。

「ど、どうなの、ルールだと？」「……ペナルティで、いいんじゃないか？」「ペナルティだったよな？」「そうだよ、……わざとじゃないって言ってるし」

　そんな声が、会場中で囁ささやかれる。

　その裏にあるのは、せっかくの四連覇が懸かっているのだからという気持ちだろう。街のヒーローの誕生を、彼らは望んでいるのだ。

　別に、それは良い。自然な願いだろう、良いのだけれど。

（……勝てそう、だったのになあ）

　思って、自分が諦めかけている事に気づく。まだ勝負は終わっていないのに。

　テオバルドが、またチラリとこちらを見た。

「……事故だよ！　やあ、すまない！」

　ごく当たり前に、怖いと思った。

　この世界に来て、熊と兎うさぎと蜥蜴とかげを相手に、それぞれ死にかけた。だが、割とすぐに奮ふん起きする事が出来た。自分でもなかなか、肝が据わっているなと思っていた。

　だけど、駄目だ。

　初めて、人に殺されかけた。どうやら自分は、それがとても恐ろしいらしい。

　周りの声がなんだか、膜を一枚通したみたいに遠くなる。震える身体からはまともな感覚が消えて、荒くなった呼吸だけがひどくリアルだ。

　諦めてはいけない、勝たなくては。それが自分の、自分で志願した仕事なのだ。そのための努力をしなければ。

　思って立ち上がったけれど、杖に、手が伸びない。







「…………なあにが事故だてんめええええええええええええ!!」

　台座から飛び降り、転がるようにして着地。叫びながら駆け出す。

　あの澄ました男の顔面をぶん殴ってやる事しか、今の犬塚の頭の中にはなかった。

　何が、どこが事故だ。

　試合が途中で止められたのはいい。勝てそうな状況をふいにされたのも、いいだろう、許してやる。

　しかし、友達を殺されかけて、大人しくしていられるほど自分は人間が出来ていない。

「お、お、……お兄ちゃあああああん！」「雨ケ谷、大丈夫!?」「雨ケ谷くん怪け我がは!?」「せ、せんぱあああい！」

　まだ台座の上に居る幹人のもとへ駆け寄っていくメンバーもいるが、犬塚はそちらの側ではない。

　身内への心配よりも、敵への怒りが先に立つ。そういう人種だ。

「落ち着け、犬塚」

「……ぐぇ!?　……テツさん！　ッあんだよ放せよ！　……ッは、な、せえ！」

　直線距離を突っ走ろうと、まずはステージに上がろうとした犬塚を、がしっと手際よく羽交い締めにしたのはオオヤマコウセン一の巨漢、鉢はち形がただ。

　もがくこちらを押さえ込む、さすがの膂りよ力りよくと技術。

　勢いだけで抜け出せなさそうなのは嫌でも理解させられたが、それでも身体は暴れて仕方ない。

「ぶん殴ってやるぶん殴ってやるぶん殴ってやるッ！　あんのやろおオオオオオ！」

「犬塚、ペナルティ扱いでどうせ試合は再開される事になるだろう。いいから台座に戻ってろ」

「…………は？」

　いっそ冷たいようにも感じる、ひどく落ちついた声音が耳に届いて、犬塚は後ろを振り向いた。

　鉢形の言葉ではない。それは鉢形の巨体の肩越し、こちらを見ている眼鏡を掛けた長身の先輩のものだ。

　彼、ロボ研部長にしてオオヤマコウセン・ギルドマスター、中なか久く喜き照治は引き続いて言った。

「相手のやり口は、まあ、良い手ではあったな。相手方の打てる最善手の一つだろう。四連覇してやっと手に入る伝説の樹印の事があるなら、なおさらな」

「…………あんだと」

　鉢形の拘束を振り払う。今度は彼は押さえ込んではこなかった。

　犬塚は完全に怒りで沸いてしまっていると自覚しつつもずんずんと進み、照治の胸ぐらを摑み上げる。

「おい、なあ、あんた今なんつった」

「良い手だと、そう言ったんだ。何か間違ってるか？」

「間違ってんだろ、わかんねえのか…………部員が！　弟分が！　あんな目に遭って！　何を悠長な事言ってんだテメエは……ッ！」

　吠えるこちらに、照治の眼鏡の奥、その瞳はいやに冷え切っている。それが余計に犬塚を苛立たせた。

　なんでだ、なんでわからない。なんで怒らない。

　あの友人は、あんなにあんたを慕ってるのに、そっちはそれかよ。

「あわわわわけ、喧嘩だ喧嘩だ……！　あ、そ、そうだ、雨ケ谷のパイセンを呼ぼう雨ケ谷のパイセンはいつもこういうの何とかしてくれるじゃんそうしよう！」

「いやいやいや駄目だろさすがに今は雨ケ谷先輩駄目だろ雨ケ谷先輩は今はさすがに駄目だろ駄目なんだってでもでもじゃあどうしよう！」

　井い岡おか・島しま田だの二年生コンビが後ろでわちゃわちゃと慌てているが、今はそこに構っていられない。

　わかってくれない目の前の人間に、怒ってくれない目の前の先輩に、火がついてくれと半ば祈るような気持ちも混ぜて、もう一度言葉を叩き付けてやろうと息継ぎをして。




「犬塚くん、台座へ、戻って下さい」




「…………え？」

「台座へ、戻って、下さい」

「お、え、…………あの、………………」

　あんたまで、何言ってんだ。

　あんただってあんなに慕われてて、つうかあんた、好きなんじゃねえのかよだったらもうちょっとなんか──そんな言葉が、

「…………え、と」

　犬塚の口からは、なぜか一言も出て行かなかった。

「お願い、します。台座へ」

「……………………わ、…………かり、ました」

　結局そう言って、摑んでいた照治の胸ぐらを離し、犬塚の身体は言われたとおり台座へと向かっていた。大した段数もないステップを上がりながら、首をひねる。

（…………今のは、……いや、…………ええと）

　どうにも、はっきりわからない事がある。自分が今話したのは、誰だったのだろう。

　長い前髪に端正なかんばせ、華きや奢しやな体たい軀く。あまり大きさには優れない声。

　それらから判断するなら、三みつ峯みね魅依だ。そのはずだ。

（…………いや、でも、…………いやいや）

　台座の上に登り切って、それでも犬塚の頭はどこかぼうっとしている。

　先ほどのあの人は、本当に三峯魅依だったのだろうか？　見た目はそれらしく見えたけれど、何か致命的なところで認識に齟そ齬ごがある。

　だってあの人が自分の知る、凄まじい技術を持ってはいるけれど大人しく内気で弱気なあの先輩だったなら、──なぜ自分の脳みそは大だい音おん声じようで警告音を鳴らしたのか。

　さっさと言葉に従えと、間違っても逆らうなと、そんな風に本能の部分が叫ぶように指示を出してきたのか。

「…………イヌちゃん」

「ん……？　お、おお！」

　横から掛けられた声に視線を向ければ、そこには相変わらずどこか善性を感じさせる顔で笑う友人。

　彼の乗る台座にはかなり大きな亀裂は入っているが、倒壊はしなさそうだ。刺さっていた剣も消えている。魔法の維持が解かれたのだろう。

「ごめんごめん、心配掛けた。大丈夫だよ」

「…………うん、そっか」

　大丈夫なはずがないだろうけれど、男同士、そう言われたら頷くしかない。

　試合はどうやら、先ほどの行為はペナルティ扱いで進んでしまいそうだ。台座の下、審判役がこちらの代表である照治にそんな話をしている。

　照治はそれに文句を言うでもなく、わかりましたと頷く。

　幹人も自身のもとへ集まっていたメンバーへ、大丈夫だと言って下げさせている。

（…………ええい、くそ！）

　確か、こういう状況になった時は、反則を行った方の精霊に回避以外の行動をしてはいけない一定の時間が設けられるはずだ。補助役サポーターが何かをして助けるのも禁止。

　長さは印が一から染まり切るまでの時間と同程度、つまり、こちらの時計で約十八秒。なお、攻める方の陣営も、その間は印染めだけは出来ない。

　だが、その時間であのアーミジェロを完全に叩き潰すのは難しいだろう。幹人の精神状態も万全ではない。

　だったらもう、試合再開と同時にシキをステージから飛び出させ、相手陣営に突っ込んで一暴れさせてやる。

　もちろん違反行為なのですぐに鎮圧されるだろうが、無理に試合を続けるよりはそっちの方がいい。怒られるのも慣れているタイプだ、引き受ける。

「聞け、二人とも。ペナルティで試合再開だ」

　照治がこちらへやはり、そう言った。

　彼にわだかまりは残っている犬塚だが、頷くだけは頷く。

「幹人。とりあえず、そこにいろ。それだけでいい」

「……照てる兄にい？」

「あとはこっちに任せておけ」

（……何言ってんだ、あの人？）

　試合が始まったら選手以外は何も出来ない。任せろとは何を言っているのか。それともあれはもう、試合が終わった後の事でも言っているのだろうか。

　幹人も表情や反応を見る限り、どういう事かはわかっていないようだ。

「……それでは、これより試合を再開する！　私が二十、数えるまでの間、オオヤマコウセン側は特別攻撃時間とする！」

　やがてステージ脇へ戻った審判がそう言って、上げた両手を振り下ろした。

「始め！」

「…………ッシキ！」

　犬塚はすぐに自分たちの精霊へ操縦指示を出した。全速前進、その勢いを殺さずに跳躍、ステージから飛び出させ相手陣営へと突っ込ませる──。

「……あれ？　おい、…………あれ、おいおいおい？」

　はずだったのに、蜘蛛型精霊の様子がおかしい。ガシャンガシャンと走り始めたが、想定より遅い。ステージ端でしっかり止まれる程度の速度だ。

（つうか……ん、これ、…………ん!?　あれ!?　……俺の操縦じゃない！）

　そして遅まきながら、シキが自分の指示で動いていない事に気がついた。

「ど、……どうなって！」

　こちらの声などお構いなし。シキは相手の鎧型精霊を迂う回かいして、やがて向こう側のステージ端についた。

　六本脚を折り畳んで蜘蛛型精霊が座り込んだのは、相手方の精霊召喚役サモナーが乗る台座との最接近ポイント。テオバルドに対し、ステージ上で最も近づく位置だ。

　何がどうなっているのかわからず困惑する犬塚の視界の中、さらに状況は奇っ怪なものへと変化した。

「…………ぐっ!?」

　テオバルドが口を押さえて呻き始めた。身体を不安定に危うく揺らして、彼はすぐにその場へ半ば倒れるようにうずくまる。

「ご、……あ、ぐ、……なん…………!?　ぐ、ぐうううううううっ!?」

「テ、テオバルド様……？」

「ご、あ、ああああっ！　がっ、あ、……ぐううううっ！」

　相方の女性があっけに取られる横で、声を漏らしながら、彼の身体は時折ビクリビクリと跳ね上がる。

　犬塚の目にそれは、痙けい攣れんしているように見えた──おそらくは、多大な苦痛を伴って。言わば、苦く悶もんである。

「イ、イヌちゃん、これ……？」

「わ、わかんない……！　何これ何これ!?　何だよおい！」

　幹人も、何がどうなっているのかわかっていないらしい。何が起こっているんだと、二人で顔を見合わせる。

「七、八、九……！」

「ぐ、ぐ、……グオオオ！　アアッ、ぐううう、あ、ぐ、アアアアアアッ！」

「じゅ、十！　十一！　十二！」

「ぐ、ぐ、オオオオオオオオ！　ガ、ガッ、ガアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　自分の身体を掻きむしりながら、台座の上に転がる金髪の青年はついに絶叫を上げた。

　パシャッと音がして、鎧型精霊がその姿を融とかす。

　青色の液体に戻った精霊聖水がステージに広がって、その上に樹印が落下した。

　精霊殺しによるものでない事は明らかだ。術者であるテオバルドが、精せい霊れい魔ま法ほうを維持出来るような状態ではなくなったから、だろう。

「十、さ………………ち、中断！　試合、一時中断！」

　こちらの特別攻撃時間のカウントをしていた審判役がそう叫んで、両手を頭上で交差させた。

　いよいよざわつく会場の中、ステージ脇を抜けて審判役はこちらへ走り寄ってくる。

「オオヤマコウセン！　……あれはどういう事だ!?　何をやっている!?　特別攻撃時間とは言え、相手精霊召喚役サモナーに対する直接攻撃は禁じられているぞ！」

　あちらだって剣をぶん投げてきたじゃないか。そういう事を、一歩前に出たこちらの代表、中久喜照治は審判役に対して言わなかった。

「直接攻撃？　なんです？　すみませんが、俺たちは何をしている疑いがかかっているんですか？　ああ、具体的にお願いします、答えようがありませんので」

「…………っな、何を、とは」

「ですから、何をですか？　武器をあちらへ投げましたか？　魔法を放って当てましたか？　そう言って頂ければ、該当行為について回答しますし、それが禁じられているというルールを示して頂けたなら、もちろんやめましょう」

「…………っ、き、君、……それは、……そう、言われても」

「そう言われても、と言われても、こちらも困りますね」

　何の感情も感じさせない声音で切り捨てられて、審判役の男性は言葉を失った。

「グオオアアアアアッ！　グ、グ、グウウウウウウ……ッ！」

「テオバルド様！　テオバルドさ……うぐっ!?　…………ううううううううっ！」

　その間にも、テオバルドは叫んでのたうち回っている。

　さらに、彼の乗る台座に飛び移った補助役サポーターの女性も同じ状況に陥っていた。口を押さえ、うずくまり、やがて身体を痙攣させ始める。

　あまりの二人の苦しみように、同じようにテオバルドの台座へ上がろうとしていた他のメンバーが固まった。

　こちらとあちら、交互に視線を移らせて、審判役はどうしたものかと慌てた後、どこかへ走り去っていった。

　おそらく、上の人間に指示を仰ぎに行ったのだろう。

（だから、何がどうなってんだよ！）

　犬塚は、台座から照治たちギルドメンバーのもとへ跳ぶように降りる。「アメちゃんはゆっくり降りてこい！」と隣の友人には言葉を投げておく。

「どーなってんすか！」

　ギルドメンバーの顔を見渡す。

　咲と一年生の向野はとにかくあわあわとしているし、二年生コンビの井岡と島田も自分と同じく困惑顔。同じ三年のギャルファッション女子・塚崎も首を横に振った。

　どうやらそれ以上の年次の人間でないと話にならなそうだ……そう思ってさらに視線を巡らせて、そこで改めて犬塚は見てしまった。

　四年生の一人は、スキンヘッドが特徴的な田た川がわ。難しい顔で目を細めていて、どうやら事情を知っていそうな気配だ。

　そして、オオヤマコウセンに四年生は、もう一人居る。

「…………ああ、少し、位置がずれて、ますね。調整、します」

　彼女はそう呟いて、左手に持ったキーボード型の魔道具・開発機の上で右手を幾度か閃ひらめかせる。それは全く、躊躇ためらいを感じさせない速度だ。
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「テ、テオバルド様!?　ひ、ひいいい……！」

　あちらのギルドから悲鳴が響く。見れば、テオバルドが台座の上で激しく嘔おう吐とし始めていた。

　タイミング的に、誰がそうさせたのかはもう明らかだ。

（…………あ、………………これ駄目だ）

　三峯魅依、彼女の表情を見て犬塚の足は二歩、後ろへ下がっていた。

「…………おいお前ら！　うちの団長に何をしている!?　さっさとやめないか！」

　そこへ、大柄な強面の男性がやって来た。

　ルンゴラーゴのメンバーだろう。走ってきた足を止め、こちらを鋭い眼光で睨みつける。ガタイも相まって迫力は十分だ。

「やめる？」

「そうだ！　何だか知らんがお前らが何かしてるん……だ…………ろ」

　男が返答してきた魅依の方を向いて、言葉を途切れさせた。

　気持ちはわかる、同じ状況なら自分もそうなると、正直なところ犬塚だって思う。

「そう、言われても、どうでしょう、ね。……あれ、終われば、いいですね」

　そう告げる彼女の顔に、瞳に宿っているのが冷たさだったならまだよかった。

　思えば、照治の様子はきっとそういう類たぐいのものだ。

　ようやく理解出来たが、彼のあのひどく冷たい何の情も感じさせないような眼は、怒りが振り切れているが故ゆえだったのだろう。

　だが、魅依は違う。

「…………お、お前、何を、言って、」

「終われば、いいですね。ずっと、続かなければ、いいですね。これから先、ずうっと、寝ても、覚めても、続かなければ、いいですね。……ああ、ですが、吐と瀉しや物が、気管に詰まると、窒息もあります」

　紡つむぐ言葉にも、色白な顔に浮かべた表情にも、相手を睨み返すその瞳にも、冷たさなどという生温いものは存在しない。

「その前に、死んじゃうかも、しれませんね」

　そこにあるのは、明確な殺意だ。

　瞳に蠢うごめく光は重く暗く赤黒い、まるで灼しやく熱ねつの溶岩のよう。

「……………………え、こんななの？　み、三峯パイセンって、え、キ、キレると、こんななの？　やばくない？　ちょっと、え、え、これ、え」

「ヤ、ヤバいと……思う……こ、……怖い、っていうか、……なんか、これ、あれ、ほんとに、ヤバいんじゃないの…………？」

　井岡・島田のコンビが肩を寄せ合って震えている。何なら犬塚もそこに入れて欲しい心境だった。

「…………～～っ、…………わ、……わかった！　わかったよ！　そうだ、すまなかった！　悪かったよ！　た、ただ、あれは事故で、…………な、なあ、要求はなんだ!?　どうすればいい!?　何を、」

「お祈りでも、したら、どうですか？　精霊が、助けて、くれるんでしょう」

「な、…………な、……」

「私は、そうは、思いませんが」

　滑らかではない口調、大きくない声量、最低限しかない仕草。その中に、これでもかと言うくらいの怒りと憎しみが詰まっている。

　ようやく、今日この場で、犬塚は三峯魅依という女性の事がわかった気がした。

「…………私は、絶対に、貴方あなたたちを、許さない」

　尽くすタイプだろうなあ、なんて思っていた。

　不器用ながら甲か斐い甲が斐いしく、好きになった相手に自分の出来る限りをやりたがるような人に見えた。

　多分それは、間違っていないだろう。こんな姿を見た今だって、まだそう思っている。

「今度、同じ事をしたら、なんて言わない。あんなの、一度で、十分だ」

　ただ、尽くすタイプは尽くすタイプでも、彼女は言わば、焼き尽くすタイプでもあったのだ。

　大切な相手に尽くして、その人に害をなす敵を、一切の容赦なく彼女は焼くのだ。

「許さない。みき君に、あんな事を、したんだ。絶対、許さない」

　瞳に憎悪を塗り込めた、彼女の名前は三峯魅依。この場の誰よりも論理構成力に優れた頭脳を持ちながら、間違いなくこの場の誰よりも、情に生きる女。

「──ころ、」

「みぃちゃん、先輩……！」

　決定的な言葉を彼女が口にしようとした刹せつ那な、その肩を摑んだ手があった。

　幹人だ。

「……………………ぁ」

　現れた想い人の姿に、魅依の瞳に宿っていた苛か烈れつな意思が収まった。そのままサアッと、彼女は顔全体の血の気を引かせる。

「…………ありがとう、もういいんだ。……ありがとう、本当に、ありがとう」

「…………っ」

　見られたい姿では、なかったのだろう。それはそうだ、女性が好きな男に見せるにはあの姿は少々、激げき甚じんに過ぎる。

　俯うつむいて、だらりとその手に持った開発機が地面に落ちかける。そこで動いたのは彼女の同学年、四年生の田川だ。スキンヘッドがキラリと光った。

「…………ごめん三峯さん！」

「え、……あ」

　彼女の手から開発機を奪い取った田川は、それを素早くカタカタと操作した。

「ごめんよ三峯さん……俊敏なスキンヘッドでごめん…………イヌ！　これでシキのコントロール権はお前に戻った！　なんでもいいから行動させろ！」

　突然の言葉だったが、犬塚はとにかく従った。適当にシキへ移動の指示を出す。

　コントロールを受け付けて、シキはステージ中央へ自身の身体を運ぶ。

　すると、テオバルドたちの様子は途端に落ち着きを見せた。

　ちょうどいいタイミングで、こちらへ審判役が戻ってくるのが見えた。後ろには何やら、高そうな衣服に身を包んだ老ろう齢れいの女性も連れている。

「……あらゆる意味で俺たちに敵対行動を今後一切取らない限り、もうお前らはアレを味わわずに居られる、かもしれん。どうだ、賢明な判断を下す事を勧めるが」

　照治がルンゴラーゴの男性に言う。彼はコクコクと首を縦に振って、小走りに審判役の男性のもとへ向かった。そして、何かを告げている。

　審判役は少し驚いていたが、やがて頷いてステージに上がっていった。

「……選手の戦闘続行不能のため！　ルンゴラーゴが降参を宣言した！」

　大きな大きな声で告げられたそのアナウンスに、会場中がどよめく。

「勝者、オオヤマコウセン！」

　歓声は、さすがに起きようがなかった。

　大本命が敗れた結果も、二転三転したその過程も、全てが異常だ。

　この結果をどう受け止めたものかという感じの、困惑したような声があちらこちらで上がっている。

「……………………け、……結局、何だったん、ですか？　な、何を、相手に」

　あまりに異様な雰囲気に耐えかねたのか、一年生の向野がそんな質問を投げる。そういえば、確かにそれを聞いていなかった。

「フォスキアとやり合う時に作った魔道具、あったろう。ジャミング装置だ。あれは相手の情報の行き来を妨害するという点において、今回の精霊殺しの元になっている」

　説明を始めてくれたのは、やはり照治だった。

「だが、ジャミング装置にはもう一つ、発見があった。咲があれを使った時に周りで感じたと思うが、魔ま力りよく波はをガンガン当てられると気分が悪くなるんだよ。体内の魔力の流れが影響を受けるからだろう」

「……ああ、そういえば」

　犬塚は、そうポツリと声を零す。

　確かにフォスキアとやり合った際、咲があの装置を起動させた事で、その場のメンバーは体調に多少の支障を来きたしていた。

「あの時は無差別に様々な周波数の魔力波を打っていたが、人間の身体に悪影響を与えやすい周波数の魔力波というのが、やはり存在するんだ。理論じゃないぞ、実験して割り出した。それを一定範囲に出力する機能をシキに乗せておいたんだよ。ちょっとアレだから、アダルトチームだけでな」

「それは…………」

　表情を曇らせた幹人に、照治はおどけて言った。

「そんな顔するな。いやあ、殺傷しないという点においては、むしろ人道的な兵器だとも言えるんじゃないか」

「いや、そっちも重要だけど、そうじゃなくて……」

　幹人が何を言いたいかは、犬塚もわかる。

　人間の身体に悪影響を及ぼす周波数の魔力波を、実験で割り出したと照治は言った。

　つまり、普通に人体実験だ。開発メンバーが実験体になったという事だろう。

「これを思いついた馬鹿は俺だ。だが、一番開発に骨を砕いたのは三峯だ。プログラムを担当したという意味でも、最も積極的に実験体になったという意味でも」

「わ、…………私は、その」

　魅依の顔は、元から色白だが今はもう蒼そう白はくだ。あの姿を幹人に見られた事が、相当尾を引いているのだろう。

「幹人、二人で飯でも食いに行け。いいな、功労者を接待してこい。部長命令だ」

「……うん、わかった。みぃちゃん先輩が良いなら」

「…………わ、私、…………だ、だって……あ、……あんな」

　どうなのだろう。犬塚の目に、元々、幹人があの黒髪の先輩をどう思っていたのかはいつも不明瞭だった。

　特別視しているのは間違いがないが、恋愛対象なのか。

　そして今回の事が、どう影響するのかもわからない。

　あのドロドロと流れ落ちるマグマのように常軌を逸した熱さと重さで怒る様は、一般的な感覚では多分、感謝はあったとしても同時に、恋愛の相手としては忌き避ひの対象になりかねない。

「……ふ、…………ふ、…………ふざけるなああああああああッ!!」

　一同が二人を少々ハラハラと見守っていたところに響いたのは、怒声だった。

「あんだあ？」

　言いながら犬塚が声の方を見れば、ステージの上に憤怒の表情で顔を染めたテオバルドの姿があった。

「僕たちが、僕が、負けだとお!?　こんなところで！　こんなヤツらに！　……ふざ、ける、なああああああああ！」

「おおい、なんか噴き上がってるぞ……俺たちのせいかな？」

　田川が自身の禿とく頭とうを撫なでながらそんな事を言う中、テオバルドはさらに続ける。怒りと先ほどまでの苦しみでか、完全に冷静さは失っているように見える。

「再試合だ！　おかしいだろう！　全てが！　やり直しだ！　……僕はあんなヤツらよりも絶対に強い！　だったら僕の勝ちだろうが！　それを、それを！」

　やや、言っている事が支離滅裂になってきた。

「あの時、殺しはしなかった！　まともに当たりはしないように投げてやった！　それなのに！　どうしてこんな仕打ちを受けなければならない！　僕が勝ちだ！　優勝は僕のものだ！　樹印は！　僕にこそふさわしいだろおおおがああああああああッ!!」

「あの野郎、今自白しなかった？」「やっぱわざとじゃねえか……」「舐めやがってボケナスが……っは、三峯先輩！」「み、三峯さん、落ち着いて、ね……！」

　テオバルドの言葉に怒りを見せた部員の面々が、慌てた様子ですぐに魅依の方を向く。

　魅依はと言えば、再び瞳の中にチリチリと例の光を宿し始めている気がする。

「みぃちゃん先輩、ありがとう。大丈夫だから」

「……え、あ…………ご、ごめん、なさい」

　しかし、彼女は幹人の言葉にまた我に返り、さっと俯く。

「ど、どういう事？」「わざとだったの？」「テ、テオバルドがそんな……」「でも、今、そんな事を言って……」

　ざわざわと、会場が複雑な雰囲気になっていく。

　ちらほら、観客同士で言い争いも起きているようだ。テオバルドの肩を持ちたいような、しかし持つに持てないような、そんな感じだろうか。

「テオバルド・リコルディ！　控えなさい！　見苦しい！」

「…………っ、あなたは」

　そこで、ステージへ新たに上がった人物がいた。仕立ての良い衣服に身を包んだ老齢の女性だ。

　テオバルドがハッとしたような、苦々しいような顔をしている。

「ん、街のお偉いさんだあれ！　俺知ってるぞ！　肖像画を街中で見た！　さすがにあの年齢はストライクゾーンじゃないから忘れちゃってたけど今思い出した！」

　電気科二年生の井岡が、そんな事を言っている。犬塚も確かに、言われてみれば肖像画を見たような記憶がほんの少しだけある。

　女性はその手に大切そうに抱えた布の塊を解き、中から美しい紋様の描かれた一枚のプレートを取り出して掲げ持った。

「皆みなもです！　静まりなさい！　…………竜りゆう聖せい樹印の前ですよ！」

　動揺の声に満ちて、危うい雰囲気になりかけていた会場が、その一声で一気に静まっていく。

「い、印いん籠ろうメソッド……！　印籠メソッドじゃん……！　異世界水み戸と黄こう門もんだ……！」

　生でこんな状況を拝めるとは。犬塚が思わずそう零せば、他の面々も、その何人かが同じような事を少し興奮気味に言っている。

　竜聖樹印は、伝説の精霊を喚び出すための樹印だ。四連覇の特典である。

　それは精霊使いや、この街の人間たちにとっては畏い敬けいの対象なのだろう。

　犬塚たちにはよくわからない感覚だが、効果はてきめん。

　会場は今や、水を打ったように誰もが息を呑んで押し黙っている。

「…………竜聖、樹印」

「テオバルド・リコルディ。この度たびの試合、私も見ていました。……私には貴方が、この樹印にふさわしいとは思えません。少なくとも、今はまだ」

「…………」

「精霊は人を護る。故に、精霊使いは人々を護る。それが精霊使いの理念です。試合には関係がないと思いますか？　……いいえ、そんな事はない。強ければ良いわけではないのです。自分のその強さが何のためにあるかを、決して忘れてはならないのです。これは、そういう教えでもあるのです」

　なんとなく、学校の校長先生のような語り口だ。

「相手に剣を投げつけて勝利を拾おうとする精神の中に、その心が宿っていますか。私はそうは思いません。ペナルティで済むとは言え、明確にルール違反である以上、大会の理念にも決してそぐわない。……つまり、貴方にこれはまだ、渡す事が出来ません」

「………………は、……は」

　テオバルドはその端正な顔を俯かせ、息を吐き。

「は、は、…………はははははははっ！　はっはははははははは！」

　しかし──彼は声を上げて高く笑った。半ばそれはやけくそさも感じる危ういものだ。

「どうしました、何が可お笑かしいのです」

「古くさい！　カビの生えた教えだ！　それが可笑しいんだよ！　馬鹿らしい！　強さこそが全てだ！　強いものが優れた精霊使いだ！　もっとも強い精霊使いに！　もっとも優れた精霊使いに！」

　彼はそこで顔を上げ、わずかに膝を曲げた。犬塚の頭に予感が奔り、それは正しかった。

「竜聖樹印も！　伝説の精霊も！　……使われるべきだッ!!」

　テオバルドはそう言って、その身がブレて見えるような速度で動いた。

　精霊使いだからと言って、当人の戦闘能力がないわけではない。数字外れナンバーレスともなればなおさらだ。

「…………っなにを！　…………テオバルド・リコルディ！　やめなさい！」

　女性から竜聖樹印を奪い取り、テオバルドは大きくステップを踏み宙を舞って彼女から離れ、ステージ中央に降り立つ。

「もう良い！　最初からこうしていれば良かったんだ…………また四年なんて、ふざけるな！　やってられるか！　【血染め桜】なんかにいつまでも……っ置いて行かれてたまるかあああああああ！　新世代の筆頭は！　僕だ！　僕こそがふさわしいッ!!」

　魔法を使ってだろう、ステージに広がっていた精霊聖水をテオバルドは自らの手元に集め、そして竜聖樹印に浴びせ始める。

「見せてやるよ……伝説の精霊の降臨をッ!!」

「や、やめなさい！　……テオバルド・リコルディ！　貴方は正式に認められたわけじゃない！　真っ当な形でそれを手にしていない！　伝説の精霊が、貴方に応えるわけがない！　資格がない！」

「資格ならあるさ！　誰よりも！　僕は優れた精霊使いだ！　【血染め桜】なんかより……僕の方が強いんだあああああアアアアアアアアッ!!」

「もういいだろ、帰るぞ。引き揚げる」

　いよいよ困惑にざわめく会場、のっぴきならない状況のステージ。

　そんなものを前にして、言ったのはオオヤマコウセンギルドマスター、中久喜照治だった。

「…………は？　部長、いや、帰るってあんた」

「付き合ってられん。馬鹿馬鹿しいとは言わんが俺はもう目の前の状況に興味がない」

　問い返した犬塚に、照治は飾り気のない口調で言った。この事態を前にしてずいぶんな姿勢である。

「いや、その……ほら、でも責任とか、何か、あるんじゃ」

「これは決勝戦でもないし、仮にそうだとしても一回の優勝というだけだ。つまり、俺たちはまだ竜聖樹印に対して何の権利も保有していない。だったら責任もないだろう」

　論理的には正しいが、さすがにそれはどうなのだろう。口を開ける犬塚に、照治は想話を飛ばしてきた。

《まあ、なんだ。……それに、揉めているのを見て、変に罪悪感を感じるヤツもいるかもしれんからな》

　それが誰の事を指しているのかは、もちろんわかった。

　その言葉こそが、彼の本音なのだという事も。

《…………あのさあ、部長。そういう事をちゃんと言ってくれりゃあ俺、あんたの胸ぐらなんて摑まなかったよ》

《悪いな、直らんのだ》

　犬塚にそう返した照治は、本当に会場出口に向かって歩き始める。その途中で、弟分の背中を押す事も忘れない。

「照兄、いやいや、でもさ……」

「おい幹人、俺はとても良い事に気づいている。なあ、今なら外の屋台、絶対すいてるだろ！　食いたいヤツあったんだ、付き合えよ。咲、お前も腹が減った、そうだろ？」

　ぐいぐい幹人を押して進む照治の姿に、結局オオヤマコウセンのメンバーは苦笑しながらも倣ならう事を選んだ。

　観客の興味はステージ上の顚てん末まつだけだろうし、いいだろう。

　とにかく疲れた。今日はもう宿に帰って寝たい。

　大会期間中は、本戦出場者は街が用意した宿に泊まる事が出来る。美味しい特典の一つである。

　そういえば、今日の試合をモニカにまた取材されたら何て答えればいいだろうか。そんな事を犬塚は考えて。

　大きく強い光が一度、瞬いた。

「………………ひいいいいいいいいいいいい！」

　上がった悲鳴に一同は、再びステージ上へと視線を移す事になった。

　悲鳴の主はなんと、テオバルド・リコルディ。あれだけ威勢の良い彼が、恥も外聞もない声を上げている。

「え、なに、召喚出来てんじゃん！」「かっけえ！　ドラゴンだ！」「いいなあいいなあ！　ドラゴン！」「スキンヘッド・ドラゴンライダーになりてえ！」

　そんな声をこちらが上げるのは暢のん気きなのかもしれないが、実物のドラゴンを目にしたのだ、仕方ないとして欲しい。

　頭の高さは五メートルはあるだろうか。太く長い尻尾まで含めれば、体長は三十メートルに届きそうだ。かのフォスキアよりも、なお大きい。

　灰はい褐かつ色しよくの身体は硬そうな皮膚に覆われて、一対の大きな翼、細長い顔、短い前足。

　ファンタジーでよく見る、オーソドックスな竜といった出いで立たちだ。本物である。

「……で、でも、なんか、雰囲気おかしくないですか？」

　一年生の向野が周りを見渡して言う。

　確かにその通りだ、竜を見る観客たちは表情の硬いものが多い。伝説の精霊が現れたのだ、もっと歓声に満ちていて良いのではないだろうか。

　そして何より、

「あ、あ、…………うああああ……………………！」

　召喚者であるはずのテオバルドが、尻餅を突いて相変わらず悲鳴を上げている。

　その理由は、衝撃的な光景と共に明らかになった。

「あ…………ああ……………………グォッ!!」

　蹴りだ。その太い脚を振るって、竜はテオバルドの身体を蹴り飛ばした。

　猛烈な勢いで直線移動したテオバルドの身体は、試合場の端の壁面に激突。さらにそこへ、竜は身体の周りへ生成した岩塊を追撃に叩き込んだ。

「テ、テ、テオバルド様ぁ！　あ、あ、…………うああああああああ！」

　テオバルドは、死んではいないかもしれないが意識はないようでぐったりとしている。

　それでも、竜の召喚は解けなかった。

　ルンゴラーゴのギルドメンバーが悲鳴を上げて、そこから共鳴するように、会場全体に混乱と恐怖が一気に伝でん播ぱした。

「うあ、うあああああああ！」「逃げろ逃げろ逃げろおおおおお！」「ひいいいいいいいいい！」「早くしろ！　早く！」

　会場中の人間たちが出口へ向かって殺到する。

　このすり鉢状の広いコロシアムのような建物に、しかし、出口は三カ所しかない。群衆が冷静でない事も相まって、すぐにギュウギュウ詰めだ。

「おいおいおいおい…………面倒くせえ事になったぞこれ…………！」

「て、照兄、あれ、……暴走、とか、だよね…………？」

　説明されなくともわかる、召喚は出来たが制御は出来なかった、そんなところだろう。

　幹人は傍かたわらに居る咲の身体をぎゅっと抱いて護り、照治はそんな二人の前に出て、かばうように腕を伸ばしている。

　竜が居るのはステージ上。対してこちらはまだステージ脇だ。観客達よりも、遙はるかに危険な位置である。

「やっばいやっばいやっばいやっばい…………！　まじかようえええ……！　……で、でも、テオバルドとか、だって、強いわけでしょ？　なんで、あんなビビって……」

　呆然と呟いてしまった犬塚の言葉に、巨漢・鉢形が口を開く。

「……精霊が身近なこの街の人間や、何より精霊使いたちは、あの精霊に何か根源的な恐怖を感じるのかもしれん」

　例えはアレだが、ゴキブリに対して日本人の多くが抱く、明確な理由はない強烈な嫌悪と同じような話だろうか。

　手て練だれのはずのテオバルドや、彼のギルドメンバーたちがあんなに錯乱する様子を見ると、それは説得力のある話だ。

「俺たちもさっさと逃げるぞ！」

　照治の号令に、全員もちろん頷く。ここは撤退あるのみだろう。

　そうこうしていると、地を蹴ってバサリと一回羽ばたいて飛び、竜が観客席へ降り立った。そこには、まだ避難できていない人間がたくさん居る。

「あ、あ、ああああ…………」「うわ、うわあああ…………」「…………っ、っ」

　竜に一番近いのは、親とはぐれたのか自分たちだけで観に来たのか、何人かの子供たちだった。

　全員揃ってへたり込んで、どうやら逃げられそうにない。

（……くそ！　まじか！）

　どうする。そう頭が考え、犬塚の身体はもう感情に任せて動きかけて。

「──ガルゼッタ！　お願い！」

　聞き覚えのある女の子の声と共に、宙を切り裂くように飛んだのは、一羽の赤い鳥。

　鷺さぎに似た形の、美しい姿。

　あまりに相手と比べたら小さすぎるその身体で、それでも彼は竜へ必死に突撃を敢行した。自身と比べたら羽虫のようなその鳥へ、うるさそうに竜が首を振る。

　ガチンと鳴ったのは、危ういところで空振りした嚙かみ付きの音だ。

「逃げなさい！　早く！」

　震える脚と声でそれでも、子供たちの前へ彼らを護るように立って言ったのは、ウルテラの街の新聞記者、モニカ・マニャーニだった。

「……こんのおおっ！」

　竜の周りを素早く飛んで、なんとか注意を引くガルゼッタ。

　声を上げながら、火属性魔法の炎で攻撃をしかけるモニカ。

　勝てるだなんて、彼女たちは考えていないだろう。

「逃げるの！　逃げて！　…………大丈夫、それくらいの間なら護ったげられる！」

「は、は、はいいいい……！」

　子供たちは這ほう々ほうの体ていで、どうにか少しは安全な位置まで走っていく。

　精霊は人を護る。故に、精霊使いは人々を護る。

　その理念に、赤い髪を揺らすあの細身の背中は殉じゆんじるつもりなのだ。

　自分を才能のない精霊使いと言っていたモニカは、今この場で最も、正統で真っ当な精霊使いだった。

「…………グルオオオオオオオ！」

　苛立った様子の竜はバックステップを踏むように跳躍、翼をはためかせて低空飛行。そして岩の弾丸を周辺に生成した。

　火ではなく、ああいった土属性の魔法を使うタイプなのかもしれない。

　モニカとガルゼッタ、彼らにそれを防ぐ手立てはなさそうだった。

　ガルゼッタがモニカの前へ身体を滑り込ませ、翼を広げる。モニカはそんなガルゼッタの身体へ飛びついて胸にかばった。

　自分を護るはずの精霊を彼女は、最後には護ろうと思ったらしい。

　きっと合理的ではない反射的な行動で、それは犬塚も同じだった。

「…………シィイキィイイイイイイ!!」

　ぶっ飛ばすように、最大出力。

　モニカたちのもとへとステージの上に居た蜘蛛型精霊・シキを突っ込ませ、彼らと竜の間に身体を入れさせる。
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　全力のシールドの展開は、間一髪間に合った。

　飛来する岩の数々を何とか弾いて防ぐ。最後の一発でシールドは霧散、ギリギリだ。

「…………ア、アツシくん!?」

「俺が相手だこんのやろおおお来いやボケエエエエエエエエエエエ！」

　啖たん呵かを切った。

　自分の耳で聞いてから、ああ、自分がそれを言ったんだと思うような有様だった。

　感情だけだ、それだけだ。

　ちょっと気になってる女の子に格好を付けたい、馬鹿な男の感情だけだ。

　星命魔法の球を射出しながら、シキを観客席からまたステージのある試合場の方へと跳んで戻らせる。とにかく、注意をこちらへ引いてやる。

　竜は狙い通り、シキを見てくれた。さらには、声を上げた犬塚の方も。

（やべえかなあやべえかあ！　でもさあ！　でもさあ！）

　しょうがないじゃないか、こういう風にしてしまう人間なのだ。

　ステージへ上がったシキめがけ、竜が一旦上空五メートルほどまで飛び上がり、そこから急降下の体当たり攻撃を仕掛けてきた。

　轟音、腹に響いてひどく恐ろしい。

　シキには辛くも回避させたが、硬いはずのステージへ大きくヒビが入った。もう二、三発くらったら砕けそうな勢いだ。明らかに、危険どころではない相手である。

　竜が犬塚の方を向いて、背筋に悪寒が走ったその時、超大型光球が空を裂いた。

「……グゥゥッ！」

　直撃、竜が呻く。ダメージがあるのかはわからないが、確かに声を上げた。

「…………こういう馬鹿をやるんならさあ！」

　射手は、台座の上に居る。三脚に乗せた魔導杖のグリップを握って、やっぱりどこか人懐っこい笑みをしている。

「まずは俺を誘えよ！　イヌちゃん！」

「ッアメちゃん！　で、でも！」

　彼の乗る台座には大きな亀裂が入っている。

　あれだけの恐怖を味わった後だ、とても、一緒に無茶をやろうなんて言えないはず。

「大丈夫！　マジで言ってるぜ！　俺はもう大丈夫！　だってすげえ元気出る事があったからね！　元気っつうか、勇気かな！」

「そ、…………そうなの？」

「そうさ！　だから水くさい事言うなよ！　海なし県在住！　西海岸の暴れ馬ブラザーズ！　俺たち大山高専三－Ｍの！」

　ガシャンとボルトハンドルを押し引き、幹人は光球を竜めがけて放ちながら言う。

「出席番号一番雨ケ谷二番犬塚！　ゴールデンコンビだろ！」

（…………くそ、やばいやばい！）

　シキを動かして竜のターゲットを取りながら、犬塚は少し熱くなった目頭と震える吐息をごまかすように、大声を張る。

「モニカ！　ここは俺たちがやる！　そっちは逃げる人たちの整理を頼む！」

「ア、アツシくん！　ミキヒトくんも！　…………う、うん！　ありがとう！」

　そちらの仕事の重要さも理解してくれたのだろう、モニカは頷き、出口に詰めかけて混乱状態にある人々のところへ向かった。

　なあ、恥ずかしくってあの時、君には言えなかったんだけどさ。

　シキを動かしながら、そんな事を犬塚は思う。それは、自分の自慢が何かという話。

「行くぜイヌちゃん！」

　犬塚篤の自慢なんて、そんなのもちろん決まっている。

「おうよアメちゃん！」

　──同じ学校の誰よりも、きっと友達に恵まれた事だ。







「馬鹿が！　ほんとにお前らは馬鹿だよ！」

「知らなかったのかよ照兄！」

「知っとるわボケ！　俺の弟分と後輩なんだからそりゃそうだろうよ！」

　魔導杖から光球を撃ちながら兄貴分はそう返してくれて、幹人はつい苦笑する。

「張れ張れ！　弾だん幕まくと盾たての両方だ！　どうせ出口はあの混雑なんだ！　やるぞ！」

　照治が号令を出すと各々、オオヤマコウセンの面メン子ツは頷いた。

「おっしゃもうこうなったらやったらああ！」「ぶ、ぶちのめしたる！　……ひいいこええ！　は、爬は虫ちゆう類るい野郎がなめんな！」「やらなきゃやられるだけじゃあい！」「怖いけど、こ、今度は僕らも頑張ります！」

　そんな声が次々に聞こえた。犬塚と二人で始めた無茶に皆、付き合ってくれるらしい。

　試合に備えギルドの荷物としては様々なものを持ってきてはいるが、その中には護身用としてフォスキア戦の時に使ったものの改良版である試作魔導杖ver1.2もある。

　本数は、全部で十本。幹人と犬塚は今は使わないのでその分は違うメンバーが手に取り、全員が何かしらの武器を持っている事になる。

　半数の面子で竜とこちらの間に壁のような形で大きなシールドを張り、残り半数がその壁の向こうに光球を生成、次々に撃っていく。

「むうううううううん！」

　シールド班には咲がいる。彼女の杖には特別な調整が施してあり、一応、フォスキア戦の時のような過負荷による故障は起きないはずだ。

「ガアアアアアアアアアアアアアアア！」

　光球を連打され、竜は勇ましくこちらへ雄叫びを放つ。

　そして身体の周辺に石礫を大量に生成し、こちらへお返しの乱れ撃ち。

「ひええええええええ！」「怖い怖い怖い怖い！　こわああああい！」「お願いシールドちゃん保もってね保ってよ頼んだよマジイイイイ！」

　のべつ幕なし放たれる殺人的な勢いの石礫。ギルドメンバーから悲鳴が上がる。

　もしも一発でも通してしまって、それがまともに当たったなら、自分たちの身体など豆腐のように砕け散る。

　咲がいるおかげだろう、こちらの展開するシールドはガガガガガッと凄まじい音を立てながらも、何とかそれらを弾いてくれている。

　だが、いつまで保つものかわからない。

「…………つうか、流れ弾とか大丈夫なわけ!?　観客に当たってない!?」

　そう言って周囲へぐるりと視線を回す建築科五年女子・横よこ倉くらは、間違いなく豪胆だ。こんな状況で他の人間たちに気が配れるというのは凄い。

　幹人も、彼女に倣って観客席の様子を確認する。

　退避率はざっと、五割くらいか。出入り口は未だ人で溢あふれかえっている。

「……何よ、モニカちゃん以外にもガッツのあるヤツいんじゃない！」

　そしてそこには、己の身体で観客たちを護る精霊たちと、その主の姿がいくつかあった。横倉が歓声を上げる。

「…………な、なあ！　俺たちも、そ、その、その竜と、た、戦うよ！」

　出入り口付近に立つ男性が、こちらへそう声を張った。観客を護っている精霊の一体、長い角の生えた馬のような精霊も、彼の言葉に嘶いななく。

　偵察した試合で見た覚えがある。彼はルンゴラーゴほどではないが、有力ギルドの精霊使いだ。

「気持ちはありがたい！　が！　そちらはそこで退避する観客を護ってくれ！　……その顔じゃあこいつと戦うのは無理だろう！」

「……だ、だが…………！　う、……うぅ……！　………………す、すまない」

　照治がそう返事をすると、男性は唇を嚙んで項垂うなだれた。

　彼は今にも倒れそうな顔色で、周りに居る他の精霊使いたちも同様だ。

　見るからに、ああしてあの場に踏みとどまっているだけでも勇気を振り絞っているのだとわかる。

　彼らまともな精霊使いはどうしようもなく、あの竜が恐ろしいのだろう。テオバルドでさえあの有様だったのだ、仕方がない。

　自分たちだってものすごく怖いが、多分、まだ彼らほどではないはずだ。

「……あ、そうだ照兄！　あのさ、」

「合図だろ。空に三発、もう撃った。犬塚がシキをあの竜に突っ込ませた時に。犬塚もお前も竜だけ見てて気づかなかったようだがな」

「さっすが！」

　兄貴分の手際を讃たたえると、彼は呆れたように一つ笑ってから声を張った。

「気合い入れて持ちこたえろ！　大丈夫だ！　その内とびきりの助けが来る！」

　彼の言うとおりである。フォスキアと戦った時と今の自分たちでは、大きく違う点が間違いなく一つ、あるのだ。

　皆、それがわかっているから、恐怖に負けずに戦えている。

　後方支援特化型固定魔導杖ver2.0のグリップを握って最前列で射撃組、精霊聖水薬莢カートリツジを排出してはセットしてを繰り返しつつ、幹人もひたすら光球を撃つ。

「あ、…………あの、み、みき君！」

「……ん、おおみぃちゃん先輩！　何!?」

　シールド班の魅依が隣にやって来た。意を決したような声をしている。

「あの、……だ、大丈夫？　ほ、ほんとに、怖ければ、無理しないで……そ、その」

　彼女はそこで一拍二拍、躊躇いの呼吸を置いて、それでも言った。

「……わ、私の、事も…………こ、怖い、とか、気味が、悪い、だろうけど、……あ、あの、…………でも、みき君に、無理させないくらいはせめて！　やりますので！　そういう事くらいは、やれるから、だ、だから、」

「おいおいおいおい、意味のわからん事を言わないでくれ！」

　魅依もシールドを展開しながらだが、幹人も魔法をガンガン撃ちながらなので、語気は自然と強め。状況的に、お互い視線を合わせる事はできない。

　伝わってくれと強く願いながら、幹人は続ける。

「俺、今もう全然怖くないよ！　あ、みぃちゃん先輩の事じゃなくてね！　みぃちゃん先輩はこれまでも、これからも怖くない！　絶対！」

「…………で、でも、私、あんな」

「俺さ、あの時、『じゃあ俺もう無敵じゃん』って思ったよ！」

　彼女へ告げる言葉の中に、噓は一％も、一‰パーミルだって含まれていない。

「……え？」

「だって！　俺に何かあったらさ！　何かしてくるヤツがいたらさ！　みぃちゃん先輩がああやって怒ってくれるわけでしょ！」

「う、うん、それは……あの、はい、そう、なっちゃうかと…………」

「だったら！」

　そう、だったらそれは、一つの事しか意味しない。

「俺、もう無敵じゃん！　怖いもんないぜ！　そんなに頼もしい事あるかよ！」

「…………──」

　竜の嘶き、着弾音、メンバーの気合いの入った叫び声。そんな場に満ちるたくさんのものの中、その人が息を呑む音は自然と幹人の耳に入ってきた。

「あ、あの……」

「うん、何！」

「……護ります！　私、みき君を、護ります！　……何があっても、何からも！」

　そんなあまりに甘美で素敵な言葉が響いた、まさにそのタイミングだった。

「…………あああああ来たああああああああ！」

　最初に気づいた犬塚のものを筆頭に、メンバーが凄まじい歓声を上げる。

「射撃やめええええええええ！」

　照治がそう指示を出す。確かに、もう下手に撃っていても邪魔になるだけだろう。

　こちらに希望の光として映るのは、上方に見えた人影だ。

　そう、上である。おそらくコロシアムのようなこの会場の外壁を駆け上って、そのままそこから跳躍して来たのだろう。

　青い空に一点の桜色として舞う姿は、やがてはっきり大きくなってステージ中央に着地した。その音に振り返った竜へ、間を置かず彼女は突っ込んでいく。

　そして、手に持った無骨な大棒を振るった。

　トラック同士の衝突現場よろしくな音が鳴り、どれだけ被弾させても脚を止めるのが精々だったはずの竜の身体が吹き飛んだ。

「…………状況、よくわかんないんですけど」

　こちらへ相変わらずクールな表情で振り返り、彼女は言う。

「良いんですよね、あれ、ぶん殴ってしまって」
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「ザザアアアアアアア！　うっひょおおおおお超頼もしいいいいいいい！」

　犬塚が感極まった歓声を上げるのもむべなるかな、幹人だって同じ気持ちだ。彼女を待っていたこの場の全員、そうだろう。

　堂々の特級冒険者、数字外れナンバーレス界の超新星。

　泣く子も黙る【血染め桜】にして、オオヤマコウセンの最高戦力。

　それこそが彼女、ザザ・ビラレッリだ。

「ザザ！　助かるよ！　あいつ、ぶっ倒せるかな!?」

「……グゥルアアアアアアアアアアアッ!!」

　竜は幹人たちの相手をしていた時とはどこか違う、本気の威嚇が籠もったような声を上げている。

　ビリビリと空気を揺らすそれは、精霊に疎うとい自分たちにも恐ろしさが肌に刺さった。

「助かる…………わかりました！　このかっこいいザザ・ビラレッリがやりましょう」

　しかし、ザザはぐっと握りこぶし一つ作ってそんな事を言った。

　そして彼女の姿はその場から掻き消えた。幹人には、そうとしか見えなかった。

　轟音が鳴って、また竜の身体が吹き飛ぶ。今度は試合場の壁に突き刺さって、瓦が礫れきが周囲へ飛散した。

　吹き飛ぶ前の竜が居たはずの位置にいつの間にか立っていたザザは、体勢を立て直そうと蠢く竜へ、そこからさらに容赦なく追撃の突進。

　三度の轟音が鳴る。竜がより、壁に埋まっていく。

　ザザはまるで、ワイヤーで引っ張られているかのような動き。舞うように一歩で竜のもとから大きく距離を取った。

　そして、また突進。

　後はもう、何度も何度も同じ事を続けていく。距離を取る、突進。距離を取る、突進。そのたび桜色の髪が閃いて、轟音が周囲へ広がる。

　ドゴォン、ドゴォン、と重たい音が鳴り続ける光景は、もはや少し笑えてくる。

「…………う、うええええええええええ」

「なんじゃありゃ…………」

　犬塚の呟きに幹人もそう続け、思わず口を開きっぱなしにしてしまう。

　振り切れたパワープレイというかストロングスタイルというか、自身のスピードと超重量の得え物ものによるインパクト力で全押しという戦闘法だ。

　だが、とにかく強い。それははっきりとわかる。畏怖もされようと言うものだ。

　普通の人間なんて比ひ喩ゆでなく、彼女の大棒一振りで四散どころか霧散するだろう。

　そういえば、幹人たちがザザの本気を目にするのはこれが始めてだが、文句なしに圧倒的。問答無用の武力というのは、どうやら見ていて大変清すが々すがしいものらしい。

（テオバルドだって竜に恐怖がなかったら、これくらい戦えたのかな……？）

　ザザは特等、テオバルドは高等。一つ格下ではあるが、同じ数字外れナンバーレスだ。

　竜への怖れで固まっているうちに蹴りからの石礫というコンボを喰らい、あえなくノックアウトされてしまったが、彼も本来はこのレベルの実力者のはずである。

　そう考えると、とんでもない相手と試合をしていたものだ。

「…………ん」

　もう勝負は決まってしまうか、状況は終わってしまうかと思われたが、バックステップを踏んだ後のザザが、小さく声を漏らして動きを止めた。

「…………──ガアアアアアアアアアアアアアアア！」

「ええええええあいつもあいつでマジかよおおおおおおおおおお!?」

　犬塚が絶叫を上げる。幹人も割と、自分の目が信じられなくなってきた。

　無傷ではもちろんないが、まだ咆ほう哮こうには力がある。刺さった壁から出てきた竜は、身体を右回り左回りと振って、瓦礫を払った。

　ザザの攻撃力が低いのでは、絶対にない。あの竜の防御力というかタフネスが飛び抜けているのだ。

　こちらが規格外の特級冒険者なら、あちらは伝説の精霊である。二大怪獣大激突と言ったところだろうか。

「ザザ！　きついかな!?　やっぱそいつ、強い!?　伝説の精霊なんだけど！　……ていうかザザは怖くないの!?」

「伝説の精霊？　ああ、道理でなんか強そうだなーって感じがしますね」

　それくらいの感想で済んでいるのは、彼女は一応精霊魔法は使えるけれど、まともに使ってきたわけではなく、あまり適性もないから、だろうか。

「それにミキヒトさん！　オオヤマコウセンのかっこいいザザ・ビラレッリはこんなのに負けません！　こいつだって殴り続ければその内死ぬでしょう！」

「わーお。うちのニュー・スターは最高だぜ」

　本当に大変、頼りがいがある。

「とは言え、ザザの体力とヤツの耐久力、比べ合いさせるのも何だな……。戦いが長引いて仕留めきらない内に、もし市街地にでも逃げられて暴れられようものならいたずらに被害も増やす」

　俺たちもこのままだと、ただ眺めてるだけの役立たずだ。照治がそう言って、杖を置いてガチャガチャと荷物を漁あさり出した。

「よし、いけるな…………犬塚、シキをこっちに戻せ！　そんで展開を解除しろ！」

「あいさ！」

　ターゲット取り要員として頑張っていた蜘蛛型精霊が跳躍し、シールドの壁を越えてこちら側へやってくる。

　照治の指示通りすぐに身体が解除され、ぱしゃりと精霊聖水が広がって、回路を仕込んだ樹印がその上に落ちた。

　照治は樹印に手を伸ばし、素早く分解。蓋ふたを外して回路を露出させる。

「幹人以外の射撃班はもういいだろう！　シールド班に手を貸せ！　シールド班はそのまま維持！　ああ、三峯だけは俺を手伝ってくれ！　プログラムの変更を頼む！」

　荷物から取り出した部品で手際よく回路をいじりつつ、号令を出す照治。

「わ、わかりました……え、えと、何を？」

「なあに、大した変更じゃない。ちょちょいのちょいだ、いいか──」

　照治たちが何やら作業する中、指示通り幹人は魔導杖を引き続き握って竜を睨む。

　照治と魅依が、揃って何かをやるのだ。

　あの二人ほど頼りになる人を、幹人はそれこそザザくらいしか知らない。あちらの事はあちらに任せておけば大丈夫だ。

　自分は自分の仕事をしよう。

「グゥアアアアアアアアウッ！」

「……もう、うるっさい！」

　とは言え、果たして今、自分に撃つべき弾があるかというと割と疑問だった。

　竜は低く舞い上がりつつ、生成した岩塊をザザへ向かって射出する。だが、桜髪の少女は変わらずの目にも留まらないスピードでそれらを掻い潜り、だんっと跳躍。

　そこから横に振るわれた大棒が竜の腹を捉え、巨体を弾き飛ばす。

　竜の身体は観客席へ。なお、さすがにもう大体の客が逃げられたようで、そこに人はいなかった。

　伝説の精霊、面目を保つタフネスでまだ眼光は確かだが、攻め手はひたすらザザだ。

「ミキヒトさんたちの話が聞こえないでしょうが！　……ミキヒトさあん！　私、このまま戦ってていいですか！　どうですか！　見てくれてますか！　勝ってます！」

「見てるよ超かっこいい！　とりあえず、引き続きそいつ、ボコっててくれる!?」

「わかりました！」

　とにかくザザ・ビラレッリ、強すぎる。幹人の仕事は多分、時折こちらの様子を健けな気げに確認する可か愛わいらしい少女を見守る事である。

　これはどうなのだろう。

　ザザの攻撃があまりに凄まじ過ぎるのか、指示を出す術者がいない状態の伝説の精霊が戦力として不完全なのか。両方なのかもしれない。

　そんな事を考えつつ、特に光球を撃つ機会のないまま、観客席にその場を移したザザの戦いを見る事しばし。

　やがて、照治から「これでよぉし！」という声が上がった。

「ザザ！　ちょっとそいつの脚を止めてもらう事は出来るか!?　方法はなんでもいいんだが！」

「お任せ下さい！」

　照治の指示に元気な答えを返した彼女は、しなやかに跳躍。ステージ中央に舞い戻る。

　そして片手で大棒を肩に担ぐと、空いているもう一方の手を観客席から自身を睨む竜に向かって伸ばし、その指をクイクイと曲げるジェスチャー。

　強大な竜を相手に、堂々の挑発行為である。

　傍から見ると漏らしそうなほど格好が良い。

「……ゴアアアアアアアアアア！」

　仕草に籠もった意味を正しく理解したのか、咆哮を上げて竜が滑空するような形でザザのもとへ突っ込んでいく。

　伝説の精霊、怒りの体当たりだ。そう言うと少々滑こつ稽けいだが、実際、通常なら人の命などあまりに簡単に奪える威力であるはず。

　だが、今日は少々、相手が悪かった。

　タイミングを合わせ、ザザは向かってくる竜に対して斜め上への大きな跳躍。そして、手に携える得物をブオンと振り下ろした。

「～～ァガッ！」

　竜の肩口あたりへ、上からのその剛ごう撃げきは見事着弾。竜の身体は下方、ステージへ叩き付けられる。

　硬いステージがついに大きく割れて、伝説の精霊の巨体が半ば埋まった。

「脚を止めるって、ステージに突き刺すんかい」

「これはもうわからんね」

　井岡・島田の二年生コンビが、感心しているんだか理解の範はん疇ちゆうを超えて呆れてしまっているんだか微妙な声音で言っている。気持ちは大変わかる。

「シールド解除！　……いよっしゃ行くぞ咲いいい！　俺の後ろにいるんだぞいいな絶対だぞおおお！」

「わかりました！」

　照治の指示に従って、シールド班が張っていた星命魔法の盾を解除。

　そこからまず飛び出たのはシキ。後ろには照治が続く。シキはおそらく、今は彼のコントロール下にある。

　さらに、その後ろには咲が付いていっている。大丈夫だろうか、心配だ。

「頼むなんか危なそうだったら咲を最優先でかばってくれザザ頼むぞおおおおお！」

　竜とその近きん傍ぼうにいるザザのもとへ向かいながら、照治は叫ぶ。彼と、何よりザザがいるなら大丈夫だろうか。それでも心配だ。

「任せて下さい！」

　ザザもしっかりそう返してくれているが、やはりじっとしていられない。

　台座をぱぱっと降りて幹人も彼らの後を追う。いざという時の妹の弾たま避よけくらいにはなろう。

　壊れかけたステージの瓦礫に埋もれる竜の身体へ、シキが飛びついた。その六脚できっちり食らいつく。

　シキからは二本の導線が伸びていて、四メートルほどのそれの先端を、右手左手でそれぞれ握っているのは咲だ。

「いよっしゃやれえええええ咲ぃいい！　オオヤマコウセンの誇る超高性能電気ウナギの実力見せたれええええ！」

「ビリビリにょろろ！　……んんんんんんんんん！」

　張り上げられた照治の声に、妙な掛け声を発しつつの咲が応える。

　妹はおそらく、そのスペックを全開で振るってシキへ魔力を注げるだけ注いでいる。

　幹人が彼らのもとへ追い着くとその時にはもう、やはりと言うべきか、竜の身体は激しくちらつき始めていた。動きもどんどんカクついている。

「ど、動作、ちゃんと、してる、みたい、です、ね、よかっ、た」

「みぃちゃん先輩っ」

　どうやら自分の後ろをさらに付いてきてくれたらしい魅依が、疾走に呼吸を乱しつつもそう言った。その手には一応だろう、開発機もある。

「やっぱりこれって」

「せ、精霊、殺し、です、咲ちゃんの、魔力を、直接、使う、形に、変え、まして」

　伝説の精霊だろうが、精霊は精霊だ。

　その顕現の維持には神しん殿でんとの通信が不可欠。そこを狙う精霊殺しの効果はてきめんだ。

　精霊聖水に貯めたものではなく、咲の巨大な魔力を直接使って、超強力な妨害魔力波を発生させているならなおさらである。

「グウウウ！　ゴアアアアアアアアアアウウウウウ！」

「む！　大人しくしなさい！」

　それでも竜は時折暴れようとするが、その度ザザがシキには当たらないようにして大棒でぶっ叩き、動きを止める。

　なんだかもはや少し、竜が可か哀わい想そうになってくる。

（なんか、ええっと、ごめんな……。召喚したヤツと、その後に戦う事になった相手が悪かったと思ってくれ……）

　全体的に言えば運が悪かったのだろう。次はまともな形で来てくれる事を願いたい。




「ゴ、ア、アアアアアアアアアアアアアッ!!」




　そんな事を思う幹人の前、ついに竜は咆哮を最後にその姿を融かした。パシャンと精霊聖水が広がって、樹印が転がる。竜聖樹印だ。

「いよっしゃあああああ！」「討ち取ったりいいいいいい！」「アイムストロングスキンヘエエエエッド！」「伝説の精霊がなあんぼのもんじゃああい！」

　メンバーが歓声を上げて、各々、手に持った杖などを空へ掲げた。

「しゃおらああああ勝ったぞおおおおおおおおおおおおおお!!　…………お？　うーん、……なあ、これガメったら駄目かな？　いやいやガメるっつうか戦利品だろ！」

「駄目でしょ」

　竜聖樹印を拾った照治に、とりあえず素早く突っ込んでおく。多分、彼は本気で言っている。

「駄目かあ、……でもちょっと色々実験したいだろ。返すのはそれからでも遅くないんじゃねえかな」

「………………駄目、でしょ。………………駄目かな？」

　幹人も心が揺らいできた。ちょっとくらいなら良いんじゃないだろうか。駄目だろうか。おそらく駄目だろうけれど、良いとしたい気持ちがある。

「………………そ、れは、…………ぼくの、だ！」

　そこへ、そんな声が届いた。フラフラと身体を揺らしながらの声の主は、金髪の青年だった。

　テオバルド・リコルディである。

　最初に竜に蹴り飛ばされて気絶していたはずだが、どうやら起きてきたらしい。まだ樹印への執着を見せるのは、もう褒めるべきだろうか。

「お前、まだんな事言ってんのか。盛大に失敗したろうが。……そういやお前、なんで失敗したんだろうな？　適切なフラグが立たなかったのか？　そういう信号があるのだろうかな…………おい、お前も実験に付き合うか？」

　照治が彼にそんな事を言い出して、止めようかどうしようか幹人が迷っていると、後ろでカタカタカタと乾いた音が響いた。

　そしてシキが動き出し、テオバルドの前で止まる。脚を畳んで座り込んだ。

「…………う、あ…………ま、まて、…………まて！　あ、あ、あああああああ！」

　顔を青ざめさせたテオバルドは、やがてその場でのたうち回り始める。

　幹人が後ろを振り返ると、開発機を手に持った魅依が彼にあの瞳を向けていた。

「私は、貴方を、許して、いない」

「ああああ！　あああああああ！　ぐお、おあああああ！　ああああ！　わ、わかった！　わかった！　わかったから！　あ、あああああああああああああ！」

　シキを操ってまた魔力波攻撃を始めたのだろう魅依は、彼の言葉にも悲鳴にもお構いなしだ。眉一つ動かさず、止める気配が全くない。

「みぃちゃん先輩ストップだ！　ありがとう、いいよ！　やめてやろう！　ね！」

「いいんじゃないのか、幹人。念入りにやっといた方が後のためだろ。実験はそれからでも出来るしな、むしろ従順になればスムーズだ」

　照治も照治で平気な声音だ。そんな様子に、ザザが首を傾げた。

「なんです？　何がどうなってるんだかわかんないですけど、こいつ、何かやったんですか？」

「ザザ、こいつ、試合中にアメちゃん殺しかけたんだよ。マジのガチ！」

「……は？　なんだとお前ぇ！」

　犬塚がそう言うと、ザザは止める間もなく高く跳躍。シキの身体越しに、手に持った大棒をテオバルドへ向かって放り投げた。

　唸りを上げて空を裂いたそれは、未だ苦悶に転がる彼の身体を捉える。

「ッグ！　……………………あ、…………ぁ」

　鈍い音と悲鳴が上がった。喰らった衝撃に滑るようにして転がった青年は、そのまま動かなくなった。

　剣をこちらへ放ったテオバルドが、ザザに大棒を投げつけられるというのは、なんだか少し皮肉が効いているかもしれない。

「……ていうか、え、あれ、…………死ん、だとか」

「まさか。あれくらいじゃ死にはしませんよ、あいつだって腐っても数字外れナンバーレスなんですから。……それよりミキヒトさん大丈夫だったんですか!?」

「大丈夫大丈夫、無事だよ。あの、だからこれくらいでやめてあげよう、ね」

　殺されかけておいて何だが、これ以上の攻撃はやり過ぎな気がしてならないし、ましてやさすがに殺すというのは寝覚めが悪い。平和ボケした感覚だろうか。

　なんて思っていると、グウ～っという暢気な音が場に響いた。

「………………だ、だってお腹が空いたから！　だからしょうがないんです！」

　咲が顔を赤くさせながら、そう素直に白状する。

　なんだか、緊張と興奮で張り詰めていた空気が一気に弛し緩かんした気がする。

「……そーだな、お前は特に最後頑張ったしな。…………あ～、腹減ったよ！　とにかく飯だ飯！」

　笑いながら照治がそう言って、皆揃って頷いた。

「とりあえず、これにて一件落着っすかね！」

「うーん、お後がよろしいようで！　イヨオ！」

　パパパン、パパパン、パパパンパンと、井岡・島田の二年生コンビが手を鳴らす。謎の一本締めである。




　ともかくこうして、大精霊祭準々決勝から始まった騒動は、決着を見たようだった。
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「本当に、やらなくていいの……？　……貴方たちが果敢に立ち向かってくれなければ、もっともっと被害が出ていたわ。多分、会場だけでなく街中にまで。私たちにとっては恩人なの、だから、」

「いやああいらないですいらないですそういうのはやらないでいいですから本当に……おい、誰か大々的に表彰されたいヤツいるか？」

　照てる治じの問いに、オオヤマコウセンギルドメンバー、全員が首を横に振った。

「や、そういうの興味ないです……」「式典とかの意味合いが生まれ落ちてから未いまだに理解出来てないんで……」「ていうか金とか時間が諸もろ々もろもったいない」「その分の費用をくれる方が助かる」……などと、割と失礼な事を言いたい放題である。

　口にはしないが幹みき人ひとも、そのような事を思っている。

「そう？　…………無理強いをしたって意味ないものね。わかりました、では貴方がたオオヤマコウセンの栄誉を讃たたえる式典は行わない事とします。でも、感謝しているのは本当よ、それだけはわかって頂戴」

「お気持ちは謹つつしんで拝受します」

　上品な衣服に身を包んだ老ろう齢れいの女性に、さすがに神妙な顔で照治は頷うなずいた。

　大だい精せい霊れい祭さい準々決勝から一夜明け、翌日である。

　事件の直後は駆けつけた運営の人間や冒ぼう険けん者しや協会の職員たちに色々と説明をする羽目になったが、それも終わって自由の身。

　とは言え疲れたのでさすがに宿で一泊していったら、朝、使者と送迎の街中用ポッロ車がやって来た。

　あれよあれよと言う間に連れられたのは、ウルテラの街の中心部にある立派な建物だった。

　通された部屋で待っていたのは、ウルテラの街の代表を務めるという老齢の女性だ。

　テオバルドへ、ステージ上で校長先生のような説諭を行っていた人物である。

「貴方にも助けられたわ。ありがとうね、ビラレッリ子し爵しやく」

「いえ。コンコーネ伯はく爵しやく、私はオオヤマコウセンのギルドメンバーですので、先ほどのお言葉で、既にお礼は頂戴しています」

「あ、そうだったわね！　貴方がギルドに…………うん、そうね。そっか、うん」

　ドロテア・コンコーネ。伯爵の地位にあるらしい彼女は、何だか嬉しそうに頷く。慈いつくしむようなその視線に、ザザは少し恥ずかしそうに俯うつむいた。

「しかし、比べて私の体ていたらくと言ったら！　………………不覚を取ったわね、……いえ、取ったのは歳かあ。偉そうに出て行って竜りゆう聖せい樹じゆ印いんを奪われるなんて。貴方がたには尻拭いをさせてしまったわ」

　コンコーネ伯爵はどうやら、竜聖樹印を奪われた事について随ずい分ぶん落ち込んでいるらしい。はあ、とため息を吐いて自身の眉間を押さえた。

　照治が見かねて声を掛ける。

「お気になさらず。そんな事をやらかすあの阿あ呆ほうが悪いのでしょう」

「……テオバルド・リコルディはね、才能ある優れた精霊使いなのよ。それは間違いないの。だけど、プライドもすごく高くてね。……新世代の筆ひつ頭とうだなんて言われてたのに、今じゃあ一歩遅れちゃって、それが我慢ならなかったみたい。ああ、ビラレッリ子爵が悪いわけじゃないわよ」

「そのような話は、街でも聞いた事があります。焦りがあって、だから何としても早く伝説の精霊が欲しかった、と」

　照治の言葉に頷いて、難しい顔と声でコンコーネ伯爵は続ける。

「……でも、正直ね、彼が正式な形で竜聖樹印を手に入れなくてほっとしてもいるの。あの子に竜聖樹印は、伝説の精霊はまだ早いわ」

　再度、彼女はため息を吐いた。

「ただ、もちろんこれは今はまだ、の話。将来的にもっと人間として成長してその時に改めて、ちゃんと伝説の精霊と契約をして欲しいとも思ってる。……人は変わるし、育つもの。信じなきゃね」

　言う事に包容力があって、コンコーネ伯爵にはやはりどこか、面倒見の良い先生のような雰囲気があった。

　テオバルドは今回の事で投とう獄ごくの身となっている。

　それがどれくらいの期間になるのかはこれから決まっていくようだが、ちらっと聞いたところによると結構大人しくしているらしい。

　魅み依いとザザの折せつ檻かんが堪こたえたのだろうか。

「そういった意味でも、貴方たちには感謝してる。彼にとっても、街にとっても、後から見たときにきっと、今回の事は良い転換点になると思う。私はそう願ってる」

「恐縮です」

「……なんて言っておきながら、貴方たちがせっかく準決勝進出を決めたはずの大精霊祭は、ちょっと申し訳ない事に」

「いえ、妥当な判断だと思いますので」

　照治の言葉に、コンコーネ伯爵は苦笑した。

「そう言ってもらえると助かるわ」

　伝説の精霊の暴走、ステージの崩壊、その原因となったテオバルド・リコルディという大会大本命の逮捕と投獄。

　それらのコンボの煽あおりを受け、結局、今年の大精霊祭は中止となったのだ。

「俺たちが口惜しくてならないのは、竜聖樹印が回収されてしまった事です。色々実験したかったのに……もしお借りできたら、その後ちゃんと返します、本当ですよ」

「勘弁して頂戴。実験て……」

　照治が放ったこちら側の本音に、コンコーネ伯爵はやはり、困ったような顔だった。

「貴方たち、ええっと、コウセンセイって人種なのよね？　初めて聞いたけれど、なんだかすっごく変な人たちなのねえ」

「よく言われます。ところで、竜聖樹印が駄目ならばせめて今回の件の報ほう酬しゆう、そちらは何なに卒とぞどうかよろしくお願い致します」

「ええ、それはもちろん。ジーリン・アッドクライムの情報だったわね？　私の知っている事を整理して、すぐに書面にして送るわ。待っていて頂戴」

　金銭という形でのお礼も頂ける事にはなったが、それ以外に何かあればとも言ってもらえた。

　そこで幹人たちが願ったのは、魔道具を作ったという行方不明の天才についての情報。

　元の世界へ帰る手がかりを闇やみ雲くもに探すよりは、同じ異世界出身者の可能性もある彼女を探してみようという話だ。

　今回の件でギルドランクも一段上がる事になった。これで緑ランクギルドだ。名前も結構、売れたように思う。

　目標に向かって少しずつ、前進出来てはいるだろう。

　その後、諸々の会話などを交わして、幹人たちはコンコーネ伯爵の屋敷を後にした。







「あ、いたいた！　アツシくーん！　皆も！」

　街を繋ぐ交通機関であるポッロ車の乗り場。定期便を待つ幹人たちのところへ走ってくる人影があった。

　赤い髪が活発に揺れる、モニカ・マニャーニだ。その肩にはいつものように、相あい棒ぼうのガルゼッタも乗っている。

　やってきたモニカは、犬いぬ塚づかの前に立った。

「良かった会えたあ……！」

「モニカさん！　ガルゼッタも、ええと、あ、取材か！」

「違うよ、お礼を言いに来たの！　昨日はバタバタしてちゃんと言えなかったから！」

　犬塚の言葉に、にっこり笑って彼女は言って、大きく頭を下げた。

「ありがとう、助けてくれて。護ってくれて」

「いやいやいや、あれだよ別にそのあれだよ！　別に、あれだよ！」

　要領を得ないその友人の発言に突っ込みを入れようかとも思ったが、幹人はやめておいた。

　二人の間に入るのは、ちょっと無粋だろう。

「モニカさんがね、かっちょよく子供を助けてたからね、俺もなんか、ちょっとほら、やってみただけっていうか」

「そんな。アツシくんこそ、すごくかっこよかった。……あ、でも！」

　顔を上げ、モニカは少し不満げな声。

「……モニカさん、なんだね」

「え？」

「だってあの時、モニカって呼んだのに」

　彼女はそう言って、今度ははにかんだ。その表情の威力に犬塚はたじろいでいる。

　オオヤマコウセンギルドメンバー、総員が二人からそろりと距離を取る。それでいてもちろん、ついつい聞き耳は立ててしまう。

　色恋が気になる年頃なのだ。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、これは素敵なヤツなのでは！　素敵なヤツ！」

「そうだな、だが咲さき、静粛に！　見守ろう……！」

　無声音で妹とそんな会話をしながら、推移を見守る幹人の視界の中、モニカがまた口を開く。

「アツシくんって、ブレイディアに住んでるんだよね？」

「そう、だね」

「それじゃあ、会える……よね？　ええとその、……ほら、精霊との訓練とか、やっぱりうちの街は色々やれるし、相手もいるし、だって今年は中止になっちゃったけど、来年の大精霊祭、オオヤマコウセンはエントリーすれば本戦出場確定だし！」

　頰をその髪よろしく赤く染めながら、モニカは結構グイグイと攻めている。

　どうなる、どうなる。固かた唾ずを呑む一同の前。

　息を吸って、モニカの顔を真正面からしっかりと見て。

　そして、犬塚は言った。

「…………ごめん」







「なあ、アメちゃん」

「なんだい、イヌちゃん」

　六人乗りのポッロ車。オオヤマコウセンギルドメンバーは、二台に分かれて乗り込んでいる。ザザも入れると十三人だが咲は幹人の膝の上に乗っているので、椅い子すのスペースは足りる。なお、彼女は既に爆睡中である。

　悪路に入った事もあり、ガタガタと揺れる車内。隣に座る友人が話しかけてきた。

「…………慣れてんじゃん、俺らなんてさあ」

「うん」

　硬いサスペンションが尻に振動を叩き込んで来て、やはり少し痛い。

「あのー、あれだよ。……女の子をさ、好きになっちゃって、でもさ」

「うん」

　頷く幹人に、犬塚は続ける。

「それがさ、違う世界とか、そういうのだったりすんの。慣れてるぜ、二次元相手でそんなんいつもの事だ」

　静かに語る彼の声が揺れている事に、幹人はもちろん何も言わない。

「いつもの事だ、いつもの事で、だからわかってんだ。やっぱさ、それって、……駄目なんだよなあ」

「…………イヌちゃん」

「だって俺、帰るもんよ。地球に帰るし、日本に帰るもんよ。そしたらさ、駄目っしょ、なんか、あんまさ、そういう感じになっちゃうの。……世界が違うんだぜ、比ひ喩ゆとかじゃねえんだ。世界だぜ？」

　駄目っしょお、それは。

　犬塚はそう言って、その背を少し丸めた。

「…………あのさあ、アメちゃん。俺さ、やっぱさ、乗り物酔いしやすいのよ」

「うん、……そっか」

「そうなの。だから、だからさ、……いつもみたいに、えずいちゃうかも、ごめんね」

「気にしないよ。誰もほら、気づかないかも。こんな走行音だぜ、大丈夫だよ」

「……………………っうん、ぞーだよね」

　そして車内には、決して誰も嗚お咽えつとは言わない音が響き始めた。これはえずいているだけなのだ、彼はえずいているだけなのだ。

　幹人は、震える友達の背を静かにさする。

　そうして、ふと目が合った。対面に座る人間だ。桜色の髪をした女の子。異世界の少女、ザザ・ビラレッリ。

　彼女はじいっと、犬塚と、そして幹人を見つめていた。







「あーあ、振られちゃったなあ。ねえガルゼッタ、そうだよね」

　その男の子を乗せて行ってしまったポッロ車を見送りながら、モニカは相棒に呟く。

　遠くに、故郷があって。そこに帰らなきゃいけなくて、だからきっと来年の大精霊祭には出られなくて、この街にももうあまり、来ないと思う。

　彼はまっすぐにこちらの瞳を見て、そんな事を言ったのだ。その意味は、ちゃんとわかる。

「………………はあああ」

　結構、引きずりそうかもしれない。自分の部屋に帰ったら、絶対に泣く自信がある。

（……だったら、その前に！）

　パン、パンとモニカは自分の頰を叩いた。

　部屋に帰る前に、仕事場に行こう。そしてガリガリ仕事をやろう。

「…………こうなったら！　特集記事だ！　だって私が一番色々知ってるもんね！」

「グアウ」

　寡黙な相棒が、鳴き声を返してくれる。

　そうだ、仕事をしよう。記事にしよう。

　恋としては上手くいかなかったけれど、別の形で実らせよう。




　街を救った変わり者の英雄たち、コウセンセイの記事を書くのだ。





　　　　◇◆◇






「………………ザザ、その、……出来たら、もう一回だけ、言ってもらえたりする？」

「ちゃんと聞いていて下さい！　は、恥ずかしいので……！」

「ごめん、本当にごめん。聞いてなかったわけじゃないんだ。ないん、だけど」

　幹人がその爆弾発言を受けたのは、ビラレッリ邸に帰ってからの事だった。

「では、も、もう一回言います。…………そのですね、……その、私、いっぱい考えたんです。今日、ポッロ車の中でアツシさんが言ってた事について。それでですね、ですから、あのですね」

　場所は、ザザの個室。時刻はもう夜中。同じ机について向かい合い、彼女に勉強を教えていたのだ。

「ミキヒトさん」

「は、はい」

　だけどいつの間にか、話は違う方向へ飛んでいた。

「わ、私と、……その、…………結婚とか、どうですか！」

　ひどく美しい翡ひ翠すいの瞳が、まっすぐにこちらを射い貫ぬいている。

　幹人は彼女に、半端な答えを返したくない。








《つづく》
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あとがき






　一巻の出版後、たくさんのご声援を頂きました。おかげさまで重版も！

　大変ありがたい事と、心から感謝しきりです。




　高専時代、先輩後輩同輩の三方向で頭のおかしい友人に恵まれました。彼らからすればきっと、藍あい月づきも藍月で頭のおかしい友人でしょう。つまりお互い様だ！




　なお、作中に入りきらなかった細かい説明などを何とか凝縮させて、本編の後に付けさせて頂きました。

　ずらずらっと書かれた設定的なものを読むのが好き、という奇特なタイプの同類向けです。なので、普通の方々は飛ばして下さっても本当に大丈夫です！




　今巻も心を砕き、命を削りながら、精一杯の愛を込めて書きました。楽しんで頂けたなら、そしてあわよくば、好きな物語として胸に残して頂けたなら何よりの幸せです。

　藍月要かなめでした。
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